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巻頭言 

 

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成 

 

日頃より、大阪教育大学池田地区附属学校研究発表会の取り組みにご理解とご協力を

賜り、心より御礼申し上げます。今年度、私たちは「グローバル社会を協働的に創造す

る資質・能力の育成」を目標に掲げ、教育・研究の充実に努めてまいりました。 

今年度の重点は、グローバル市民コモン・ルーブリックを活用した学習のあり方の追

究でした。池田地区のコモン・ルーブリックを各教科・活動にローカライズさせること

は、単なる知識の習得だけではなく、自ら考え、問いを立て、解決策を導く力を高める

ことと同値です。どの教科・活動においても、単なる知識の蓄積ではなく、異なる事象

間の関連を見いだしながら深い理解へとつながることを目指しました。 

国際的な視野を広げることは重要です。異文化理解の学習やディスカッションを通じ

て、生徒たちは異なる背景を理解し、論理的に自分を表現する技術を磨きました。こう

した経験を重ねることで、異文化に対する寛容さや柔軟な思考を養い、グローバルな課

題にも主体的に取り組む姿勢を身につけることを目指しました。 

また、ICT 機器を活用した創造的な表現活動にも力を入れました。デジタルツールを

用いた表現活動に取り組むことで、従来の枠にとらわれない多様な創作の可能性を探求

しました。これにより、情報技術を単なる消費の手段としてではなく、創造の道具とし

て活用する力を育むことを目指しました。 

さらに、探究活動の一環として、地域社会との連携を深める取り組みも行いました。

地域の企業や自治体と協力し、実際の社会課題をテーマにしたプロジェクト学習を展開

しました。これにより、生徒たちは、理論の学びにとどまらず、現実社会における課題

解決プロセスを実践的に学ぶことができました。フィールドワークやインタビューを通

じて得た知見をもとに具体的な提案を行うことで、自分たちの学びが社会とつながって

いることを実感できる機会となりました。 

これらの成果は、令和７年１１月１６日開催の研究発表会で報告されました。今後も、

この成果を活かし、生徒のさらなる成長を支える教育の充実に努めてまいります。皆様

の変わらぬご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。 

 

令和 6年 3 月 

 

大阪教育大学附属池田中学校長 

串田 一雅 



 

 

 

I.総論 

-研究の経緯と概要- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R6 小中高研究総論 

 

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成 

〜グローバル市民コモン・ルーブリックを活用した学習のあり方〜 

 

 

１．研究の背景と目的   

（1）社会的背景 
現代は予測が難しく，変化の激しい時代である。そして，その変化は今後より急激に進み，現存しない職業に

就いたり，技術が求められたり，これまで直面したことのないような問題を解決することが求められるようになる

と言われている。実際に，新型コロナウイルス感染症の拡大により，このことが現実のものとなった。日常の急激

な変化と先が見えない日々の中で，いかにして生活を進めていくかを考え，行動することが求められる。こうした

急激に変化する社会に対して，子どもたちはどのような力を育むことが必要なのだろうか。 
    学習指導要領（小中学校平成２９年告示・高等学校平成３０年告示）の改訂の経緯においても，今の子ども

たちや，これから誕生する子どもたちが成人して活躍する頃には厳しい挑戦の時代を迎えていることが予想さ

れている。子どもたちがさまざまな変化に積極的に向き合い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々な

情報を見極め概念的知識の獲得を実現した上で情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと，

複雑な状況変化の中で目的を再構築すること（＊５）ができるようにすることが学校教育において求められてい

るとされている。 

また，OECD（Organisation for Economic Cooperation and Development：経済協力開発機構）にお

い て は ， 2015 年 か ら ”OECD Future of Education and Skills 2030” プ ロ ジ ェ ク ト （ 以 下 ，

「Education2030 プロジェクト」と表記）を進めてきた。「Education2030 プロジェクト」でも示されていると

お り ， 2030 年 は よ り ”VUCA” な 時 代 と な る こ と が 予 想 さ れ る と い う 。 VUCA と は

volatile,uncertain,complex,ambigus の頭文字をとった言葉で

あり，より「予測困難で不確実，複雑で曖昧」（＊２）な時代になると

いうことを意味するものとして使われている。「Education2030 プロ

ジェクト」の提案書においてもこのプロジェクトの目的として，「2030

年のより予測困難で不確実，複雑で曖昧となる世界に向けて，生徒

が準備していく『コンピテンシー』をよりよく理解するための枠組みを

構築する」（＊２）ことが明記されている。ここでいう「コンピテンシー」

とは，ある職務または状況に対し，基準に照らして効果的，あるいは卓

越した業績を生む原因として関わっている個人の根源的特性とされ



ている。具体的には，動因，特性，自己イメージ，知識，スキルから構成されている。これに追加して AI の発達や

移民の増加などは 2000 年代に入ってからの大きなトレンド（傾向）として考えられるが，他にも地球温暖化に

よる環境の変化や家族の形態の変化など，様々な変化が生じている。さらに，国や文脈や時代によって「求めら

れるコンピテンシー」もまた変わってくるとされている。 
    結局のところ，「コンピテンシー」としては，多種多様なものが想定されるとしても，それが重要なもの，あるい

は「キー・コンピテンシー」となるものかどうかは，それぞれの文脈において求められるかどうかによるのである。

別の言い方をすれば，「コンピテンシー」とはある文脈では非常に重要なものであっても，別の文脈では重要な

ものとはされないと考えられている。 
このような時代の変化や必要な資質・能力に対して，OECD は 2019年 5月に「ラーニング・コンパス（学び

の羅針盤）2030」を公表した。これは，生徒が教師の決まりきった指導や指示をそのまま受け入れるのではな

く，未知なる環境の中を自力で歩みを進め，意味のある，また責任ある意識を伴う方法で，進むべき方向を見出

す必要性を強調することが意図されたものである。知識，スキル，態度・価値という「コンピテンシー」の構成要

素をコンパスの針とし，さらに「より良い未来の創造に向けた変革を起こす力」（①新たな価値を創造する力，②

対立やジレンマに折り合いをつける力，③責任ある行動をとる力）をコンパスの外側に，さらにその外周を沿うよ

うに，見通し（anticipation）・行動（action）・振り返り（reflection）の「AAR サイクル」を示し，個人のみなら

ず社会の「ウェルビーイング」（究極的に人々が心身共に幸せな状態）をめざして学んでいくというイメージを描

いている。その道を照らして歩んでいく原動力となるのが「生徒エージェンシー」であり，ラーニング・コンパスの

中心概念においても「生徒エージェンシー」がある。そして，エージェンシーを「より良い未来の創造に向けた変

革を起こすために目標を設定し，振り返りながら責任ある行動をとる能力」（＊１）として定義づけている。 
その「生徒エージェンシー」は自分 1 人だけで育まれるものではなく，親や仲間，教師やコミュニティなど，周

囲との関係性の中で育まれていくとされている。そこで必要となるのが，「共同エージェンシー（Co-agency）」

であり，生徒を取り巻く周りの親や仲間，教師やコミュニティなどとの関わりの中で学習していくことが大切とさ

れている。特に，集団や社会のレベルのエージェンシーを発揮していくためには，めざすべき方向を共有しながら，

一人一人が社会的な責任を果たしていくことが重要になってくる。 

日本に目を向けると，現行の学習指導要領の下で学校教育が実施されるのは概ね 2020 年から 2030 年

であり，2030 年に向けての教育という OECD の考え方に一致している。OECD のラーニング・コンパス 2030

の開発においては文部科学省も参加しており，共通した考え方が現行の学習指導要領に取り入れられている

点もあると思われる。学習指導要領の中には，「エージェンシー」という言葉は使われておらず，エージェンシー

を育むことについても，直接的に述べられているところはない。しかし，学習指導要領を読み解くと，OECD の提

唱しているエージェンシーの概念と類似した考え方を示している部分もある。グローバル化する時代においては，

多くの課題が複雑に絡み合っており，それらの課題を解決するためには多様な考え，価値観を持つ人々と見方・

考え方を共有し議論を重ねることが一層求められる。すなわち，このような VUCA の時代の中，これからの社会

を創り出していく児童・生徒がグローバル性を育む必要が出てくる。 
  
（２）池田地区の研究背景 
    池田地区は，トータルコンセプト図に則り，2019 年度より「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力の育成」

を共通の研究テーマに掲げ４年間研究に取り組んできた。Familiar Issues（身近にある課題）や，Global 

Issues（地球規模の課題）に対して，自ら考えながら「つなぐ力」を持った子どもの育成に取り組んできた。実



際に，池田地区の１２年間の学習の中には，各教科

の授業をはじめ，総合的な学習の時間，多種多様

な学校行事，安全教育，国際バカロレア MYP プロ

グラム，グローバル探究などの WWL 関連カリキュ

ラム，国際枠生徒の受け入れなど，子どもたちにと

って，グローバル性を育む重要な学習機会がある。

そうであればこそ，池田地区としては，１２年間の子

どもの発達に則し，多様性を認めながら個々の可

能性が伸びる学習目標やそれらを見取る評価規

準・基準が必要となってくる。しかし，現状では，１２年間の発達を見据えた学習目標や評価規準・基準が明確

ではなく，曖昧になりやすいという課題がある。 

 
（3）めざす児童・生徒像と主題設定の理由 
    上記で述べたような時代背景や地区の課題を踏まえ，池田地区のトータルコンセプト図にもあるとおり，池田

地区では，「平和や安全の課題を創造的に解決する市民」であるとともに「主体性・寛容性・協働性を備えたグ

ローバル市民」として，グローバル社会を協働的に創造することができるような人材を，１２年間の教育を通して

育成することをめざしていくこととしている。それでは，「グロー

バル市民」に必要な資質・能力とはいったい何か。目の前にい

る子どもの姿を見取ることを通して，「グローバル市民」とは何

かを明らかにし，その資質・能力の育成に向けたコモン・ルーブ

リックの作成および教育法の開発を展開していく。 

 

 

２．研究運営・研究の進め方 

（1）研究組織 

 池田地区では，下の図のように各校種が協働的に研究を進められるよう研究組織を編制している。「小中高

共同研究協議会」では,池田地区の現在と将来像を管理職・大学教員・主幹教諭・研究主任で議論している。

それをもとに「研究主任会議」で協議を重ね，論点を整理した提案を策定し，「小中高合同研修会」にて提案す

る。 そして,「小中高合同研修会」における共通理解を基に,「各教科領域部会」や「各校授業研究会研修会」

で理論を深めていくこととしている。 

 

 

 
 

 

 

 

池田地区の研究組織図 



(２)研究の進め方 

本研究でめざすところは,上記でも述べているように池田地区として 12 年間の教育活動を通してグローバル

社会を協働的に創造することができる人材を育成することにある。そのために,３年間を通して次のように研究を

進めていく。 

  1 年次は,池田地区がめざす「グローバル市民に必要な要素」とは何なのかを「探る」。「探る」とは,子どもの

学びの姿を見取る作業から始まる。日々の授業や教育活動の中で,「グローバル市民に必要な要素」を発揮し

ている姿が垣間見える場面は,多様に存在すると考える。その多様な場面を見出し,小中高の 12 年間の発達の

段階と照らし合わせながら，系統的に分析していくことで,「グローバル市民に必要な要素」とはどのようなもの

か,それが育つ過程とはどのようなものかが明確になってくると考える。そして最終的に,小学校低学年・小学校

高学年・中学校・高等学校の 3 年ごとの発達の段階を踏まえた「コモン・ルーブリック」を作成する。 

2 年次は,1 年次に作成した「コモン・ルーブリック」を基に，各教科領域や各学校行事等にローカライズさせ

た教育活動を行う。それらの教育活動の中で培われる力を明確にすることで,より実践的で汎用性のある「コモ

ン・ルーブリック」の活用が図ることができると考える。 

 3 年次は,それまで開発してきた「コモン・ルーブリック」を評価・検証することとなる。2 年間の研究で，様々な

教育活動や子どもの姿から仮説的に立てた「グローバル市民に必要な要素」について見直し,さらには「グロー

バル市民に必要な要素」が育つような教育活動が成されているのかを評価する必要がある。 評価の視点とし

て,短期的な授業での見取りだけでなく長期的な児童生徒の変容を基に判断していく。 

    以上のように,本研究では「グローバル市民に必要な要素」を子どもの学びの姿から見取ることを足掛かり

にする。そして，その「グローバル市民に必要な要素」が育ち，発揮される学びについて，段階的に研究を進めて

いく。 

 

(３) 1 年次の取り組み 

 1 年次は，「グローバル市民に必要な要素」を明らかにしていくために研究を進めてきた。そこで,各校種の人

数が均等になるように 9 班のチームを作成した。このチームは,教科の専門性という枠組みにとらわれないもの

となっている。理由として,「グローバル市民に必要な要素」を教科の枠を超えた視点で見取り,児童生徒が 12

年間の教育活動を経たのちに必要となる力を幅広い視点から探るためである。 

   まずは,5 月～7 月にかけて各校種による相互授業参観を行い,子どもたちの姿から「グローバル市民に必要

な要素」を見取った。これは,日々の授業の中に「グローバル市民に必要な要素」を発揮している姿が垣間見え

る場面は，多様に存在するという仮説から実施したものである。そのため,子どもの姿から「グローバル市民」を

構成する要素を多角的に見取り,その後分類することで整理することとした。構成要素は,「発信する力」「表現

力」のように類似するものも合わせると３２もの要素となった。 

 整理す る方法と し て ,まずは OECD の DeSeCo プ ロ ジ ェ ク ト （ Definition and Selection of 

Competencies）で示されたキーコンピテンシーに関する「異質な集団で交流する」「自律的に活動する」「相

互作用的に道具を用いる」の３つのカテゴリーをもとに,32 の構成要素を分類した。これは,「どのような文脈で

あっても適用できる，汎用性の高いコンピテンシーを特定しよう」(＊2)とする DeSeCo の考え方を取り入れる

ためである。そして, 池田地区という文脈に即して構成要素を整理するために,トータルコンセプト図をもとに構

成要素を関連付け次の４つにとりまとめた。 

 



主体的な人 自ら進んで行動し,自己調整しながら,自律的かつ粘り強く物事に取り組む 

つなぐ力のある人 様々な知識と世の中の出来事とを関連づけて考えたり,多様な人とのつながりを大切に

したりする 

探究力のある人 身近なものごとや世界の出来事に関心を持ち,夢中になって真理や理想を探究する 

寛容な人 身近な他者や異なる文化の価値観をも尊重し,互いに認め合う 

 

上記で示した４つの要素が「グローバル市民」を構成するものである。そして,４つの要素を小学校低学年・小

学校高学年・中学校・高等学校の 3 年ごとの発達段階を踏まえて「コモン・ルーブリック」を作成した。 

 

 

(４) ２年次の取り組み 

２年次は，１年次に作成した池田地区「グローバル市民コモン・ルーブリック」を，あらゆる教育活動に具体的

にローカライズしていく。教科授業だけでなく教科外活動にも，このコモン・ルーブリックを活用して，池田地区に

おける１２年間の教育活動全体で，「主体的な人」「つなぐ力のある人」「探究力のある人」「寛容な人」を育む

ことをめざす。 

 

 コモン・ルーブリックをローカライズする流れは，次のとおりである。 

・ ４つの「人」のうち，教育活動（授業の単元，学校行事など）で育みたい「人」を１つ以上選択する。 

・ 選択した「人」と学習内容とが，どのように関連しているのかを言語化する。池田地区「グローバル市民コモ

ン・ルーブリック」は，あらゆる教育活動に用いることを想定しているため，抽象度が高い文言で表現されてい

る。その文言を，各教科・各行事の特性と関連付けて具体的に解釈・説明し，言語化する。 

・ 選択した「人」を育てていくために，どのような「力」を身につけさせるかを言語化する。 

・ 身に付けさせたい「力」が備わったかどうかについて，どのように評価するかを言語化する。 

・ 教育活動を終えた後に，実践内容をまとめて，成果と課題をふりかえる。 



 

このコモン・ルーブリックを活用することのねらいは，池田地区における１２年間の教育目標を「見える化」・

「意識化」することである。これまでも，池田地区全体で安全教育に取り組む・国際教育に取り組むという共通

目標はあった。小中高間で協働でカリキュラム設計されている教育活動もあった。とはいえ，小学校１年生から

高校３年生までの，１２年間という教育期間は非常に長い。子どもの発達段階の違い，義務教育か否か，教科

性が強いか否か等の要因により，小中高全体で教育に取り組むという視点が充分だったとは言い難い。しかし，

コモン・ルーブリックを活用することで，各授業・各行事の計画段階に，校種固有の教育目標のみならず，池田

地区全体の教育目標も必然的に意識することになる。また，小中高の教員で相互授業参観をしたり指導案検

討をしたりする際に，各校種特有の文化や特性にこだわらず，池田地区の教育目標に照らし合わせた議論をす

ることが可能になり，池田地区全体の１２年間連続した教育改善につながる。このようにして，総勢８０名弱の小

中高教員が，同じ教育目標・共通言語をもって，子どもたちの成長・発達に関わっていけるようになることを，池

田地区としてめざしていく。 

 

（５）コモン・ルーブリックをローカライズして活用することについて 

上で述べたように，コモン・ルーブリックとは，教育活動全般にわたり，子どもの学習や成長を評価するための共

通の基準や目標を設定するツールである。これをローカライズ（学校や学年，教科，行事ごとに具体化）すること

により，多様な学習場面や行事において一貫した教育目標を持つことができると考える。 

以下４つの項目に分けてコモン・ルーブリックの活用することで期待されることについて述べる。 

①池田地区における教育活動の共通認識 

   コモン・ルーブリックをローカライズすることで，全ての教育活動において一貫した目標と評価基準を適用でき

る。これにより，教員間での評価のズレが少なくなり，子どもに対しても明確な期待と目標を伝えることが可能と

なる。１２年間で同じ基準を用いることで，子どもの成長過程を同じ目線で追跡できることが期待される。また，コ

モン・ルーブリックを活用した目標設定を子どもと教師とで共通認識することにより，教員間だけではなく子どもと

の意識のズレも少なくなり，教育効果が高まると考える。 

 コモン・ルーブリックを子どもと共有することは，子どもにとっても学習の意欲を向上させる要因となると考える。

授業や行事において明確な目標と評価基準を設定することにより，子どもは自らの達成度を客観的に理解する

ことができる。また，自分の強みと弱みを把握することで自己成長に向けた具体的な行動をとることが可能にな

ることが期待される。 

 

 ②各教科・行事への具体的な適用 

   様々な教科や行事において，コモン・ルーブリックをそれぞれの特性に合わせてカスタマイズすることで，より具

体的で実践的な目標設定と評価が可能になる。例えば，数学の授業では「主体的な人」として，自ら問題解決の

プロセスを進め，計画的に取り組む姿勢を評価する。体育大会では，「つなぐ力のある人」として，チームワークや

協力の精神の目標設定と評価する。このように適用範囲を広げることで子どもの多面的で多角的な成長を促進



できるとともに教科活動をはじめとする様々な教育活動の目標に整合性が生成されることが期待される。 

 

③教育活動の改善とフィードバックを通したコモン・ルーブリックの永続的な改善 

 小中高の１２年間でコモン・ルーブリックを活用することにより，教師は子どもの達成度や学習過程について詳細

なフィードバックを行うことが可能である。これにより指導方法やカリキュラムの改善も容易になると考える。また，

様々な学習活動においてコモン・ルーブリックのローカライズを行い，より池田地区に適応した形にするべく改善策

を探し出していく。このようなコモン・ルーブリックの定期的な評価を通して，目標設定の見直しを行うことにより，子

どもの実態ににあったコモン・ルーブリックの改善が図れることが期待される 
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国語科学習指導案                         

言葉の架け橋 

～“訳”の挑戦を探究する～ 

授業者 附属池田中学校 永井 涼子  

 

1．対象 附属池田中学校 第 2学年 C組（３６名） 

 

2．単元目標 

・知識及び技能␃関し⏾  

 ・作品の特徴を生かし⏾朗読する␂␁し⏾、古典の世界␃親しむ。（３）ア  

 ・現代語訳や語注␂␁を手掛かり␃作品を読むこ␀を通し⏾、古典␃表れたものの見方や考え方␃⏼い⏾知る

こ␀が⏿きる。（３）イ 

・思考力、判断力、表現力等␃関し⏾ 

  ・読み手の立場␃立⏻⏾、表現の効果␂␁を確かめ⏾、文章を整えるこ␀が⏿きる。B（１）エ 

  ・観点を明確␃し⏾文章を比較する␂␁し、文章の構成や論理の展開、表現の効果␃⏼い⏾考えるこ␀が⏿き

る。C（１）エ 

  ・文章を読ん⏿理解したこ␀や考えたこ␀を知識や経験␀結び付け、自分の考えを広げたり深めたりするこ␀

が⏿きる。C（１）オ 

・学び␃向かう力、人間性等␃関し⏾ 

  ・言葉がも⏼価値を認識する␀␀も␃、我が国の言語文化を大切␃し⏾、思いや考えを伝え合おう␀する。 

  

3. 指導␃当た⏻⏾ 

（１）単元を通し⏾育む「グローバル市民」␀学習␀の関連 

・グローバル市民の選択項目␀単元／学習␀の関連␃⏼い⏾ 

・この単元⏿は「主体的␂人」␀し⏾の資質を育みたい。 

「枕草子」の三種類の現代語訳を比べ読みし、そのうち一冊の書評を作成することを本単元のパフ

ォーマンス課題とする。この活動に至るまでの学習を通じて、生徒に作品は読み手を意識して作ら

れていることを理解させ、今後の自分の創作活動につながる表現力を育てたい。また、訳はあくま

で訳であるため、原文の意図や雰囲気を完全には表現しきれない場合がありうることを理解した上

で、それでも訳があることで文学作品は長く広く読み継がれてきたことを認識し、自分の言語文化

にも、異なる言語文化にも、親しみ、尊重する態度を育てたい。 

・目標達成するためにつけるべき力 

・訳者が選んだ言葉や表現␃気⏽き、それが意図するこ␀をこれま⏿の経験や学んだこ␀␀⏼␂げ⏾考えよう

␀する力。 

・仲間␀の対話を通し⏾自らの考えを整理し、それを言語化する力。 

・読み手の立場␃立⏻⏾文章をま␀め、紙面の構成を工夫する力。 

 

 

 

 



（２）教材観 

平成 23年（2011年）4月より、小学校国語科⏿も古典が本格的␃導入されるよう␃␂った。 

現行の小学校学習指導要領⏿は、第 5学年及び第 6学年の内容␀し⏾、音読␂␁を通し⏾、言葉の響きやリ

ズム␃親しむこ␀が挙げられ⏾いる。加え⏾、古典␃つい⏾解説した文章を読んだり作品の内容の大体を知った

りするこ␀を通し⏾、昔の人のものの見方や感じ方を知るこ␀が挙げられ⏾おり、古典への興味・関心を深めるよ

う␃するこ␀が重要␀され⏾いる。 

小学校⏿の学習を受け⏾、中学校学習指導要領⏿は、第一学年の内容␀し⏾、訓読の仕方を知り、音読し、古

典特有のリズムを通し⏾、古典の世界␃親しむこ␀が挙げられ⏾いる。そし⏾、第二学年の内容⏿は、作品の特徴

を生かし⏾朗読する␂␁し⏾、古典の世界␃親しむこ␀␃加え、現代語訳や語注␂␁を手掛かり␃作品を読むこ

␀を通し⏾、古典␃表れたものの見方や考え方を知るこ␀が挙げられ⏾いる。 

本単元⏿取り上げる「論語」及び「枕草子」は、生徒たち␃比較的馴染みがあり、また、作品␃表れたものの

見方や考え方を␀らえやすい古典作品だ␀思われる。その理由␀し⏾、「論語」「枕草子」␀も␃、小学校の教科

書␃も多く取り上げられ⏾いるこ␀␀、その内容␃つい⏾、「論語」は日本の社会・学校・家庭␃おい⏾「当然」の

考え方␀し⏾浸透し⏾いるこ␀、「枕草子」は随筆␀いう特性上、作者自身のものの見方や考え方が直接表現さ

れ⏾いる箇所も多いこ␀があげられる。したがっ⏾、二作品␀も、古典の世界␃親しみ、古典␃表れたものの見方

や考え方を知る␃は、適した教材だ␀考える。 

␀ころ⏿、自分が不自由なく使える言語以外で書かれた文学作品を学ぶ際、小学校課程及び中学校課程

においては、ほとんどの場合“訳”を参照する。それは外国語の作品のみならず、古典文学を学ぶ際も

例外ではないことは、先述の学習指導要領の内容からも明らかである。しかし、訳には必ず訳者の解釈

や意図が反映されるため、原文は同じでも訳者ごとに異なる訳がなされうる。場合によっては、訳す過

程で原文から失われるものがあるかもしれないし、意図や雰囲気を十分に伝えきれないものもあるかも

しれない。 

本単元⏿取り上げる「論語」の訳␃は、大き␂解釈の相違が見られ␂いものもあれば、「子在川上曰」のよう

␃、原文の解釈␃相違が見られるものもある。ここから、訳␃は訳者の解釈が反映される、つまり、対象が同じ⏿

あっ⏾も、その␀らえ方は、社会状況も含めた“視点”␃よっ⏾異␂る場合がある␀いうこ␀を学ばせたい。また、

「枕草子」は、一般的␂現代語訳をしたもの␃加え⏾、コミカライズしたものや超訳␀よばれるものも数多く出版さ

れ⏾いる。それぞれの現代語訳が作者の意図をどの程度反映しているのか、意図を十分に伝えきれない部

分があるとすれば、それはどのような点なのか、といったことについて比較・検討することで言語感覚

を豊かにし、今後の読書において役立てられるようにしたい。また、作品は読み手を意識して作られて

いることを理解し、自身の創作活動に活かせる表現力を育むことへつなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）生徒観 

知識及び技能（３）ア（「作品の特徴を生かし⏾朗読する␂␁し⏾、

古典の世界␃親しむこ␀。」）␃つい⏾、生徒は、小学校⏿の学習␃加

え、中学校⏿は、一年生時␃「竹取物語」「故事成語」␂␁を通じ⏾、

歴史的仮名遣いをはじめ␀する文語のきまりを学習し⏾いる。また、二

年生⏿ある今年度は、一学期␃「平家物語」の祇園精舎及び敦盛の

最期を通し⏾、音読するこ␀⏿語り物␀し⏾の特徴を実感したり、敦盛

及び熊谷の生き方を通し⏾武士␀し⏾のものの見方や考え方␃つい

⏾学習したりし⏾いる。 

今回の授業␃先立ち、授業者が今回の授業対象者の附属池田中

学校二年生␃対しアンケート（有効回答数 130）を行␂った␀ころ、

「古典の学習が好き⏿すか」␀いう項目␃対し、４９人（３７．７％）の

生徒が「好き」「␁ちらか␀いう␀好き」␀回答し⏾いるの␃対し、60

人（４６．２％）の生徒が「好き⏿␂い」「␁ちらか␀いう␀好き⏿␂

い」␀回答し⏾おり（図１）、␁ちらか␀いう␀古典␃拒否感を持つ生

徒が多いよう⏿ある。 

次␃、「好き」「␁ちらか␀いう␀好き」␀回答した生徒␃、その理由

を複数選択⏿聞いた␀ころ、最も多いものが「古典の話の内容がお

もしろい」⏿、「昔の人々の生活や考え方を知るのがおもしろい」「昔

␀今の繋がりを知るのがおもしろい」␀続いた（図２）。 

 一方、「好き⏿␂い」「␁ちらか␀いう␀好き⏿␂い」␀回答した生

徒␃も、その理由を複数選択⏿聞いた␀ころ、「現代語訳をするの

が面倒・難しい」が最も多く、「古典の話の内容が難しい」がそれ␃

続いた（図３）。  

 「␁ちら␀もいえ␂い」␀回答した生徒（21 名・１６．２％）␃は、自

由記述⏿「␁のよう␂要素・手助けがあれば、古典の学習が好き␃

␂れそう⏿すか」␀聞いた␀ころ、18 名の回答があり、最も多かった

のが「現代語⏿書かれ⏾いたら」のよう␂現代語訳␃関する記述␀

「話の面白さ」␂␁教材の内容␃関する記述⏿あった（␁ちらも５

件）。それ␃続くのが「アニメ」や「イラスト・絵」␂␁の視覚からの情

報を求めるもの⏿あった（3件）。 

 以上のこ␀から、今回授業対象の生徒たち␃␀っ⏾、古典が独特の

言葉や文法⏿書かれ⏾おり、不自由␂く使える言語の形⏿は␂いこ␀が、古典作品␃親しみ、そこ␃表れ⏾いる

ものの見方や考え方を知るこ␀の妨げ␃␂っ⏾いる␀思われる。したがっ⏾、今回の単元⏿は、教科書␃載っ⏾い

るよう␂現代語訳以外␃もさまざま␂ものがあるこ␀を提示するこ␀⏿、古典␃親しむ態度を養いたい。 

また、思考力、判断力、表現力 B（１）エ【読み手の立場␃立っ⏾、表現の効果␂␁を確かめ⏾、文章を整えるこ

␀。】及び C（１）エ【観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効

果について考えること】並びに C（１）オ【文章を読ん⏿理解したこ␀や考えたこ␀を知識や経験␀結び付

け、自分の考えを広げたり深めたりするこ␀。】␃つい⏾は、今年度、一学期の学習のパフォーマンス課題␀し⏾、

エッセイまたは作文を作成し、コンクール␃応募する␀いう課題を課した。その課題␃取り組む␃あたり、過去の



コンクールの受賞作品を読み、出だし・まとめの工夫、構成の仕方、言葉の選び方や表現の仕方など、

その作品のいいところを分析し、自分の作品に活かすという活動を行なった。そののち、自分の作品

のテーマ決定のために、授業で学んだり、身近なところで感じたり体験したりした世界の課題につい

て振り返ってテーマを選択し、そのテーマに対し、自分たちはどんなことができるかを考える活動を

行なった。これらの活動の中で、生徒たちは言葉の選択や表記の仕方などの表現の効果についてはよ

く理解し、指摘できていた。しかし、構成については、導入の工夫についての言及は比較的多くの生

徒ができていたものの、展開・まとめの工夫についての言及はほとんど見られず、言及が見られたも

のもその多くが時系列関係の指摘にとどまっていた。したがって、効果的な構成の工夫に気づき、自

分の文章に生かしていくことが今後の課題の一つとして考えられる。また、自分の考えを知識と結び

つける際に、知識を根拠として自分の考えを述べることはできているが、その考えを具体的な場面に

落とし込むには至っていない生徒が見受けられた。したがって、他者の考えの道筋などを知り、自分

の考えと比較することなどを通して、自分の考えを広げたり深めたりすることも課題の一つとして挙

げられる。 

これらの生徒たちの課題に対し、古典やその古典が書かれた背景を理解する過程で、教科書以外の

文献にもふれ、その構成の仕方や論理の展開の仕方についても意識して読ませるようにしたい。加え

て、後述する「書評を書く」というパフォーマンス課題に取り組む前に、実際の書評をいくつか読ま

せ、どのような構成の工夫が、人をひきつけたり、考えを伝えやすくしたりするのかを考えさせた

い。その上で、自分が実際に書く活動を行う中で、自分の考えをよりわかりやすく、実感を持って伝

えるにはどうしたらいいかを読み手の立場に立って考えさせたい。その際、構成に加え「具体的」な

場面を想定することで自分自身の考えも深まり、相手への説得力も増すということに気づかせたい。 

 

（４）指導観 

今回授業対象の生徒たち␃␀っ⏾、古典作品が古典独特の言葉␀文法⏿書かれ⏾いるこ␀が、作品␃親しみ、

そこ␃表れ⏾いるものの見方や考え方を知るこ␀の妨げ␃␂っ⏾いる␀思われるのは先述の通り⏿ある。しかし␂

がら、現行の教科書␃は、ほぼ例外␂く現代語訳または語注がつい⏾いる。それがあっ⏾␂お、生徒からこのよう

␂声が上がるのは␂ぜ␂のか。それは、教科書␃載っ⏾いるよう␂現代語訳␃は、生徒たち␃␀っ⏾馴染みの薄

い表現が用いられ⏾おり、その結果、古典作品⏿描かれる話は「自分␀は異␂る世界の話」␃␂っ⏾しまい、その

世界観を具体的␃イメージ⏿き␂いから⏿は␂いか。 

しかし、裏を返せば、これは先述のアンケートもふまえて考えると、馴染みのある表現で現代語訳がなさ

れれば、古典の話の内容や、そこ␃表れ⏾いるものの見方や考え方␃よっ⏾、生徒が古典␃魅力を感じるよう␃

␂る可能性は大きいの⏿は␂いか␀推察される。現␃、一学期␃「平家物語」を学習した際␃、一人の生徒が振

り返り␃「古典文学␀今の作品を完全␃分離し⏾考えすぎ⏾いたかもしれ␂い。古文も現代文␀同じよう␃小説

␀し⏾も楽しめるし、今␀違った考え方もあるから新た␂視点の勉強␃も␂る。あ␀、いい話が多いし今ま⏿␀は違

った表現が多いから読ん⏿い⏾新鮮。敬遠し⏾い␂い⏿もっ␀早く触れればよかった。古典文法␀かを覚えさえす

れば現代文より楽しめる、一つの文学のジャンル␀し⏾成立し⏾いる␀思った。」（原文ママ）␀記述し⏾いる。だが

一方⏿、馴染みのある表現␃すれば、伝わり␃くく␂るこ␀や失われるものもあるかもしれ␂い。 

そこ⏿、本単元の指導␃当たり、「論語」及び「枕草子」を読む際␃、教科書以外の資料も提示し␂がら、時代

背景や作者及び登場人物の人物像をしっかり把握させ、␂ぜその作品が生まれたのか、␁のよう␂意図⏿書か

れたのか␀いうこ␀を生徒たち␃考えさせたい。 



その上で、本単元のパフォーマンス課題として、書評家になり切って書評を書くという言語活動を行

う。具体的には、授業者が提示した「枕草子」の三種類の現代語訳を読み比べ、それぞれの現代語訳が

原文の意図や雰囲気をどの程度反映しているのか、意図や雰囲気を十分に伝えきれていない点があると

すれば、それはどのような点なのか、といったことについて考察し、読み比べた物の中から一冊を選び、

書評を書くという活動を行わせる。以下はパフォーマンス課題の状況を設定した GRASPS（Goal、Role、

Audience、Situation、Product、Standardの頭文字をとったもの）である。 

 

Goal（目的） 枕草子を読んでみたいと思わせるような書評を書く。 

Role（役割） 書評家 

Audience（相手） 書評雑誌の読者 

Situation（状況） 出版社に「今古典がおもしろい！」というテーマで、人々が古典に親しめ

る本を紹介する原稿の執筆を依頼された。 

Product（作品） 書評（A4サイズ 見開き 1ページ） 

Standard（評価の観点） ・紹介する本に使われている言葉や文体、表現等について、適切な指摘が

できているか。 

・自分の考えを論理的に説明するのに適した構成になっているか。 

・読み手を意識した作品になっているか。 

・適切な言葉を使用し、正しい文法で書けているか。 

 

この活動を通じて、生徒たちには、訳はあくまで訳であるため、原文の意図を伝えきれなかったり、場

合によっては誤った印象を与えたりすることがあるかもしれないことを理解させた上で、それでも訳が

あることで文学作品は長く広く読み継がれる可能性があることを認識させたい。そして、自分の言語文

化にも、異なる言語文化にも、親しみ、尊重する態度を育てたい。また、作品は読み手を意識して作ら

れていることを理解させ、今後の自分の創作活動につながる表現力を育てたい。 

本時では、先述のパフォーマンス課題に向けて授業者が提示した三種類の現代語訳について、個人で

現代語訳の考察を行う活動と、個人の考察を共有し深める活動とを行う。これらの活動を通して、訳者

が選んだ言葉や表現に注目し、訳者の意図をこれまでの経験や学習とつなげて考えようとする力と、仲

間との対話を通して自分の考えを整理しようとする力を育みたい。そしてさらに、生徒が古典を「自分

とは異なる世界の話」ではなく、「自分たちにつながる話」としてとらえ、「古典を学ぶ意義」を見出

すことにつなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的␃学習␃取り組む態度 

・作品の特徴を生かし⏾朗読する

␂␁し⏾、古典の世界␃親しん⏿

いる。（３）ア 

・現代語訳や語注␂␁を手掛かり

␃作品を読むこ␀を通し⏾、古典␃

表れたものの見方や考え方␃⏼い

⏾知⏻⏾いる。（３）イ 

・「書くこ␀」␃おい⏾、読み手の立

場␃立⏻⏾、表現の効果␂␁を確

かめ⏾、文章を整え⏾いる。B（１）

エ 

・「読むこ␀」␃おい⏾、観点を明確

␃し⏾文章を比較する␂␁し、文章

の構成や論理の展開、表現の効

果␃⏼い⏾考え⏾いる。C（１）エ 

・「読むこ␀」␃おい⏾、文章を読ん

⏿理解したこ␀や考えたこ␀を知

識や経験␀結び付け、自分の考え

を広げたり深めたりし⏾いる。C

（１）オ 

・古典␃表れたものの見方や考え

方を積極的␃知ろう␀し、学習の

見通しをも⏻⏾現代語の言語感覚

␀⏼␂ぎ合わせ、我が国の言語文

化への理解を深めよう␀し⏾いる。 

 

5．単元の指導計画（全２５時間） 

時間 学習内容 主␂評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１・２ ・単元全体の確認をする。 

・シェル・シルヴァスタイン

作 「大きな木」（絵本）の

本田錦一郎訳と村上春樹訳を

読み比べ、共通点・相違点等

を見出す。 

同じ原文をもとにして

も、訳者によって異な

る訳がなされ、それに

より読み手が受ける印

象が異なることに気づ

いている。 

 ● 

 

● ワークシート 

OPPシート※ 

３ 漢文の訓読の方法␃⏼い⏾理

解する。 

訓点␃基⏽き、訓読文を

書き下し文␃⏿き⏾いる。 

●  ● ワークシート 

OPPシート 

４〜６ 「二千五百年前からのメッセー

ジ ―孔子の言葉―」より「学

而」「顔淵」「為政」の内容を、

教科書掲載の和訳を参照し␂

がら、理解する。 

読ん⏿理解したこ␀や考

えたこ␀を、自分の知識

や経験␀結び⏼け⏾い

る。 

 ● 

 

● ワークシート 

OPPシート 

７ 「子在川上曰」(子罕第九)に

ついて、漢和辞典を用いて和

訳する。 

漢和辞典等⏿調べたこ␀

␃基⏽い⏾、自分␂りの

和訳が⏿き⏾いる。 

●  ● ワークシート 

OPPシート 

８・９ 孔子やその弟子及び論語␃⏼

い⏾の知識や孔子の生きた時

代、古注・新注が生まれた時代

等␃⏼い⏾の理解を深める。 

今後の学習␃繋げられる

よう␃、作品の周辺人物

の人物像や時代背景␃

⏼い⏾理解し⏾いる。 

 ● ● ワークシート

OPPシート 



１０・１１ 

 

「子在川上曰」(子罕第九)の

古注と新注とを比較し、解釈

の妥当性について考える。 

資料を読ん⏿理解したこ

␀に基⏽い⏾、自分の考

えを持⏾⏾いる。 

 ● ● ワークシート

OPPシート 

１２ 歴史的仮名遣いの復習を行い、

「枕草子」（「春はあけぼの」）を

音読する。 

歴史的仮名遣いを現代

仮名遣いに直し、音読す

るこ␀が⏿き⏾いる。 

●  ● ワークシート 

OPPシート 

１３・１４ 「枕草子」（「春はあけぼの」）

に⏼い⏾、現代語訳をも␀に理

解し、「古今和歌集」から授業

者が作成した資料␀比較しなが

ら、作者のものの見方や考え方

を␀らえる。 

文章を読ん⏿理解したこ

␀␀資料から得た知識を

も␀に、自分の考えを表

現し⏾いる。 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 

１５ 「枕草子」（「う⏼くしきもの」）

に⏼い⏾、音読ののち、語注をも

␀に内容を理解する。 

語注に基⏽き、本文の内

容を理解し⏾いる。 

●  ● ワークシート 

OPPシート 

１６ 「枕草子」（「雪のい␀高う降り

たるを」）に⏼い⏾、音読ののち、

示された語注もも␀に内容を理

解する。 

語注に基⏽き、本文の内

容を理解し⏾いる。 

●  ● ワークシート 

OPPシート 

１７・１８ 清少納言や「枕草子」が書かれ

た時代や書かれた意図に⏼い

⏾、資料を読み、理解する。 

作品の周辺人物の人物

像や時代背景に⏼い⏾

理解し⏾いる。 

●  ● ワークシート 

OPPシート 

１９ パフォーマンス課題の確認をし

たのち、既習の「う⏼くしきもの」

に⏼い⏾、三種類の現代語訳

（原文により忠実なもの・超訳的

なもの・コミカライズされたもの）

を読み、それぞれの印象を掴む。 

パフォーマンス課題を意

識しながら、それぞれの

現代語訳の全体的なイメ

ージを⏼かん⏿いる。 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 

２０ 

【本時】 

・既習の「春はあけぼの」␀「雪

のい␀高う降りたるを」のいずれ

かの章段に⏼い⏾の異なる三⏼

の現代語訳を精読し、その特徴

や表現の効果等に⏼い⏾考察

する。 

既習事項を関連⏽け⏾、

担当の章段の現代語訳

の特徴及び表現の効果

に⏼い⏾考察し、自分の

考えを表現し⏾いる。 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 

２１・２２ 前時の考察に⏼い⏾全体⏿共

有し、「古典」が読み継がれる

ために必要なことを考える。 

三種類の現代語訳に⏼

い⏾、前時に示した観点

から、自分の考えを深め

⏾いる。 

 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 



２３ パフォーマンス課題␃取り組む

␃あたり、実際の書評を読み、表

現や構成の工夫␃つい⏾考え

る。 

読み手を意識した表現

や構成␃つい⏾考察し、

自分の考えを深め⏾い

る。 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 

２４〜２５ パフォーマンス課題（書評）␃取

り組み、完成させる。 

読み手の立場␃立っ⏾、

表現の効果␂␁を確か

め⏾、文章・紙面を整え⏾

いる。 

◯ ◯ ◯ ワークシート 

OPPシート 

書評【パフォー

マンス課題】 

●・・・形成的評価（指導␃活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録␃残す評価） 

※OPP シート…一枚ポートフォリオ評価⏿もちいる。このシート␃学習者が学習前・中・後の履歴を記録するこ␀

⏿、学習や授業␃関わる認知過程の実態を可視化され、形成的評価を図るこ␀が⏿きる。 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

 ・時代背景や作品の周辺人物の人物像␂␁の既習事項も踏まえ⏾、種類の異␂る現代語訳␃つい⏾、それぞ

れの特徴、表現の効果、表現しきれ␂い部分等␃つい⏾粘り強く考察し、自分の考えを持つこ␀が⏿きる。 

 

(2)本時の評価規準 

 ・訳者が選択した言葉や表現␂␁␃注目し、原文の意図や雰囲気をどの程度反映しているのか、表現しき

れない点があるとすれば、それはどのような点か、といったことについて、自分の考えを表現してい

る。（思考・判断・表現） 

・自分の考察␀相手の考察を比較し␂がら、自分の考えを広げたり、深めたりし⏾いる。（思考・判断・表現） 

・学習の見通しをもっ⏾、古典を現代語の言語感覚␀つ␂ぎ合わせ、我が国の言語文化への理解を深めよう␀

し⏾いる。（主体的␃学習␃取り組む態度） 

 

（3）本時の学習␀グローバル市民コモン・ルーブリック␀の関連 

①項目  主体的␂人 

②内容  これま⏿の経験や学んだこ␀、試みの視点␂␁から目標を持ち、その達成␃向け⏾自主的␃粘り強

く取り組むこ␀が⏿きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入 

１
０
分 

   

・本時のめあ⏾及び学習内容を確

認する。 

・課題を確認し、班内⏿、考察する章

段を分担する。 

・本時の学習の目的を図示し␂がら説明

する。 

・教室座席の縦列⏿、考察する章段を指

定する。 

 

展
開       

３
５
分         

    

 

・既習の「春はあけぼの」「雪のい␀

高う降りたるを」のいずれか␃⏼い

⏾、現代語訳を三種類読み比べ、読

み手␃与える印象が変わる␀感じた

言葉や表現␃印を⏼ける。（授業者

からの例示・3分、個人・4分）。 

 

・同じ章段を担当した者同士⏿、線

を引いた部分を共有する。（ペア・2

分） 

 

・「枕草子のたくらみ」をも␀␃解釈

した、清少納言が枕草子を書くこ␀

への思い␃⏼い⏾確認し、清少納言

が␁のよう␂作品␃したか⏻たのか

を確認する。（全体・5分） 

 

・“清少納言は枕草子を␁ん␂作品

␃したか⏻たのか”␀いう視点から、

それぞれの現代語訳は清少納言の

意図の何を表現⏿き⏾いるのか、あ

るいは不十分␂のかを考える（授業

者からの例示・3分、個人・8分） 

 

・４人班⏿、担当の章段から見え⏾き

たこ␀を共有し、グループ⏿一枚、ロ

イロ・ノートのシート␃ま␀め、提出す

る（グループ・10分）。 

・授業者から各章段一⏼ず⏼、例を示し⏾

から活動␃入らせる。 

 

 

 

 

 

・自分⏿は気⏽か␂か⏻た部分があれば、

加え⏾線を引かせる。 

 

 

・前々時の活動⏿生徒から出た「枕草子

␃込めた清少納言の思いを表現するため

␃、訳をする␀き␃大切␃したいこ␀」を

P.P.⏿映し␂がら、確認する。 

 

 

・授業者から「雪のい␀高う降りたるを」を

用いた例を示し⏾から活動␃入らせる。 

・訳者が選択した言葉

や表現␂␁␃注目し、

␁のよう␂点が原文の

意図や雰囲気を反映

し⏾いるのか、表現しき

れ⏾い␂い部分がある

␀すれば、それは␁のよ

う␂点か、␀い⏻たこ␀

␃⏼い⏾、自分の考え

を表現し⏾いる。（思

考・判断・表現）ワーク

シート 

・自分の考察␀相手の

考察を比較し␂がら、

自分の考えを広げた

り、深めたりし⏾いる。

（思考・判断・表現）ワ

ークシート・観察 

・学習の見通しをも⏻

⏾、古典を現代語の言

語感覚␀⏼␂ぎ合わ

せ、我が国の言語文化

への理解を深めよう␀

し⏾いる。（態度）ワー

クシート・観察 



ま
と
め    

５
分 

       

        

  

・次回、それぞれの現代語訳␃⏼い

⏾班⏿共有したこ␀を全体⏿共有し

た後、古典が読み継がれるため␃必

要␂こ␀を考えるこ␀を伝える。 

・本時の学習の振り返りを OPPシ

ート␃記入する。 

・次時の学習␃見通しを持⏼よう、促す。 

・本時の学習⏿一番大切だ␀考えたこ␀

を記入するよう、促す。 

 

 

（５）準備物 

  教科書、国語便覧、ワークシート、OPPシート、Chromebook 

 

7．成果␀課題 

 （１）本時␃⏼い⏾ 

  ＊本時␃⏼い⏾の生徒の OPPシートより（原文ママ。下線部のみ授業者） 

    ・␁の訳␃も共通し⏾いるこ␀は、定子を尊敬し⏾いるこ␀や、雅び⏿明るい雰囲気だ␀思う。ただ、それが尊

敬の仕方␃も違いがあ⏻⏾、新訂は「め⏻ちゃ尊敬！」⏿、␂りきり␀マンガは「仕えれ⏾嬉しい！仲良い！」み

たい␂感じか␂␀思⏻た。また、新訂の方が明るいけれ␁、落ち着い⏾いる感じがする␂␀思⏻た。  

・文章⏿は清少納言␀定子␀いう師弟関係⏿あるため、敬語⏿あるこ␀は共通し⏾いたが、敬語の重みや

表現の仕方が違うだけ⏿、清少納言の定子への思いや尊敬の重みが読み手の感じ方␃大きく影響する␀

わかりました。 

    ・今回原文から翻訳者の部分␃着目し⏾きたわけ⏿すが、各社⏿印象が全然違いました。例えば、新訂は原

文␃近い言葉␂ものが多く、か␂りフォーマル⏿定子への尊敬の念をよく感じれるが、␂りきり訳は少しカジ

ュアルすぎるの⏿、その部分␃欠け⏾いる。しかし␂がら、新訂␃は少␂い定子のため␃書いた感がある。３

⏼それぞれ␃上手␂表現があれば少し⏿き⏾い␂い表現があり、面白か⏻た。 

     

《成果》 

・生徒の記述を見る␀、前時ま⏿␃「枕草子のたくらみ」等⏿学んだ、枕草子執筆当時の定子の状況や清少納言

␀定子の関係␂␁を踏まえ⏾、各現代語訳の特徴を␀らえ、自分の言葉⏿その共通点や相違点␃⏼い⏾、指摘

⏿き⏾いるものが多か⏻た。この点⏿は、「観点を明確␃し⏾文章を比較する␂␁し、文章の構成や論理の展開、

表現の効果␃⏼い⏾考えるこ␀が⏿きる」␀いう本単元の目標をある程度達成⏿きた␀考えられる。 

《課題》 

・ワークシート及びOPPシート␃、現代語訳の言葉␀言葉、あるいは原文の古語␀現代語訳の言葉を対応させた

記述をし⏾いる生徒が少␂か⏻た。ここから「訳者の言葉や表現の選択が、原文の意図や雰囲気を␁こま⏿反映

⏿き⏾いるのかを検討する」、「古典を現代語の言語感覚␀⏼␂ぎ合わせる」␀い⏻た点⏿は、感覚的␂理解␃␀

␁まり、実証的␃相手␃説明⏿きる␀いう段階の理解␃ま⏿至⏻⏾い␂いこ␀が推察される。現代語訳の比較・

検討を行い、原文␃立ち戻り、再び現代語訳を検討し直す…␀いう思考のサイクルま⏿␃持ち込め␂か⏻たのは、

課題⏿ある。 

・全体⏿交流する中⏿、同じものを見␂がら他の人が␁のよう␃考えたのか␃触れるこ␀⏿気⏽きがもたらされ、

そこから「主体性」が生まれるため、そうい⏻た意味⏿、時間的制約はあるが、この授業␃おい⏾最後の全体共有

の活動␃ま⏿至れ␂か⏻たのは、大き␂課題⏿ある。授業構成の面⏿の工夫をさら␃考え⏾いきたい。 

 



（２）単元全体及びグローバル市民␀し⏾の資質の育成␃⏼い⏾ 

 ＊単元全体␃⏼い⏾の生徒の OPPシートより（原文ママ。下線部のみ授業者） 

・昔の言葉を翻訳する際␃は、正解␀いうものはわから␂いけれ␁その時代の歴史や周りの人の言葉から意

味を考えるこ␀が出来る␀思いました。翻訳をする際␃は、伝えたいこ␀をメイン␀し⏾その時の時代背景や登

場人物の立場、話し方␂␁を気を⏼ける必要がある␀思います。また、翻訳したものを読む人の年齢␃合わせ

た書き方をするこ␀も重要だ␀思います。 

  ・訳する人␃よ⏻⏾、何を重要視するかが違うため、当たり前⏿すが、人の考え方が違うこ␀␃よ⏻⏾訳␃も違い

が生まれるこ␀は重要␂こ␀だ␀思いました。また、著者の考えから本がうまれ、その本をさら␃別の人の意見

も交え␂がら翻訳するため、翻訳された本が必ずしも著者の考えそのまま⏿は␂いこ␀␃気付きました。著者

の意図を感じ取るため␃は、同じ文章⏿も一⏼の翻訳だけ⏿は␂く、いく⏼かの翻訳を読ん⏿、自分␂り␃内

容を理解するこ␀が大切␂のか␂␀思います。 

 ・訳すこ␀は、「他の言語を自分の使う言語␃直すこ␀」だ␀考え⏾いたけ␁、もちろんそれもそうだけ␁、今は「訳

し方は人␃よ⏻⏾違い、それ␃よ⏻⏾読み手が受ける印象も全然違うもの」␀いうイメージ␃変わりました。だか

ら、目的␃合わせ⏾訳を変えるこ␀⏿、作者からのメッセージを␁ん␂時代・環境の人␃も伝えるこ␀が出来る

のだ␀思⏻た。翻訳は他の言語を訳す␀いうだけの手段⏿は␂く、メッセージを少し⏿も多くの人のため␃伝え

る手段だ␀思いました。 

 

  《成果》  

・翻訳作品も、誰␃␁のよう␂こ␀を伝えたいのか␀いう訳者の意図␃よ⏻⏾表現の仕方が異␂るため、翻訳作

品は原作者の意図をそのまま表し⏾いる␀は限ら␂い␀いうこ␀␃、一定数の生徒たちが気⏽くこ␀が⏿きた。ま

た、この点から、作品を本当␃自分⏿理解しよう␀思う␀、その作品が書かれた背景を様々␂視点から理解したう

え⏿読む必要がある␀考えるこ␀が⏿きた。その一方⏿、目的␃応じた訳があるからこそ、文学作品␃込められた

メッセージは長く広く読み継がれ⏾いるこ␀␃目を向けられた。 

《課題》 

・与えられた、明確␂正解の␂い課題␃対し⏾主体的␃取り組む␀いう点⏿は、主体的␃取り組み、これま⏿の学

習経験も踏まえた発言・記述をするこ␀が⏿き⏾いた。しかし、自ら課題を見⏼ける␀いう段階␃は至⏻⏾い␂い。

さら␃は、先述の通り、現代語訳␀原文␀の対応␀いう視点␃ま⏿立たせるこ␀は⏿き␂か⏻た。ただ、中学校 2

年生の段階⏿、古典単元␃おい⏾、生徒自ら課題を見⏼けたり、原文⏿用いられる古語のニュアンスを感じ取⏻

たり␀いうのは、まだ難しい面もある␀思われるの⏿、現段階⏿は、課題␃対する多角的␂ものの見方やアプロー

チの仕方を提示し␂がら、今後も、生徒たちの言語感覚を豊か␃するよう␂実践を積み重ね⏾いきたい。 
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社会科学習指導案  

金融リテラシーを育む経済学習 

～ファイナンシャル・ウェルビーイングをめざして～ 

授業者 附属池田中学校 田中誠也 

1．対象 附属池田中学校第３学年 A 組（３７名） 

 

2．単元目標 

・知識及び技能に関して  

身近な消費生活を中心に経済活動の意義，市場経済の基本的な考え方，現代の生産や金融などのしくみや

働き，勤労の権利と義務，労働組合の意義および労働基準法の精神について理解する。 

社会資本の整備，公害の防止など環境の保全，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化，消費者の

保護について，それらの意義を理解できる。また，財政および租税の意義，国民の納税の義務について理解する。 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

個人や企業の経済活動における役割と責任，社会生活における職業の意義と役割および雇用と労働条件の

改善について多面的・多角的に考察し，表現する。 

市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共団体が果たす役割について多面的・多角的

に考察，構想し，表現する。また，財政および租税の役割について多面的・多角的に考察、構想し，表現する。 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

 市場の働きと経済について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度を

養う。 

国民の生活と政府の役割について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする

態度を養う。 

 

3. 指導に当たって 

（１）単元を通して育む「グローバル市民」と学習との関連 

 ①グローバル市民の選択項目「探究力のある人」 

「自らの問題として、身近なコミュニティから課題を見出し、その解決に向けて取り組み、振り返りながら追究する

ことができる。」 

②単元との関連 

 経済分野の学習では、経済学の基本的な見方・考え方を学習する。経済学の基本的な見方・考え方は抽象的

な面もあるので、具体的な社会事象を用いて理解することが肝要である。生徒にとって身近なコミュニティには、

さまざまな経済社会の課題が見られる。それらの課題を多面的・多角的に考察することが、「探究力のある人」を

育成することにつながると考える。 

③目標達成するためにつけるべき力 

ⅰ)問題把握力（社会的事象に内在している問題を発見し、それに対して問いを設ける） 

ⅱ)問題追究力（問題の解決策としての対立と合意、効率と公正、分業と交換、希少性などの経済的概念を用い

て思考・判断できる） 

ⅲ）問題解決力（問題としての問いと解決策に用いた経済的概念を踏まえ、実際に問題を解決していくプロセス

をとる） 

 



（２）教材観 

①学校における金融教育の年齢層別目標 

 金融広報中央委員会が発行している『金融教育プログラムー社会の中で生きる力を育む授業とはー』によると、

金融教育について、以下のように定義されている。 

 

 金融教育で取り扱う内容の多くのものが公民的分野の経済学習において、有効である。お金や金融に関する

知識を学習して、よりよい社会づくりについて考えることが重要であると考える。金融教育で取り扱う内容を全て

本単元で扱うわけでないが、本単元で扱うことができ

るものを取り入れて、単元を計画した。 

そこで、金融広報中央委員会が作成した「学校におけ

る金融教育の年齢層別目標」（以下、「年齢層別目

標））をもとに、学習する内容を単元計画に取り入れる

ことにした。「年齢層別目標」は、小学校、中学校、高等

学校で身につけるべき金融リテラシーについて、４つの

分野と重要概念について整理されている。右図は、「年

齢層別目標」に示されている図である。達成する目標

には、学習指導要領に照らし合わせて、達成する目標を

学習する教科も示されている。「年齢層別目標」を活用

することで、経済学習の充実と金融リテラシーの確実な

育成を図ることができるのではないかと考えた。単元計

画の学習内容には、「年齢層別目標」に示されているも

のを示している。「年齢層別目標」において、教科名が示されていない部分については、本単元で取り扱うことが

できるものは、単元計画に盛り込むこととした。 

②社会科教育と金融教育の関係 

 本単元は学習指導要領、内容項目B私たちと経済（１）市場の働きと経済、（２）国民の生活と政府の役割を取

り扱っている。小学校では、第３学年「地域の生産・販売」、第５学年「我が国の農業や水産業」「我が国の工業

生産」「情報産業と情報化した社会」において、経済的な概念について学習している。その内容を受けて、本単元

の実践となる。本単元は、本格的な経済的な概念を身につける機会となっている。 

 現代社会の見方・考え方として、①対立と合意、②効率と公正、③分業と交換、④希少性の４つが、学習指導要

領では提示されている。『金融教育プログラム』には、重要な概念として、⑤選択、⑥機会費用、⑦トレード・オフ、

⑧長期的視点、⑨情報の非対称性、⑩市場、⑪公正で持続可能な社会、が提示されている。本単元において、①

〜⑪の概念を経済社会の見方・考え方として定義し、指導の中に活用していく。経済社会の見方・考え方の確実

な理解を促す指導計画を考える必要がある。 

 

 

 

 

金融教育は、お金や金融の様々な働きを理解し、それを通じて自分の暮らしや社会の在り方について深く考

え、自分の生き方や価値観を磨きながら、より豊かな生活やよりよい社会づくりに向けて、主体的に判断し行

動できる態度を養う教育である。 



（３）児童・生徒観 

①１５歳のお金とくらしに関する知識・行動調査 

 金融広報中央委員会が「１５歳のお金とくらしに関する知識・行動調査」を実施している。調査の趣旨として、義

務教育終了段階の子どもの年齢層別目標における金融リテラシーの状況を把握するために実施されているアン

ケート調査である。設問の特徴として、金融リテラシーにかかる知識と望ましい行動に関する設問と、お金とくらし

に関する行動・考え方等を問う設問で構成されている。本来は、高校１年生を対象とした調査であるが、義務教

育終了段階の子どもの金融リテラシーの状況を測ることができるため、経済学習をはじめる前の生徒たちの学

習状況を把握するツールとして活用した。設問の中で「中学校」と表記されているものは、「小学校」と読み替え

ている。今回は、第 3 学年を対象に実施した。 

②調査結果と考察 

 本校生徒にアンケート調査をした結果を概観する。全国平均の数値と比べることで、生徒たちの現在の金融リ

テラシーを測ることができると考えた。金融リテラシースコアについて、次のようになった。 

 
「金融リテラシースコア」 

 

 全体として、全国平均と比べると、3.6ポイント低い。全国平均と比べて、ポイントが高い分野は、「金融取引の基

礎」（２ポイント）、「外部の知見活用」（0.9ポイント）となっている。全国平均と比べて、ポイントが低い分野は「家

計管理」（9.2 ポイント）、「生活設計」（0.1 ポイント）、「金融・経済の基礎」（4 ポイント）、「保険」（8.4 ポイン

ト）、「ローンクレジット」（7.9 ポイント）、「資産形成」（9 ポイント）となっている。学習を通して、金融リテラシーを

高めていきたい。 

 

全体 家計管理 生活設計 金融取引の基本 金融・経済の基礎 保険 ローンクレジット 資産形成 外部の知見活用

対象者% 56.7 56.4 35.6 64.0 64.8 72.7 34.3 37.9 59.6
全国平均% 60.3 65.6 35.7 62.0 68.8 81.1 42.2 46.9 58.7



 
 小学校でのお金のことについて学んだ経験としては、34.3％となっている。学習した内容としては、「家の収入

や支出の管理」「環境問題・脱炭素社会・SDGｓについて」の数値が大きい。小学校では、身近なお金について

学習していることがわかった。意識的にお金のことについて学んでいるというより、無意識のうちに学校教育の中

でお金に関する学習をしてきたと言える。 

 中学３年生となり、授業でお金のことを教えてほしい

割合は、69％となっていて、関心が高い。内容につい

て聞くと、バランスよく金融の知識を学びたいと考え

ていることがわかる。 

  

 

69%

9%

22%

学校の授業でお金のことについておしえてほしいですか

そう思う そう思わない どちらとも言えない



（４）指導観 

①金融リテラシーの育成 

 金融リテラシーを育成するために、幅広い経済の知識を習得することが必要になるだろう。単元計画に「年齢層

別目標」を取り入れることで、金融リテラシーについて幅広く学習できるようにする。ニュースで見られるような経

済的な現象は、さまざまな要因が関わっているが、経済学習を始めた生徒にとって、具体的な場面を想定しなが

ら、経済的な概念を身につけることが必要であろう。教科書には、経済の図解が多く掲載されている。それらを活

用しながら、経済的な概念を身につけられるようにしていく。 

②問題解決的な学習 

 学習過程として、問題解決的な学習を意識して行うことが大切だと考える。経済的な問題を取り扱うことで、実

際の場面をイメージしながら、学習を行うことができる。教科書学習では、経済的な概念がシンプルに学習でき、

実際起きている経済的な問題では、経済的な概念が複雑に重なり合っていることを学習できる。問題解決的な

学習過程によって、問題解決能力を育成することができ、これはグローバル社会で活躍できる人を育てることに

つながるだろう。実際の授業においても、教科書を使用した学習と、実際の経済問題を扱った学習を活動として

取り入れていく。 

 

4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・身近な消費生活を中心に経済活

動の意義について理解している。 

・市場経済の基本的な考え方につ

いて理解している。その際、市場に

おける価格の決まり方や資源の配

分について理解している。 

・現代の生産や金融などの仕組み

や働きを理解している。 

・勤労の権利と義務、労働組合の

意義及び労働基準法の精神につ

いて理解している。 

・社会資本の整備、公害の防止な

ど環境の保全、少子高齢社会にお

ける社会保障の充実・安定化、消

費者の保護について、それらの意

義を理解している。 

・財政及び租税の意義、国民の納

税の義務について理解している。 

・対立と合意、効率と公正、分業と

交換、希少性などに着目して、個人

や企業の経済活動における役割と

責任について多面的・多角的に考

察し、表現している。 

・対立と合意、効率と公正、分業と

交換、希少性などに着目して、社会

生活における職業の意義と役割及

び雇用と労働条件について多面

的・多角的に考察し、表現している。 

・対立と合意、効率と公正、分業と

交換、希少性などに着目して、市場

の働きに委ねることが難しい諸問題

に関して、国や地方公共団体が果

たす役割について多面的・多角的

に考察、構想し、表現している。 

・対立と合意、効率と公正、分業と

交換、希少性などに着目して、財政

及び租税の役割について多面的・

多角的に考察し、表現している。 

・市場の働きと経済について、現

代社会に見られる課題の解決を

視野に主体的に社会に関わろう

としている。 

・国民生活と政府の役割につい

て、現代社会に見られる課題の

解決を視野に主体的に社会に関

わろうとしている。 

・新聞などのメディアやインターネ

ットなどの情報手段から経済社

会に関する情報を得る習慣を身

につける。 

・経済社会の課題について幅広く

関心をもつ。 

・少子高齢化やグローバル化、情

報化に伴う経済にかかわる問題

について関心をもつ。 

 

 

 



5．単元の指導計画（全２７時間） 

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

第１次 私たちの生活と経済 

１ 単元の見通しを設定する。 

新聞などのメディアやインターネット

などの情報手段から経済社会に関

する情報を得る習慣を身につける。 

単元の見通しをもち、学

習の方向性を定めてい

る。 

● ● ● 振り返りシー

ト 

２ 

 

「経済活動とお金の役割」 

財やサービスの有限性、希少性を理

解し、よりよい選択をしようとする。お

金の役割を理解する。 

財やサービスの有限

性、希少性を理解し、よ

りよい選択をしようとす

る。お金の役割を理解

している。 

●   ワークシート 

３ 「お金の使い方と経済の考え方」 

効率・公正などの概念を用いてより

よい意思決定ができる。 

効率・公正などの概念

を用いてよりよい意思

決定をしている。 

 

 

●  

 

ワークシート 

４ 「価格の働きと経済」 

市場経済において価格が希少性の

ある資源を効率よく配分する働きを

もつことを理解する。 

市場経済において価格

が希少性のある資源を

効率よく配分する働き

をもつことを理解してい

る 

●   ワークシート 

第２次 消費者と経済 

５ 「家計の収入と支出」 

家計の収入・支出について理解す

る。さまざまな決済の仕組みと方法

について理解する。各種カード、スマ

ートフォンなどを用いた様々な支払い

方法のしくみを理解する。個々人の

消費や支出の行動が現在および将

来の社会に与える影響について考

え、その影響を踏まえて行動する態

度を身につける。 

個々人の消費や支出の

行動が現在および将来

の社会に与える影響に

ついて考え、その影響を

踏まえて行動する態度

を身につけている。 

●  ● ワークシート 

６ 「消費生活と流通の関わり」 

環境や社会に配慮した消費生活が

できる。 

消費生活に関する情報を活用し、比

較・選択する力を身につける。 

消費生活に関する情報

を活用し、比較・選択す

る力を身につけている。 

 ●  ワークシート 

７ 「消費者問題と政府の取り組み」 

消費者基本法について理解し、消費

消費者基本法について

理解し、消費者の権利

  ● 振り返りシー

ト 



者の権利や責任について知り、日常

生活に活かす態度を身につける。売

買契約のしくみや契約を守ることの

重要性を理解する。製造物責任につ

いて理解し、商品の購入・使用の際

に活かす態度を身につける。 

や責任について知り、

日常生活に活かす態度

を身につけている。 

第３次 企業と経済 

８ 「わたしたちの生活と企業」 

企業の機能と役割、社会的責任につ

いて、模擬企業づくりなどを通じて実

践的に理解する。起業の意義を理解

する。 

企業の機能と役割、社

会的責任について、模

擬企業づくりなどを通

じて実践的に理解して

いる。 

●   ワークシート 

９ 「企業活動のしくみ」 

企業が行うさまざまな資金調達方法

について理解する。企業は調達した

資金で設備投資を行っていることを

理解する。模擬企業づくりなどを通

じ、会社経営の仕組みや工夫、努力

の必要性を理解する。 

模擬企業づくりなどを

通じ、会社経営の仕組

みや工夫、努力の必要

性を理解している。 

●   ワークシート 

１０ 「金融のしくみとはたらき」 

金融機関の種類と機能について理

解する。間接金融、直接金融の仕組

みついて理解する。起業を支える金

融の役割を理解する。 

金融機関の種類と機能

について多面的・多角

的に考察し、表現してい

る。 

 ●  ワークシート 

１１ 「ライフプランからお金について考え

る」 

継続して貯蓄・運用に取り組む態度

を身につける。金利計算（複利）を理

解する。金融商品には株式や債券な

どがあることを理解する。リスクとリタ

ーンの関係について理解する。お金

を投資することの生活設計上の意味

を理解する。 

継続して貯蓄・運用に

取り組む態度を身につ

けている。 

 ● ● ワークシート 

１２ 「企業競争の役割」 

企業が競争を通して発展していくこ

とを理解し，独占や寡占がもたらす

弊害について考察できる。 

企業が競争を通して発

展していくことを理解

し，独占や寡占がもたら

す弊害について多面

的・多角的に考察し、表

現している。 

 ●  ワークシート 



１３ 「働くことの意義と労働者の権利」 

勤労の意義と社会における役割、お

よび勤労の権利と義務について理解

する。労働者の権利と義務について

理解する。 

労働者の権利と義務に

ついて多面的・多角的

に考察し、表現してい

る。 

 ●  ワークシート 

１４ 「労働環境の変化と私たち」 

労働と賃金ややりがいとの関係につ

いて理解する。 

労働と賃金ややりがい

との関係について理解

している。 

  ● ワークシート 

１５ 「企業の社会的責任」 

企業の機能と役割、社会的責任につ

いて、模擬企業づくりなどを通じて実

践的に理解する。 

企業の機能と役割、社

会的責任について、模

擬企業づくりなどを通

じて実践的に理解して

いる。 

●   ワークシート 

第４次 これからの日本経済 

１６ 「景気の変動とその影響」 

景気や物価の変動が人々の生活に

影響を及ぼすことを理解する。現実

の経済の動きと経済指標の関係を

理解する。 

現実の経済の動きと経

済指標の関係を多面

的・多角的に考察し、表

現している。 

 ●  ワークシート 

１７ 「日本銀行と金融政策」 

中央銀行の機能について理解する。

中央銀行が行う金融政策について

理解する。 

中央銀行が行う金融政

策について理解してい

る。 

●   ワークシート 

１８ 

本時 

「グローバル化と日本経済」 

家計、企業、金融機関、政府、海外の

間の財・サービスやお金の流れを理

解する。円高・円安の意味と人々の

生活への影響を理解する。グローバ

ル化の意味と影響を理解する。 

円高・円安によって、家

計、企業、金融機関、政

府、海外の間の財・サー

ビスやお金の流れや影

響を多面的・多角的に

考察し、表現している。 

 ●  ワークシート 

１９ 「これからの日本の経済と私たち」 

経済社会の課題について多面的・多

角的に考察する態度を身につける。 

経済社会の課題につい

て多面的・多角的に考

察し、表現している。 

 ●  ワークシート 

２０〜

２１ 

パフォーマンス課題 

生活設計・マネープランシート 

生活設計の必要性を

理解し、自分の価値観

に基づいて生活設計を

立てている。 

◯ ◯   

第５次 財政 

２２ 「私たちの生活と財政」 

社会保障や公共サービスなど、政府

社会保障や公共サービ

スなど、政府の経済活

●   ワークシート 



の経済活動の意義について理解す

る。 

動の意義について理解

している。 

２３ 「国の支出と収入」 

財政および租税の意義と役割、国民

の納税の義務について理解する。 

財政および租税の意義

と役割、国民の納税の

義務について理解して

いる。 

●   ワークシート 

２４ 「社会資本の役割と環境への取り組

み」 

経済活動に対する規制および規制

緩和の意義について理解する。 

経済活動に対する規制

および規制緩和の意義

について理解している 

●   ワークシート 

２５ 「社会保障と私たちの生活」 

社会保障について、その基本的な内

容を理解する。事故や災害、病気な

どのリスクや負担を軽減させるため

の手段の一つに保険があることを理

解する。 

事故や災害、病気など

のリスクや負担を軽減

させるための手段の一

つに保険があることを

理解している。 

●   ワークシート 

２６ 「これからの日本の財政」 

政府の経済政策や財政の状況と暮

らしとの関係について理解する。 

政府の経済政策や財

政の状況と暮らしとの

関係について、多面的・

多角的に考察し、表現

している。 

 ●  ワークシート 

２７ 単元の振り返り 

新聞などのメディアやインターネット

などの情報手段から経済社会に関

する情報を得る習慣を身につける。

経済社会の課題について幅広く関

心をもつ。 

経済社会の課題につい

て幅広く関心をもってい

る。 

  ◯  

 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

円高・円安によって、家計、企業、金融機関、政府、海外の間の財・サービスやお金の流れや影響を多面的・多角

的に考察し、表現する。 

(2)本時の評価規準 

円高・円安によって、家計、企業、金融機関、政府、海外の間の財・サービスやお金の流れや影響を多面的・多角

的に考察し、表現している。 

 

 



（3）本時の学習とグローバル市民コモン・ルーブリックとの関連 

①項目 

  探究力のある人 

②内容 

 自らの問題として、身近なコミュニティから課題を見出し、その解決に向けて取り組み、振り返りながら追究

することができる。 

 

（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入
  $

分 

   

・本時に関わる金融リテラシーを確

認する。 

  

展
開
       (

)
分
         

    

 

・円高・円安のしくみを、金利、物価

上昇率と組み合わせて理解する。 

 

・円安や円高のとき、家計、企業、政

府、金融機関、海外の間の財やサー

ビスのお金の流れを経済の循環図

で表現する。 

・個人で「経済の循環図」に書き込

んだあと、班で交流を行う。 

 

・現在を生きる私たちにとって、円

高・円安のどちらが幸福を最大化で

きるかについて考察する。 

・円とドルの需要と供給に基づいて、円

高・円安が決定されることを説明する。 

・ 

・自動車会社と電力会社を例にして、それ

ぞれの企業と、他の主体との関係を図示

するようにする。 

・物価上昇率や株価などに着目して、考

察させる。 

 

 

・日本の産業の中核となっているのは輸

出企業である一方、私たちの生活の財や

サービスは海外から輸入しているものが

多いことに気づかせる。 

・それぞれの立場によって、為替相場によ

る影響が異なることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

・ワークシート（思考） 

*
+
,
    $

分 

 

      

        

  
・振り返りシートに本時のまとめをす

る。 

・金融リテラシーについて、目標をどの程

度達成できたかを振り返るようにする。 

 

 

（５）準備物 

 教科書、資料集、Chromebook 

 

 

探究の問い「円高や円安は、私たちの生活にどのような影響を与えているのか？」 



７．成果と課題 

  本実践の成果と課題について、①生徒のワークシート、②研究授業参加者アンケート、③「１５歳のお金とくらし

に関する知識・行動調査」の３つの視点から、考察していきたい。 

①生徒のワークシート 

 

資料 1「経済ニュース A に対する経済の循環図」 

 
資料２「経済ニュース Bに対する経済の循環図」 



 

資料１と資料２は、生徒が経済ニュース A と B を読んで、班で協働して作成した「経済の循環図」を示してい

る。経済ニュース A では、円安の際に日本の自動車会社がアメリカに車を輸出する場合の経済の動きについて

言及されている。経済ニュースBは、円安の際に日本の電力会社が中東から石油を輸入する場合の経済の動き

を取り上げている。生徒たちは、これらの経済ニュースをもとに、家計、政府、企業、金融機関、海外との関係性を

整理する活動を行った。特徴的な部分として、経済ニュース A では企業から政府への法人税や、家計から政府

への所得税が増加する点が挙げられる。また、金融機関が企業に対して融資を増やす部分も特徴的である。一

方、経済ニュース B では、政府が家計に対して電気料金値上げに対する補助金を提供し、電力会社に対しても

補助金を提供する点が特徴的である。これらは現在起きている社会的事象と関連しており、生徒にとって身近な

問題と想定される。 

 

(1) 成果   

「経済の循環図」を通じて、経済の動きを表現し、経済主体の関係性を意識したお金や物の動きを示すことが

できた。これにより、為替変動について多面的に考える機会が得られたと考える。 

 

(2) 課題   

経済ニュースに記載されていない事象を「経済の循環図」に表現するのが困難であるという点である。特に

金融機関の動きについては、経済ニュースに記述がなかったために、金融機関と家計、金融機関と政府との関係

での経済の動きが希薄になってしまった。この点についてはさらなる改善が必要である。 

 

②研究授業参加者アンケート 

  研究会当日参加者から授業に関するアンケートを学校として実施している。本授業に対しての感想や意見に

ついて、スタディポケット（生成 AI）を用いて、KJ法による分析を行った。以下の表に示す通り、整理された。 

１授業の質と意識の高さ ２金融教育と経済理解 ３探究学習の手法 ４社会情勢と学習内容へ

の適用 

・レベルの高い授業 

・生徒や教師の高いレベ

ル 

・大人も考えさせられる

内容 

・金融教育に関する話題 

・為替変動や貿易の影響 

・経済主体との関わりの

探究 

・経済単元の難しさ 

・生徒の思考を促す課題

設定 

・探究の連続 

・ICTツールの活用 

・自主性を引き出す授業 

・社会情勢に対する生徒

の意識 

・グローバルな視点の強

化 

・循環図の作成の取り組

み 

 

(1)成果 

  アンケートの結果から、多くの参加者が授業の質と生徒の学習意欲の高さを評価していることが判明した。特

に、為替変動や金融教育の取り組みは、生徒が主体的に経済活動を理解する機会を提供していたと考えられる。

また、ICT ツールを活用した探究学習により、学びへの深い関心と参与が促進されていた。これらをもとに、今後

も探究型授業の工夫を続け、生徒の成長を支え、現代社会に即した教育を推進できると考えられる。 
(2)課題 

アンケートから明らかになった課題として、円高・円安の定義について、教員と生徒の間で共通認識を持てて

いなかったことが挙げられる。最後の授業展開で「円高・円安のどちらが幸せか」という問いかけをした際に、こ



の円高・円安が現在の為替相場からの変動なのか、ある基準（例えば 1 ドル=◯円）からの変動なのかが曖昧

であった。現在の急激な円安状況を考慮すると、どの視点で考えるべきかを丁寧にアプローチする必要があった。

また、授業の終末での学習内容の締めが不十分であった。授業の終末で、生徒が作成した経済の循環図を基

に学習内容をまとめる必要があった。 

 

③「１５歳のお金とくらしに関する知識・行動調査」 

 
資料３「本単元終了後の金融リテラシースコア」 

 

(1) 成果   

全体の金融スコアが全国平均と比較しても優位に上昇したことが確認できる。特に「家計管理」「生活設計」

「金融取引の基本」「ローン・クレジット」「外部の知見活用」の項目で優位な上昇が見られた。これらは中学校

の学習段階で、十分に金融リテラシーを育成できたことを示していると考えられる。本授業の学習内容に関連す

る設問では、「1ドル＝120円から1ドル＝140円になったら円高である」という問いに対し、全国平均の65.5%

を上回る 76.6%の正答率を示した。また、「円安は一般的に輸出が中心の日本企業には有利で、輸入が中心

の企業には不利である」という問いに対しても、全国平均の 53.6%に対して 64.8%の正答率となった。これら

の結果から、中学生が身につけるべき金融リテラシーを十分に身につけた生徒が多かったと考えられる。 

 

(2) 課題   

全国平均と比較して下降した項目として、「金融・経済の基礎」「保険」「資産形成」が挙げられる。「金融・経

済の基礎」では、好景気と不景気におけるモノの値段、生産量、失業者数の変化を問う設問がありましたが、正

答率が低く誤った選択が多く見られた。授業中にこれらの概念の定着が不十分だったと考えられる。「保険」に

関しては、自転車での事故による損害賠償に備えて自転車保険に加入しているかどうかを問う設問があり、全国

平均を下回る 50.6%の生徒が「はい」と答えた。生徒自身が、自転車保険に加入しているかどうかを認識して

いない可能性が考えられる。「資産形成」に関しては、「リスクが低くリターンが高い金融商品はない」という設問

において正答率が低く、一部の生徒はこのような夢の金融商品が存在すると考えている可能性がある。 

 

  ①生徒のワークシート、②研究授業参加者アンケート、③「１５歳のお金とくらしに関する知識・行動調査」の３

つの視点から成果と課題をまとめると以上のようになった。これからは、改めて金融リテラシーを育成する単元計

画の見直しを行い、中学校段階での金融リテラシーを育成できるように授業改善をおこなっていきたい。 
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数学科学習指導案  

比例と反比例 

～ドミノ倒しに隠れた関数とは～ 

授業者 附属池田中学校 井場 恒介  

1．対象 附属池田中学校第 1 学年 B 組（36 名） 

 

2．単元目標 

 

比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身につけることができるよう指導する。 

・知識及び技能に関して  

関数関係や座標の意味を理解している 

比例，反比例について理解する 

比例，反比例の関係に着目し，その特徴を表，式，グラフなどに表す技能を身につけている 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラフなどを用いて調べ，それらの変化や対応

の特徴を見いだすことができる 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

   数学的活動の楽しさや数学の良さに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度を養う 

 問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う 

   多面的に捉え考えようとする態度を養う 

 

3. 指導に当たって 

（１）単元を通して育む「グローバル市民」と学習との関連  

①選択項目「つなぐ力のある人」 

②学習との関連 

    この単元では，比例，反比例の学習を通して「関係性」についての概念を深めていく。その際，小学校時代

に学習してきた関数の概念を深め，広げたり，伴って変わる２つの数量の関係性を見出したりと，数学的に処

理することが必要となってくる。この際，数学の知識と身の回りの事象をつなぎ合わせることや，比例や反比例

とみなして処理することが必要となる。またこのような学習をクラスメイトと協働的に学習しながら自分の知識

や他者の知識をつなぐことも必要となる。また，地域社会の問題においても数学を使って解決することにつな

がると考える。 

③目標達成するためにつけるべき力 

   i)身の回りの事象から伴って変わる２つの数量の関係性を見いだす力 

   ii)様々な関係性という概念を表，式，グラフという数学的手法を用いて相互に関連づけて表現する力  

iii)クラスメイトと協働的に考えを構築していく力 

④評価規準の設定 

   ⅰ)身の回りの事象から伴って変わる２つの数量の関係性を見いだしている 

   ii)様々な関係性という概念を表，式，グラフという数学的手法を用いて相互に関連づけ表現している 

iii)クラスメイトと協働的に考えを構築している 

 



（２）教材観 

本単元は中学校学習指導要領（平成 29年 7 月告示）第３章各学年の目標及び内容を受けて設定した。小

学校算数科では，第４学年から第６学年にかけて，変化の様子を表や式，折れ線グラフを用いて表したり，変化

の特徴を読み取ったり，伴って変わる２つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，変化や対応の特徴を考

察したりしてきている。また，比例や反比例の関係も理解しこれを用いて問題解決をしてきている。中学校数学科

において第１学年では，これらの学習の上に立って，具体的な事象の中から伴って変わる２つの数量を取り出し

て，その変化や対応の仕方に着目し，関数関係の意味を理解できるようにすることが必要となっている。また，比

例，反比例の学習においては，日常生活において数量間の関係を探究する基礎ともなるものである。これらの学

習においては具体的な事象を考察することを通して関数関係を見出し考察し表現する力を養う。また，数の拡張

や関数の概念をもとにして，小学校算数科で学習した比例，反比例を関数として捉え直すことも必要である。ま

た，関数関係とは，関係する２つの数量について，一方の値を決めれば他方の値がただ一つ決まるような関係を

意味している。この関数関係の意味理解については小学校算数科においても学習してきているが，「関数」という

言葉で改めて学習を進めていくことになる。そのため，これから始まる関数の世界への第一歩として重要な要素

を占める単元である。 

 

 

（３）生徒観 

関数の分野においては苦手意識の高い生徒が多い傾向にあると考える。国立教育政策研究所による令和５

年全国学力・学習状況調査の分析においても，関数分野については全国的にも課題が多い分野であるといえる。 

R5(2023)反比例出題 

◆反比例の意味の理解に引き続き課題がある。 

◆与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることに課題がある。 

◆事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを，事象に即して解釈することに引き続き課題がある。 

◆事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することに引き続き課題がある。   

 

R3(2021)比例出題 

◇与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることはできている。 

 ◆関数の意味の理解に引き続き課題がある。 

 ◆事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することに引き続き課題がある。	
 

  これらの背景にあたる１つの要因として，教科書や問題集に関しては伴って変わる２つの数量を生徒に提示し

て学習が進められていることが考えられる。さらに，比例，反比例を活用する場面においても事例に対して x，yが

指定されていたり，グラフに記入されていたりすることが大半である。そのため，生徒は事象から伴って変わる２つ

の変数を自ら見出す経験をしてきていない。それにより，全国学力・学習状況調査の分析から見えるように，関数

関係の意味理解や，事象を数学的に解釈し問題解決の方法を数学的に説明することに対しての課題が出てい

ることにつながると考える。 

 

 

 

 



  本単元の指導にあたり，事前調査として以下のアンケートを実施した。（中学１年生 144名） 

① 実生活や実社会の課題解決をするために数学は使えると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

② 実生活や実社会の課題解決をするためにどの分野が使えますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 比例や反比例といった関数の考え方は問題を解決する上で役にたつと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

   生徒のアンケート結果から分かるように，実生活の問題解決のために数学は使えるという意識は高いと感じ

られる。しかし，分野別に見てみると関数分野に関しては意識が低いことが分かる。単元を通して関数が身近で

ありながら問題解決の１つのツールとして生徒に認知されることを期待したい。 

   

（４）指導観 

生徒の実態を踏まえて，身の回りの事象と関数関係を関連させながら学習を進めていく。その際，個人の思考

を中心としながら，他者とつながり，考えを共有する学習を仕組んでいく。この際，数学的活動を通して対話的で

深い学びの実現を行なっていく。これに関しては，学習指導要領において資質・能力を育成するためには，数学

的活動を通して，数学的な見方・考え方を働かせ，主体的・対話的で深い学びの実現を行うことが必要とされて

いる。この内容として，「日常の事象や社会の事象から問題を見出し解決する活動」や「数学的な表現を用いて

説明し伝え合う活動」を今回の単元では重視する。その際，答申で示された（図１ 算数・数学の学習過程のイメ

ージ図）を参考に，現実の世界と数学の世界を行き来するように思考を促していく。さらに，言語活動を充実させ，

それぞれの過程や結果を振り返り，評価・改善することができるようする。具体的には，学習の中で，日常や自然

の事象を数学の世界に持ち込み，関数関係として捉える目を養うことである。また関数として捉えることで数式で



表現し，未来を予測する活動も仕組んでいく。

さらに複雑な事象においてはパターン化や一

般化を行い，比例，反比例といった数学として

みなす活動を通して，数学科としての目標を

達成していきたい。またこれらの活動において

自律的かつ協働的に学ぶことができるように

指導することにより生徒の資質・能力の育成

を行うことができると考える。	
本時に至るまでにブラックボックスを用い

た関数の学習を指導してきた。その際，「１対

１対応」の意味や２つの数量について「変わ

れば変わる」という概念を取り上げた。さらに，伴って変わる２つの数量に関しても，数の入力と出力の関係から

表や式で表すことの学習も行なった。さらに，身の回りに溢れる関数関係を探す活動を通して生徒は関数関係の

多さや広さを感覚的に体感している。	
本時においては，ドミノ倒しの事象を使って伴って変わる２つの数量を見出していく活動を行なっていく。ドミノ

倒しは生徒にとって馴染みのある内容であると考える。しかし，ドミノ倒しで遊ぶことはあっても関数として捉える

ことはないと考える。そこで身近な事象である「ドミノ倒しの中に関数関係を見いだす」学習を通して，因果関係

があるのかどうかを考えることにより，「関数」を身近に感じさせるとともに関数関係への関心を高め，関数関係

への素地を作っていく。個人追究やグループでの活動を通して，ただ単に関係性があるというので終わるのでは

なく，数学的に表現するためには数値を示したり，数値をまとめるために表といったモデルで表現する必要性を

指導していく。この際，数学として扱える部分とそうでない部分があるということも指導していく必要があると考え

る。そして単元の最後にはドミノ倒しについての総括的評価課題（図２）を設定している。ドミノ倒しの事象から見

出した関数関係を使ってドミノが倒れるおおよその時間を予測する課題を与える。生徒へは授業で提示していき

ながら単元のゴールを意識させた中で関数の学習を進めていく。 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

図１ 算数・数学の学習過程イメージ図 

図２ 総括的評価課題 



●グローバル市民コモン・ルーブリックのローカライズに関して	
本単元においては「つなぐ力のある人」を設定した。知識をつなぐだけではなく，身の回りの事象における変化

をつなぐことができるように指導をしていく。さらに知識だけをつなぐのではなく，個人が持っている考えや価値観，

見方を他者とつなぐことにより人とのつながりを通して地域社会の人々とつながることへの布石にしたい。関数の

学習で得たつながりを転移させ，他教科や社会とのつながりに関しても広げていけるように指導を行う。	
 

4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 関数関係の意味を理解し

ている 

② 比例，反比例について理解

している。 

③ 座標の意味を理解している 

④ 比例，反比例を表，式，グラ

フなどに表すことができる。 

 

① 比例，反比例として捉えられる

２つの数量について，表，式，グ

ラフなどを用いて調べ，それら

の変化や対応の特徴を見いだ

すことができる。 

② 比例，反比例を用いて，具体的

な事象を捉え，考察し，表現す

ることができる。 

① 比例，反比例，関数関係のよさ

に気づいて，粘り強く考えようと

している。 

② 比例，反比例，関数関係につい

て学んだことを生活や学習に活

かそうとしている。 

③ 比例，反比例，関数関係を活用

した問題解決の過程を振り返っ

て検討しようとしている。 

④ グループの中で自分と他者の数

学的な見方・考え方をつなぎ，課

題解決に向かおうとしている。 

 

 

 

5．単元計画（全 21 時間） 

時

間 

学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ 【関数】 

ブラックボックスの働きを考える

ことで，関数の定義について理

解する，１対１対応について理解

する 

関数関係について理解し

ている。入力出力の関係， 

１対１対応について理解し

ている。 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

ワークシート 

OPP シート 

２ 【伴って変わる２つの数量】 

x を決めるとそれに伴って y も

ただ１つ決まること 

身の回りの事象の中から関数

関係を見出すこと 

表の縦横の見方 

x を決めるとそれに伴って

y もただ１つ決まることを表

を用いて表現することがで

きる。身近な事象から伴っ

て変わる２つの数量を見い

だし，シートに表現すること

ができる。 

●  ● ワークシート 

OPP シート 

３ 【ドミノに隠れた関数を探そう 「伴って変わる２つの数量  ● ● ワークシート 



（本時）】 

ドミノ倒しにおける関数関係を見

つけ出す 

伴って変わる２つの数量を表にま

とめる 

表を使って関数関係を表現する 

を複数個」見つけ出すこと

ができる。ドミノの事象にお

ける，伴って変わる２つの数

量を「表や数値」を用いて

表現することができる。グル

ープの中で自分と他者の

数学的な見方・考え方をつ

なぎ，課題解決に向かうこ

とができる。 

OPP シート 

４ 【比例を表す式】 

比例の定義 

式をもとに比例であるかどうか

を判別すること 

文章で表された事象を式

で表現し，式から比例と判

断することができる。 

●  ● ワークシート 

OPP シート 

５ 【比例と変域】 

水を入れる事象をもとに変域の

意味 

以上以下未満の表し方 

事象を式で表現し，さらに

不等号を用いて変域を表

現することができる。 

●  ● ワークシート 

OPP シート 

６ 【座標】 

電車，映画館など座席の表し方

や地図上の位置の表し方をもと

にした座標の概念 

座標の読み方，表し方 

座標で示された暗号を解

読することができる。座標

で示された三角形の面積

を求めることができる。 

● ● ● ワークシート 

OPP シート 

７ 【比例のグラフの特徴】 

式から得られる入力出力の関

係と表との関係を見出す 

表の値と座標の関係を見出す 

GeoGebra を用いて点の集ま

りが線になっていることを見出

す 

グラフと式の関係性を図を

用いて，自分の言葉で表現

することができる。

GeoGebra を用いて比例

のグラフをかくことができ

る。 

 ● ● ワークシート 

OPP シート 

８ 【y=ax のグラフをまとめよう】 

複数の比例のグラフをまとめる

ことにより，比例定数 a とグラフ

の関係性について見出す 

a の値がグラフの傾きにど

のように影響するかを言葉

（傾き）と式を用いて表現

することができる。複数ある

式とグラフを関連づけて選

ぶことができる。 

●  ● ワークシート 

OPP シート 

９ 【比例のグラフのかき方】 

式から得られる入力出力の関

係性をもとに比例のグラフを手

際よくかく方法を見つける 

比例の式を原点ともう１つ

の点からかくことができる。

原点以外の２つの点からグ

ラフをかくことができる。 

● ● ● ワークシート 

OPP シート 

小テスト 



１０ 【比例の式の求め方】 

表やグラフと式の関係性を表現

する 

表，式，グラフの関係性をまとめ

る 

表やグラフで表されたもの

から入力出力の関係を見

出し，式を求めることがで

きる。 

● ● ● ワークシート 

OPP シート 

小テスト 

1１ 【反比例を表す式】 

反比例の定義を理解し，式をも

とに反比例であるかどうかを判

別する 

文章で表された事象を式

で表現し，式から反比例と

判断することができる。 

●  ● ワークシート 

OPP シート 

1２ 【反比例のグラフ】 

式から得られる入力出力の関

係と表との関係を見出す 

表の値と座標の関係を見出す 

GeoGebra を用いて点の集ま

りが線になっていることを見出

す 

点を細かくとることで双曲線に

なっていることを見いだす 

反比例のグラフのかき方，

特徴を自分の言葉で表現

することができる。

GeoGebra を用いて反比

例のグラフをかくことがで

きる。 

 ● ● ワークシート 

OPP シート 

1３ 【反比例のグラフの特徴，式の

求め方】 

複数のグラフから比例定数とグ

ラフの関係を学習する。比例同

様に表，グラフから式が得られ

ることを学習する。 

表やグラフで表されたもの

から入力出力の関係を見

出し，式を求めることがで

きる。反比例のオリジナル

問題を作ることができる。 

●  ● ワークシート 

OPP シート 

14 【比例の表，式，グラフの活用】 

現実事象を表現したグラフを２

つの方向からみることにより２本

のグラフにおける関係性を表現

する 

複数のグラフの問題におけ

るグラフの読み方や比例の

学習とのつながりを自分の

言葉で表現することができ

る。 

 ● ● ワークシート 

OPP シート 

15 【比例，反比例の活用】 

身近な事例の中から関数関係

を見出し問題を解決する 

比例，反比例とみなすポイ

ントを自分の言葉で表現す

ることができる。 

 ● ● ワークシート 

OPP シート 

16 【関数問題】 

数学の世界で表現された関数

の問題に対して表，式，グラフの

関係性を見出し表現する 

表，式，グラフの関連を意

識して比例，反比例のつな

がりを表現することができ

る。 

 ● ● ワークシート 

OPP シート 

17 【エコキャップは全部で何個】 

身近な事象から関数関係を見

出し，比例とみなすことにより未

比例，反比例とみなして問

題解決ができ，自分の言葉

で表現することができる。 

 ● ● ワークシート 

OPP シート 



来予想を行う 

18 【総括的評価課題①（ドミノ）】 

指定された時間でドミノがピッ

タリ倒すためにドミノをどのよう

に並べるかを実験をもとに考え

る 

 ● 

(○) 

● 

(○) 

○ ワークシート 

OPP シート 

19 【総括的評価課題②（ドミノ）】 

指定された時間でドミノがピッ

タリ倒すためにドミノをどのよう

に並べるかを実験をもとに考え

る 

表，式，グラフで表現し未来を予

測する 

 ● 

(○) 

● 

(○) 

○ ワークシート 

OPP シート 

20 【総括的評価課題③（ドミノ）】 

レポート作成を行う 

 ● 

(○) 

● 

(○) 

○ ワークシート 

OPP シート 

21 【総括的評価課題④（ドミノ）】 

レポート作成を行う 

 ○ ○ ○ ワークシート 

OPP シート 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

  ①ドミノの事象において，「伴って変わる２つの数量を複数個」見つけ出す 

② ドミノの事象における，伴って変わる２つの数量を「表や数値」を用いて表現する力を養う 

③グループの中で自分と他者の数学的な見方・考え方をつなぎ，課題解決に向かう態度を養う 

 

(2)本時の評価規準 

  ①ドミノの事象において，「伴って変わる２つの数量を複数個」見つけ出すことができる 

  ②ドミノの事象における，伴って変わる２つの数量を「表や数値」を用いて表現することができる 

  ③グループの中で自分と他者の数学的な見方・考え方をつなぎ，課題解決に向かうことができる 

 

（3）本時の学習とグローバル市民コモン・ルーブリックとの関連 

項目：つなぐ力のある人 

内容：これまでの経験や知識を関連づけて物事を考え，地域社会の人たちと協働を構想・実践することがで

きる 

 

 

 

 



（4）展開 

学習過程 
学習活動および内容 指導上の留意点 

評価の観

点・方法 

導
入
  10

分 

   

●探究テーマ，ATLスキルの確認 

●既習事項の確認 

●ドミノの動画から伴って変わる２つ

の数量を探す 

●総括的評価課題（パフォーマンス課

題）を理解する 

 

 

 

・前時の OPP シートの記述を紹介して，関係性を

探す良さを認識させる・変われば変わるものを考

えさせる 

・単元のゴールとなる課題を意識させる 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
       35

分
         

    

 

 

 

●個人の学び（6） 

・配布されたドミノを観察しながら伴っ

て変わる２つの数量を探す 

→「ワークシート」に記入 

・見出した２つの数量を共有する 

 

●小集団（6 人×6班）の実験（24） 

・関数関係があることを示すためには

どのような数学的表現があるかを考

える 

【実験の種類】 

A：個数と時間の関係 

B：間隔と時間の関係 

・複数の種類のドミノを使って実験をし

ながら数値と表を「関係性カード」に

まとめ提出する 

 

●全体の学び（5） 

・ロイロノートを使って提出された「関

係性カード」を共有する 

・間隔と時間の関係性について他の要

因を考える 

 

 

・机間指導にて課題への理解度を把握する，必要

に応じて個別指導を行う 

・関係性を見つけにくい生徒には何によって時間

が変わるかを考えさせる 

・目的であるドミノが倒れる時間を予測するための

数量の関係性を考えさせる 

 

・個数が増えれば時間も増えるといった当たり前と

される事象に対して「なぜ？」と問いかけ数学的

に説明するようにさせる。その際，関係性を示す

ためには「２つの変数」「数値」「表」を用いるこ

とを対話の中から導く 

・役割分担することを指示する 

・実験データを複数とることを指示する 

 

 

 

・「関係性カード」を見ながらドミノの隠れた関係

性を考えさせる 

・幅と時間では要素が複雑に絡み合っていること

に気づかせ，数学で処理する考え方に繋げる 

→変数として処理するために固定する数量がある 

→数学として捉えるために要素を削ぎ落とす 

 

 

 

思考① 

ワークシー

ト，観察 

 

 

 

 

思考② 

ワークシート 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

思考③ 

観察 

'
(
)
    5

分 

 

      

        

  

●ドミノ倒しを予測するための方法を

考える 

●OPP シートの記入，提出（ロイロ） 

・本時の学習に追加してグラフや式の関係を学習

する必然性を意識させる 

・学習履歴に「授業のタイトル」「一番大切だと思

ったこと」「考えたこと，疑問」を記入させる。 

態度① 

OPP シート 

問い 「ドミノ倒しにはどんな関係性があるだろうか」 

【探究テーマ】 

事象の関係性を見出し，モデルを用いて，変化を予測すること

は，現実社会における問題の解決につながる 



（５）準備物 

 ワークシート，Chromebook，ドミノ，工作用紙，iPad，ロイロノートノート 

 

7．参考文献 

文部科学省 2017 中学校学習指導要領解説 数学編 

文部科学省 国立教育政策研究所 2021 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料  

堀 哲夫 2020「一枚ポートフォリオ評価 OPPA」一枚の用紙の可能性 東洋館出版社  

 中等教育プログラムMYP「数学」指導の手引き 
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９.成果と課題 

 

成果 

① 生徒が伴って変わる２つの数量には様々な情報が絡み合っていること理解した 

② 生徒が事象における未来を予測するために関数の考え方を使うことの良さや有用性を得た 

 

① について 

現実社会の問題を解決していく上では，現実の

世界の事象を数学化する必要がある。算数・数学

の問題発見・解決の過程の図（図１）が提示されて

いるが，このサイクルを回すためにはどのような資

質・能力が必要だろうか。現実社会の問題を解けば

数学化する力が育まれるのだろうかと考える時に，

本実践においては，生徒自身が数学化するための

資質・能力の育成をめざした。本実践前では身の

回りの「伴って変わる２つの数量」を探し出す場面

において，直接的な因果関係が強いかどうかを生

徒自身が考えることが少なかった。しかし，本実践

ではドミノ倒しにおいて，「個数と時間の関係」と

「間隔と時間の関係」を対比して考えることにより，

ある事象の関係性を見出すためには直接的な因果

関係が強い２つの数量を抽出する必要性があるこ

とを生徒は体感した。（図３）その結果，別の場面に

おいて数学化するために，「情報を整理する，精査

する」といった意見や考えが出るようになった。 

 

② について 

      関数の学習において，モデル（表，式，グラフ）を関連（図５）させて考えることにより未来を予測するという

ことの有用性を生徒に会得させることは重要である。また，学習指導要領においても，数学的活動の楽しさ

や数学の良さに気づいて，粘り強く考え，数学を生活や学習に活かそうとする態度を養うことは目標として定

められている。これらについて単元の終末において生徒が取り組んだパフォーマンス課題を通して，生徒たち

は事象を関数として捉えるよさに対して大きな気づきを得た様子であった（図

６）。5 秒ぴったりで倒れ切るドミノ

の個数を求める課題を解決するた

めに，実験データを表やグラフや

式で表現し，関係性を見出してい

った。その際に，個数を求めるため

にデータからグラフを作り出し，式

化していった。 

 

図 3 複雑な要素が絡み合う 

図 4 生徒の振り返り 

図 6 生徒の振り返り 図 5 関数で育む力 



課題 

① ドミノ倒しにおける関係性を表現することの難しさ 

② ドミノ倒しにおける実験の精度を上げること 

 

① について 

    本実践においては，実際に実験を通してドミノ倒しに隠れる関係性を表現することを重視した。ただ，中学１

年生で学習する比例，反比例でドミノ倒しにおける「個数と時間」の関係性を表現することは容易ではない。し

かし，これに関しては，実社会においても同様のことが考えられる。例えば，新型コロナが流行り出した時には，

今ある関数に当てはめて未来を予想していた。同様に，ドミノ倒しにおいても今ある知識をつなぎ合わせて，比

例，反比例を活用して未来を予測する体験が必要と考えた。そこで，生徒には比例で学んだことは何か。正負

の数で学習した「０の概念」を使えないかと問いかけ，基準を変えることで比例の考え方が使えるという視点

を与えた。その結果，約 33.1%の生徒が比例の考えを用いて結論を出しており，約 59.3%の生徒が１次関

数の考え方を用いて結論を出していた。他には実験やデータをじっくり観察する中で，倒れ始めは加速してお

り，途中から一定の速さになると考えた生徒が約 7.6%いた。全員が同じ考えを持って結論を出す必要はない

と思うが，より知識をつなぎ合わせることができる手立てが必要と感じた。 

 

② について 

    実際に実験をするとなると色々な要素が出てくる。例えば，ドミノを倒す力加減，ドミノを並べる時にできる微

妙な角度である。そういったことに関しては，生徒からどんどん意見が出てきた。さらに，iPad と iPhone を使

って時間を測定する時に出てくる誤差やドミノが倒れ切るタイミングなど色々な誤差があることに生徒たちから

意見が出てきた。精度を上げるためにはさらなる工夫が必要だと感じる。 

 

10.本時のまとめ 

ドミノ倒しの動画を見せ，そこから伴って変わる２つの数量を

探し出すことから授業はスタートした。生徒にドミノを配布して観

察をさせたところ，生徒たちは関係性を８種類程度見つけ出した

（図7）。そこから，数学として扱うために，前時で学習した内容

である３つのポイントで削ぎ落としていくと，２つが残ることとなっ

た（図7）。そこで，グループになり，実際にドミノを倒す実験を通

して数値を抽出させた。iPadのスローモーション撮影を使って

測定を行い，表にまとめさせた。実験にあたっては，マス目

のついた厚紙を用意し，その上に丁寧にドミノを並べさせ

た。ドミノを並べる係，iPadで撮影する係，表にまとめて傾

向を出す係と役割を分担して実験を効率よく進めた（図

8）。授業時間が 50分という制約の中であったので，精密

な実験はできなかったものの，【個数と時間の関係】に関し

ては「個数が増えれば，時間も増えていく」，【間隔と時間の関係】に関しては，「間隔による傾向は見られなかっ

た」というデータが得られた。事前に教員が実験して得られたデータとも同様の傾向が見られたので，生徒に提

示した（図9）。授業の終盤では，【間隔と時間の関係】においてなぜ傾向が現れなかったのかをクラス全体で

考察した。生徒からは以下のような意見が出た。（図 3） 

図 8 実験の様子 

図 7 授業で扱った２つの関係性 



●ドミノの間隔が変わることにより 

・加速するスピードが変わる 

・次のドミノに当たるときの角度が変わる 

・ドミノの重心より上に当たるか下に当たるか 

 

生徒は，ドミノを並べる間隔が変わることにより，倒れきる

時間以外にも色々な要素が絡み合って変化していることに気

づくことができた。また，数学として捉えるためには，直接的な

因果関係が強い２つの数量を抽出する必要性についても授

業の中で理解をしていた。 

 

 

 

11.総括的評価課題(パフォーマンス課題) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 教師が事前に実験しておいたデータ 



音楽科学習指導案 

77期生オリジナル合唱曲より演奏表現を探究する 

～歌⏿奏⏿る 145人の平和の願い～ 

授業者 附属池田中学校 山部 智可 

１．対象 附属池田中学校第 3学年 B組(36人) 

 

２．題材目標 

・知識及び技能␃関し⏾ 

「77期生オリジナル合唱曲」の曲想␀音楽の構造や歌詞の内容␀の関わり␃⏼い⏾理解する␀␀も␃,創意工 

夫を生かした表現⏿全体の響きや各声部の声␂␁を聴き␂がら他者␀合わせ⏾歌う技能を身␃付ける。 

 

・思考力，判断力，表現力等␃関し⏾ 

「77期生オリジナル合唱曲」のテクスチュア・強弱・速度を知覚し,それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感 

受し␂がら,知覚したこ␀␀感受したこ␀␀の関わり␃⏼い⏾考え,「77期生オリジナル合唱曲」␃ふさわしい歌 

唱表現を創意工夫する。 

 

・学び␃向かう力,人間性等␃関し⏾ 

「77期生オリジナル合唱曲」の歌詞が表す平和の願い␃関心を持ち,音楽活動を楽しみ␂がら主体的・協働的 

␃歌唱の学習␃取り組む␀␀も␃合唱曲␃親しむ。 

 

 本題材⏿扱う学習指導要領の内容 

  第 2学年及び第３学年［A表現］(1)歌唱及び［共通事項］(１) 

  ア 歌唱表現␃関わる知識や技能を得たり生かしたりし␂がら,曲␃ふさわしい歌唱表現を創意工夫するこ␀。 

  イ 次の(ア)及び(イ)␃⏼い⏾理解するこ␀。 

    (ア)曲想␀音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景␀の関わり 

  ウ 次の(ア)及び(イ)の技能を身␃付けるこ␀。 

    (イ)創意工夫を生かし,全体の響きや各声部の声␂␁を聴き␂がら他者␀合わせ⏾歌う技能 

  ［共通事項］(１) 

   本題材の学習␃おい⏾,生徒の思考・判断のより␁ころ␀␂る主␂音楽を形⏽く⏻⏾いる要素 

   テクスチュア 

  

３. 指導␃当た⏻⏾ 

(１)単元を通し⏾育む「グローバル市民」␀学習␀の関連 

①選択項目：寛容␂人 

 

②学習␀の関連 

     「７７期生オリジナル合唱曲」␃ふさわしい歌唱表現を創意工夫する␃あたり協働学習を通じ⏾他者の意

見や考え␃対し⏾共感の姿勢⏿接し他者の多様␂音楽表現の創意工夫や音楽の捉え方,感じ方を尊重し

多様性を受け入れ相互理解を進めるこ␀⏿自身の感性␃磨きをかけ音楽表現を豊か␃するこ␀␀関連⏽

け⏾いる。 



③目標達成するために付けるべき力 

     ⅰ)自身の考えを相手に伝える力 

ⅱ)他者の意見や考えを聴く力 

     ⅲ)他者の意見や考えを受け入れる力 

ⅳ)各声部の声を聴きながら他者␀合わせ⏾歌う力 

ⅴ)１⏼の事象に対し⏾多角的な視点を持⏼力 

 

④評価規準の設定 

ⅰ)自身の考えを要約し⏾相手に的確に伝え⏾いる 

ⅱ)他者の意見や考えに耳を傾け聴こう␀し⏾いる 

ⅲ)他者の意見や考えに共感し受け入れよう␀し⏾いる 

ⅳ)自分以外のパートの音を意識し合わせ⏾歌おう␀し⏾いる 

ⅴ)複数の意見を受け入れ相互理解をし,最もふさわしい考えを生み出そう␀し⏾いる 

 

（２）教材観 

 本題材のねらいは,演奏表現の創意工夫を通し⏾時代や世代,国を超え⏾人間に内在され⏾いる思いや意図を

聴き手に効果的に伝えるこ␀をねらい␀し⏾いる。音楽科が第 3 学年⏿設定し⏾いる重要概念は「コミュニケー

ション」⏿あり,学びの実感を積み重ねるために表現領域・鑑賞領域の両面により音楽を１⏼の媒体␀した人間

に与える影響力␀演奏者における発信力に⏼い⏾探究を続け⏾いる。本題材は,1年間の集大成の取り組み␀位

置付け⏾いる。 

本題材は,本校の国際バカロレア校の取り組みの１⏼⏿ある IDU(学際的な単元)の一連の流れの中⏿行うもの

⏿ある。第 3 学年の IDU の取り組みのテーマは「平和」⏿あり,連携する教科は,社会・英語・音楽の 3 教科⏿

進め⏾いく。最終的なゴール␀し⏾は,平和への願いを発信するために,平和の願いを込めた歌を作詞・作曲し学

校行事を通じ⏾発信するこ␀⏿ある。各教科の役割␀し⏾,社会科の授業⏿は,歴史的背景から平和に⏼い⏾学

び,英語科の授業⏿は,世界共通語の英語⏿歌詞の作り方を学ぶ。音楽科の授業⏿は,サビのメロディーの創作

␀完成した合唱曲の演奏表現に⏼い⏾学ぶ。本題材は,完成した合唱曲の演奏表現を探究するこ␀に焦点を当

⏾⏾いるが,この合唱曲が完成するま⏿の取り組みの過程␀今後の展開を述べたい␀思う。 

 

平和をより具体的にイメージするために修学旅行の取り組み␀関連⏽ける試み 教科：社会・総合 

本校の修学旅行先が長崎␀いうこ␀もあり,事前学習␀し⏾,平和学習を 3 時間行⏻た。平和学習の構成␀し

⏾は,下記に示した通り⏿ある。 

実施内容 時数 

8月 9日,長崎に投下された原子爆弾に⏼い⏾␀核兵器の実態に⏼い⏾ １時間 

DVD鑑賞(NHKアーカイブス) 

自らも被爆しながら放射線医学の研究をし続けた永井隆博士のドキュメント「長崎の鐘は鳴り続ける」 

１時間 

平和宣言に⏼い⏾/平和宣言⏿使いたいキーワードのピックアップ/千羽鶴作成 １時間 

 

本校は,国際枠⏿入学する生徒たちも多数いるため「平和」に対する捉え方も様々⏿ある。生徒同士が平和に

対し⏾多角的な視点から見るこ␀によ⏻⏾,多様性が育まれる␀同時に「平和␀は何か？」「自分が大人にな⏻た



時,世界が␁う␂⏻⏾いたら平和だ␀思うのか？」「平和␂世界␃近⏽くため␃日々の生活の中⏿,あ␂た自身が

心がけ⏾いきたいこ␀は,␁のよう␂こ␀␂のか」␀いうこ␀を１人の人間␀し⏾改め⏾考えるき⏻かけ␃␂⏻た␀考

え⏾いる。 

また,修学旅行⏿平和セレモニーを実施する␃あたり学年の代表者␀共␃学年からピックアップされた平和宣

言⏿使いたいキーワードを基␃平和宣言を作成した。(資料１)平和␃⏼い⏾,いか␃自分事␀し⏾捉えるこ␀が⏿

きるのか,実際,修学旅行先の長崎市平和公園・長崎原爆資料館⏿自身が目␃したもの体感したものを軸␃今

後の IDUの取り組み␃活かし⏾ほしい␀考え⏾いる。 

さら␃,修学旅行後␃は,社会の時間␃「平和の定義」␃⏼い⏾学び,生徒一人ひ␀りが考案する時間を設け

た。 

 

実感したこ␀・体感したこ␀を音楽␃活かす試み 教科：音楽 

●歌唱指導 歌「花の街」 作詞：江間 章子  作曲：團 伊玖磨 

 この曲は終戦後␃作られた曲⏿ある。作詞・作曲者の背景␃あるもの␀し⏾は,戦後,何もかも失⏻た喪失感␀

同時␃近い将来,日本が輝かしい再建を果たし子␁も達の未来が明るいもの␃␂るこ␀を願⏻⏾この曲が作られ

た。授業の中⏿焦点を当⏾た部分は,歌詞⏿示す␀「輪␃␂⏻⏾ 輪␃␂⏻⏾ 駆け⏾行⏻たよ 春よ春よ␀ 駆け⏾

行⏻たよ」␀いう部分⏿ある。(楽譜１)この曲の曲想から言う␀,一番盛り上がりを感じる部分⏿ある。␀ころが,盛

り上が⏻た状態⏿曲が終わるの⏿は␂く,「春よ春よ」の歌詞の部分␃演奏記号の mp が楽譜␃記され⏾いる。

作曲者は␂ぜ,ここ␃ mp の演奏記号を⏼けたのか？␁のよう␂思いや意図をこの演奏記号␃こめたのか␀いう

こ␀を生徒␃考えさせた。また,自身が考えたこ␀を実際,演奏表現するため␃,␁のよう␂歌い方の工夫をしたら

よいのか␀いうこ␀を実演を通し⏾考えさせた。生徒␃␀⏻⏾は,音楽を形作⏻⏾いる要素や要素同士の関わりを

知覚し,それらが生み出す特質や雰囲気を感受し␂がら,知覚したこ␀␀感受したこ␀␀の関わり␃⏼い⏾考える

き⏻かけ␃␂⏻た␀考えられる。 

 

 (楽譜１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/folders/1tPjLKkbdmOCH6lotRIgt22udF8xahUXr?usp=sharing


(生徒が書いたワークシートの一例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●創作活動 77期生オリジナル合唱曲のサビの作成 

 修学旅行の取り組み,歌「花の街」の取り組みを通し⏾自分自身が考える「平和」␀は何か？そし⏾,自身が考え

る「平和の願い」を形␃するため␃メロディーを作成する授業を行⏻た。メロディーを作成するため␃必要␂知識

␀し⏾は,リズムの作り方,法則␃基⏽いた旋律の作り方,和声␃基⏽いた音␀音の組み合わせ方,␀い⏻た部分

が必要␀␂る。用いた教材は,教科書「中学生の音楽１」My Melody(教育芸術社)/教科書「中学生の音楽２・

３下」My Melody(教育芸術社)⏿ある。これらのこ␀を学んだ上⏿,聴き手␃伝えたい平和の願いをイメージし,

旋律の動き␃␁のよう␂工夫を加えたら,より思いや意図が伝わるのか生徒␃試行錯誤させた。生徒␃␀⏻⏾は,

１⏼のま␀まりのある旋律を生み出すため␃音楽を形作⏻⏾いる要素や要素同士の関わりを知覚し,それらが生

み出す特質や雰囲気を感受し␂がら,知覚したこ␀␀感受したこ␀␀の関わり␃⏼い⏾演奏表現を創意工夫する

き⏻かけ␃␂⏻た␀考えられる。 

(生徒が作⏻た一例)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実感したこ␀・体感したこ␀を歌詞␃活かす試み 教科：英語 

 音楽科⏿作成した曲␃合う歌詞を考える授業を行った。具体的␃は，まず教科書の教材␃も␂っ⏾いる映画音

楽␃関し⏾，その音楽が映画␃与える影響を分析する授業を行い，また自分の好き␂映画音楽␃つい⏾の映画

のワンシーン␀音楽␀の関連性␃つい⏾のブログを書いた。この中⏿，音楽の要素（リズム・速度・旋律・テクスチ

ュア・強弱・形式・構成・音色）を英語⏿␁のよう␃表現するのかを前述の「花の街」の英語版分析を挟むこ␀⏿

知識␀し⏾身␃着けるよう␃した。その後，音楽科⏿作成した曲␃サ

ビ␀ A メロ B メロを英語⏿歌詞を書いた。その際␃は，英語の詩の

修辞法⏿ある，反復法・比喩（隠

喩・直喩等）・脚韻・頭韻や，音節

を１音␃はめ込むこ␀等を学習し

た。 

そし⏾，上記青のシンキングツールを使い␂がら，リズムや音程␃合うよう␃

実際の楽譜␃当⏾はめ⏾いった。左は，生徒が実際␃楽譜␃書いた歌詞の

一部⏿ある。生徒は，音の上がり下がりや４分の４拍子のビートの強弱␂␁

を考え␂がら，歌詞をあ⏾はめ⏾いった。1音␃ 1音節を当⏾はめるの␃苦

労し⏾いる生徒が多く，アドバイ

スをしたり，辞書⏿音節を確認

させたりし␂がら試行錯誤をし⏾書き直しをした。 

これをま␀めたのが，左のシート⏿ある。工夫した点の部分を抜き出す

␀，「単語の選び方␃つい⏾は，「自由の鳥」や「平和の光」␀いった

表現を用いるこ␀␃よっ⏾，歌詞が抽象的␂概念を具体的␂ビジュア

ル⏿␀らえやすくした。また，Step forward␂␁のよう␂ポジティブ␂

表現を使うこ␀⏿，希望や前向き␂気持ちが伝わるよう␃した。技法

␃つい⏾は，Let’s move on ␀いうフレーズを繰り返すこ␀⏿，歌詞␃

リズム感を与え，反復するこ␀⏿歌詞␃力強さ␀覚えやすさを加えた。聴衆を鼓舞するよう␂歌詞␃した。」␀書い

⏾いる。このよう␃,語彙選択␃おい⏾は詩的␃ビジュアルを創造⏿きるよう␂工夫をし,技法面⏿は,歌詞␂ら⏿

はの技法を使うこ␀が⏿き⏾いた。 

 

客観的␃音楽を聴き平和␃つい⏾考える試み 教科：総合 

 サビの旋律・歌詞が出来あがった段階⏿,クラス鑑賞会を行った。クラス全員の平和の願いがこもったサビを聴

き,平和の曲を作る␃あたり最もふさわしいサビを投票⏿１つ選んだ。さら␃英語の時間␃選ばれたサビ␃歌詞

をつけ,クラス⏿サビの練習を行い,学年⏿各クラスのサビを発表する発表会を開いた。同じ学年の生徒たちが␁

のよう␂音楽を作っ⏾いるのか客観的␃聴くこ␀⏿自分自身への刺激␀␂ったり自分自身の引き出しが増えるこ

␀⏿,今後,音楽␀の向き合い方の参考␃␂るきっかけ␃␂った␀考えられる。 

 このよう␂過程を経⏾,最終的␃学年から平和を表現するサビ␀し⏾最もふさわしいメロディーが１つ選出され,

作曲␃関心がある生徒たち␃よっ⏾サビ以外の曲の部分が作られ合唱曲が完成した。 

 

 

 



ア 合唱␃おける音␀音␀の重␂り・強弱や速度変化を知覚し,それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感
受し,聴き手␃平和のメッセージを伝えるため␃楽譜␃記され⏾いる演奏記号だけ⏿␂く,表現方法を楽
譜␃言葉⏿追記したり演奏記号を付け加えたりし␂がら自身の思いや意図を伝えよう␀する力 

イ  曲想␀音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景␀の関わり␃⏼い⏾理解し,自身がこの曲␃込める思い

や意図␃⏼い⏾考える力 

演奏表現を創意工夫し全体の響きや各声部の声␂␁を聴き␂がら他者␀合わせ⏾歌う技能を身␃付け

よう␀する力 

ウ  自他の演奏や意見を客観的␃捉え分析するこ␀␃より多角的␂物の見方,考え方を受け入れる力 

 

作曲家が生きた時代背景␃おける音楽の役割␀音楽を媒体␀し⏾後世␃残したメッセージ⏼い⏾考える試み 

教科：音楽 

 今後の授業␃おい⏾,連作交響詩「ブルタバ」の鑑賞の授業を通し⏾,作曲家のスメタナが生きた時代背景␀ス

メタナの作曲人生␃音楽が␁のよう␂影響力を与えたのか音楽の特徴␀その背景␀␂る文化や歴史,他の芸術

␀の関わりを中心␃授業を展開したい␀考え⏾いる。また,時代を超え⏾スメタナが残した功績␀後世␃␁のよう

␂影響力を与えたのか考察する予定をし⏾いる。 

 

 本題材⏿は,ここま⏿作⏻た土台を基␃,77 期生オリジナル合唱曲を␁のよう␃演奏表現の創意工夫をするこ

␀⏿平和␃関する思いや意図を音楽を通じ⏾聴き手␃伝えるこ␀が⏿きるのか␀いう␀ころ␃焦点を絞りたい␀

考え⏾いる。音楽科⏿育成を目指す資質・能力␀し⏾「生活や社会の中の音や音楽,音楽文化␀豊か␃関わる資

質・能力」␀規定され⏾いる。また,資質・能力の育成␃当た⏻⏾は,生徒が「音楽的␂見方・考え方」を働かせ⏾

学習活動␃取り組めるよう␃する必要がある。音楽科␃おける「音楽の見方・考え方」␀は,「音楽␃対する感性

を働かせ,音や音楽を,音楽を形⏽く⏻⏾いる要素␀その働きの視点⏿捉え,自己のイメージや感情,生活や社会,
伝統や文化␂␁␀関連付けるこ␀」⏿ある␀考えられる。音楽的␂見方・考え方を働かせるため␃次の 3 点を授
業展開␃加え⏾実践するこ␀␀する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

今回の学習␃おける「音楽的␂見方・考え方」を働かせ⏾育⏼資質・能力を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

␀捉え⏾いる。 

また,協働学習の取り組みを通し⏾,他者の多様␂音楽表現の創意工夫や音楽の捉え方,感じ方を尊重し受け

入れる␀同時␃自分自身の内面␀向き合い,自身の感性␃磨きをかけられるよう␂指導を心掛けた␀考え⏾いる。

そし⏾,本題材を通し⏾生徒が音楽をコミュニケーションツールの１⏼␀し⏾人々や社会␃何を発信するこ␀が⏿

きるのか,音楽が社会␃与える影響力や音楽の存在価値␃⏼い⏾探究し続け⏾ほしい␀考え⏾いる。 

 

(１) 知覚␀感受の場の設定 
音や音楽を知覚・感受する場面を適切␃設定する 

(２) 思考を促すワークシートや授業中の発問の工夫 
    音楽を形⏽く⏻⏾いる要素␀要素同士の関わりを感じ取るため␃,知覚・感受したこ␀を思考の流れ␃
沿⏻⏾記述したり,生徒の姿をよく見取り適切␃投げかけたりする 

(３) 対話的␂学びの設定 
    音楽的␂学びを支え␃し␂がら他者␀の対話を通し⏾自らの考えを深めたり広げたりするため␃生徒
同士⏿関わり合う場を設定する 



題材構想(2５時間)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学びの連続性を意識し,１⏼の題材が単体⏿終了するの⏿は␂く,点␀点が線␀␂⏻⏾最終ゴールへ向か⏻⏾い

く授業展開を１年間を通し⏾考え⏾いきたい␀思う。そし⏾,生徒␃␀⏻⏾,この題材を学ぶ意味や意義を実感⏿き

るよう␂授業を目指したい␀考え⏾いる。 

 

（３）生徒観 

 第３学年の生徒たちは,自ら何かを創意工夫するこ␀␃対し⏾意欲的␂生徒が多い。今回,IDUの取り組みを行

う␃あたり,作曲␃⏼い⏾アンケートを行⏻た。作曲経験がある生徒は,全体の７．２％⏿多くの生徒は作曲するこ␀

自体が初め⏾の経験⏿あるこ␀が分か⏻た。さら␃作曲をするこ␀␃興味があるか 5段階の選択から聞いた␀こ

ろ,非常␃興味がある,興味がある,ある程度興味がある␀答えた生徒は,４４．５％⏿,あまり興味は␂い,興味は␂

い␀答えた生徒は５５．５％␀いう結果␃␂⏻た。このデータから生徒の心情を推測する␀曲を作る␀いうこ␀␃ハ

ードルの高さや何か難しいこ␀をするのだろう␂␀捉え⏾いるの⏿は␂いか␀考えらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある ７．２％ 
␂い ９２．８％ 

非常␃興味がある   ８．６％ 
興味がある        １２．２％ 
ある程度興味がある ２３．７％ 
あまり興味は␂い    ３６．７％ 
興味は␂い         １８．７％ 

歌唱 歌「花の街」(７時間) 

この曲␃込められた作詞・作曲者の思いや意図を感じ取⏻⏾歌う 

創作活動 77期生オリジナル合唱曲のサビを創作する(７時間) 

サビを創作する␃あたり自身が思う「平和への願い」を旋律を作る時の法則␃基⏽い⏾作る 

鑑賞 連作交響詩「ブルタバ」(2時間) 

作曲家のスメタナが生きた時代背景␀スメタナの作曲人生␃音楽が␁のよう␂影響力を与えたのか音楽の

特徴␀その背景␀␂る文化や歴史,他の芸術␀の関わり␃⏼い⏾考える。 

歌唱 合唱「７７期生オリジナル合唱曲」(９時間) 

77期生 145人一人ひ␀りが,歌詞が表す「平和への願い」をイメージし曲␃ふさわしい演奏表現を創意工

夫し思いや意図を持⏻⏾歌う。 



また,第 3学年の生徒は全体的␃音楽の授業の中⏿行っ⏾いる協働学習␃おい⏾は,自分の意見を明確␃意思

表示する␀共␃他者の意見␃対し⏾も耳を傾け前向き␃受け入れよう␀する姿勢がみられる。しかし,第３学年の

最初の授業⏿行ったアンケート結果(4段階から選択)からは,他者の多様␂音楽表現の創意工夫や音楽の捉え

方,感じ方があるこ␀を理解し尊重し受け入れ⏾いるこ␀␃肯定的␃答えた生徒が９４．３％⏿,あまり思わ␂い␀

答えた生徒が５．７％␀いう結果だった。また,それらを自分自身の創意工夫や捉え方,感じ方を深め⏾いる␀いう

部分␃おい⏾肯定的␃答えた生徒が８４．２％⏿,あまり思わ␂い␀答えた生徒が１５．１％␀いう結果だった。この

よう␂アンケート結果から,他者の多様␂音楽表現の創意工夫や音楽の捉え方,感じ方から自分の工夫や捉え

方,感じ方を深める部分␃課題があるこ␀がわかった。これを受け⏾,本題材の中⏿,77 期生オリジナル合唱曲を

自分自身が␁のよう␃演奏表現したいのか対話的␂取り組みの中から自身の思いや意図を明確␃し総括課題

のプレゼンテーション␃おい⏾自身の考えを発揮する場面を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う        ４７．５％ 
ややそう思う    ４４．６％ 
あまり思わ␂い   ７．９％ 
思わ␂い          ０％ 

そう思う        ４６．８％ 
ややそう思う    ４７．５％ 
あまり思わ␂い   ５．７％ 
思わ␂い          ０％ 

そう思う        ２９．５％ 
ややそう思う    ５４．７％ 
あまり思わ␂い  １５．１％ 
思わ␂い         0.7％ 



（４）指導観 

  GRASPS 

  (G)Goal 目的 

     77 期生オリジナル合唱曲␃込めた自分自身の思いや意図を演奏表現やプレゼンテーション␀通し⏾聴き

手␃伝えるこ␀⏿ある 

(R)Role 役割 

     アーティスト 

  (A)Audience 対象 

     音楽出版社の人々 

  (S)Situation 状況 

     77期生オリジナル合唱曲を音楽出版社の人々␃アピールし⏾いる状況 

  (P)Product 成果物 

     合唱曲の楽譜/合唱曲の音源/プレゼンテーション⏿使うスライド 

  (S)Standard 評価基準 

     ・プレゼンテーション⏿使うスライド(Aⅱ,Bⅱ,Dⅰ,Dⅱ) 

     Aⅱ：77期生オリジナル合唱曲␃おける曲想␀音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景␀の関わり␃つい

⏾詳しく述べる 

     Bⅱ：曲␃ふさわしい演奏表現を創意工夫するため␃音楽を形作っ⏾いる要素␀芸術的意図を明確␃提

示し説明する 

     Dⅰ：この曲の最大の魅力を分析する 

     Dⅱ：自身が考える音楽を媒体␀し⏾聴き手␃与える影響力␃つい⏾分析する 

  

本題材のゴールは,77 期生オリジナル合唱曲␃込めた平和のメッセージを␁のよう␃演奏表現を工夫したら

聴き手␃伝わるのか,スライドを作成し自分の思いや意図をプレゼンテーションするこ␀␀し⏾いる。合唱曲は１つ

だが,145 人の思いは十人十色⏿あり,その思いが１つの音楽表現の形␀␂っ⏾表現されるこ␀␃芸術のよさが

ある␀考え⏾いる。生徒␃は,145 人一人ひ␀りの作品␀し⏾捉え⏾ほしいため,あくま⏿も個人作業を中心␃授

業を進めるが,協働学習を取り入れるこ␀⏿自他の演奏表現や意見を客観的␃分析し共感の姿勢⏿接し,多様

性を受け入れ相互理解を進めるこ␀⏿自身の演奏表現の幅を広げるきっかけを作りたい␀考え⏾いる。また,協

働学習の中⏿出た思いや意図を実際␃歌唱表現を繰り返し行い,思い描い⏾いる音楽表現が出来⏾いるのか,

また,音楽を客観的␃聴いた時␃,␁のよう␃聴き手は捉え⏾いるのか,その相互作用を繰り返し␂がら,粘り強く

音␀向き合い演奏表現を模索し⏾いきたい。また,拡大楽譜を準備し生徒から出た意見を楽譜␃書き込ん⏿いき

可視化するこ␀␃よっ⏾意見の整理をする␀共␃曲の全体像を把握し曲␃ふさわしい表現方法を考え納得のい

く演奏表現を探究する場を設定したい。 合唱楽譜(資料２) 歌詞カード(資料３) 合唱音源(資料４) 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/folders/1tPjLKkbdmOCH6lotRIgt22udF8xahUXr?usp=sharing
https://drive.google.com/drive/folders/1tPjLKkbdmOCH6lotRIgt22udF8xahUXr?usp=sharing
https://drive.google.com/drive/folders/1tPjLKkbdmOCH6lotRIgt22udF8xahUXr?usp=sharing


4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的␃学習␃取り組む態度 

(知)「77 期生オリジナル合唱曲」

の曲想␀音楽の構造や歌詞

の内容␀の関わり␃つい⏾理

解し⏾いる。 

 

(技)創意工夫を生かした表現⏿

全体の響きや各声部の声␂

␁を聴き␂がら他者␀合わ

せ⏾歌う技能を身␃付け,歌

唱⏿表し⏾いる。 

(思)「77 期生オリジナル合唱曲」

の合唱␃おけるテクスチュ

ア・強弱・速度を知覚し,それ

らの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受し␂がら,知覚

したこ␀␀感受したこ␀␀の

関わり␃つい⏾考え曲␃ふさ

わしい歌唱表現␀し⏾␁のよ

う␃演奏するか␃つい⏾思い

や意図をもっ⏾いる。 

(態)「77期生オリジナル合唱曲」

の歌詞が表す平和の思い␃

関心をもち,音楽活動を楽し

み␂がら主体的・協働的␃

歌唱の学習␃取り組もう␀し

⏾いる。 

 

5．題材の指導計画（全 10時間） 

時間 学習内容 主␂評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

1 

 

楽曲分析 

 

 

 

 

 

 

 

各パート音取り 

「77期生オリジナル合唱曲」の曲想␀

音楽の構造や歌詞の内容␀の関わりを

理解し⏾いる。 

 

合唱␃おける音␀音␀の重␂り・強弱や

速度変化を知覚し,それらの働きが生み
出す特質や雰囲気を感受し⏾いる 
 

創意工夫を生かした表現⏿全体の響き

や各声部の声␂␁を聴き␂がら他者␀

合わせ⏾歌う技能を身␃つけ⏾いる。 

● 

 

 

● ● 態度 

観察 

知識 

ワークシート１ 

技能 

演奏 

思考 

プロセスジャーナル 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽譜␃記された演

奏記号を基␃曲␃

ふさわしい歌唱表

現を考える。 

(個人活動) 

↓ 

(班活動) 

歌唱表現␃関わる知識や技能を得たり 

生かしたりし␂がら,曲␃ふさわしい歌 

唱表現␀し⏾␁のよう␃演奏するか␃つ 

い⏾思いや意図をもっ⏾いる。 

 

主体的・協働的␃歌唱の学習␃取り組

み自他の演奏表現や意見を客観的␃

分析し共感の姿勢⏿接し,多様性を受

け入れ相互理解を進め⏾いる。 

● ● ● 態度 

観察 

知識・技能 

演奏 

思考 

ワークシート２ 

プロセスジャーナル 

３ 

 

 

楽譜␃まだ記され⏾

い␂い演奏記号や

言葉␃よる表現方

歌唱表現␃関わる知識や技能を得たり 

生かしたりし␂がら,曲␃ふさわしい歌 

唱表現␀し⏾␁のよう␃演奏するか␃つ 

●  ● ● 態度 

観察 

知識・技能 



 法を付け加え⏾サビ

をより印象付けるた

めの歌唱表現を考

える。 

(個人)→(班活動) 

 

い⏾思いや意図をもっ⏾いる。 

 

主体的・協働的␃歌唱の学習␃取り組

み自他の歌唱表現や意見を客観的␃

分析し共感の姿勢⏿接し,多様性を受

け入れ相互理解を進め⏾いる。 

演奏 

思考 

ワークシート２ 

プロセスジャーナル 

４ 

本時 

中間発表 

前時,班⏿考えた

「サビをより印象付

ける歌唱表現」が,

より効果的␃聴き手

␃伝わるよう␃他の

班の歌唱表現を参

考␃し⏾考える。 

(班活動)→(一斉) 

歌唱表現␃関わる知識や技能を得たり 

生かしたりし␂がら,曲␃ふさわしい歌 

唱表現␀し⏾␁のよう␃演奏するのか␃ 

つい⏾思いや意図をもっ⏾いる。 

 

主体的・協働的␃歌唱の学習␃取り組

み自他の歌唱表現や意見を客観的␃

分析し共感の姿勢⏿接し,多様性を受

け入れ相互理解を進め⏾いる。 

●  ● ● 

 

態度 

観察 

知識・技能 

演奏 

思考 

ワークシート２ 

プロセスジャーナル 

５ 

 

 

 

 

 

最終発表 

各班が考えた歌唱

表現をクラス⏿鑑

賞・実演しクラス␀し

⏾の歌唱表現を考

える。アンケートを実

施し⏾確定する。 

(班活動)→(一斉) 

歌唱表現␃関わる知識や技能を得たり 

生かしたりし␂がら,曲␃ふさわしい歌 

唱表現␀し⏾␁のよう␃演奏するのか␃ 

つい⏾思いや意図をもっ⏾いる。 

 

 ● ● 態度 

観察 

思考 

プロセスジャーナル 

６ 演奏表現の確定 

各クラスが考えた歌

唱表現を実演しアン

ケートを実施し⏾確

定する 

歌唱表現␃関わる知識や技能を得たり 

生かしたりし␂がら,曲␃ふさわしい歌 

唱表現␀し⏾␁のよう␃演奏するのか␃ 

つい⏾思いや意図をもっ⏾いる。 

 

 ● ● 態度 

観察 

思考 

プロセスジャーナル 

７～８ 振り返り 

総括的評価課題作

成 

スライドの作成 

「77 期生オリジナル合唱曲」␃込めら

れた平和のメッセージを␁のよう␃演奏

表現を工夫したら聴き手␃伝わるのか,

自分の思いや意図をもち主体的␃取り

組ん⏿いる。 

● ● ● 態度 

知識 

思考 

総括的課題 

ワークシート３ 

９～10 

 

発表 

総括的評価課題 

プレゼンテーション 

「77 期生オリジナル合唱曲」␃込めら

れた平和のメッセージを␁のよう␃演奏

表現を工夫したら聴き手␃伝わるのか,

自分の思いや意図をもち主体的␃発信

し⏾いる。 

〇 〇 〇 態度 

知識 

思考 

総括的課題 

●・・・形成的評価（指導␃活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録␃残す評価） 



6．本時の展開 

(1)本時の目標 

１．「77 期生オリジナル合唱曲」␃ふさわしい歌唱表現を創意工夫し,␁のよう␃演奏するか␃つい⏾思いや

意図をもつこ␀。(思考・判断・表現) 

 

２．主体的・協働的␃自他の歌唱表現や意見を客観的␃分析し共感の姿勢⏿接し,多様性を受け入れ相互

理解を進めるこ␀。(主体的␃学習␃取り組む態度) 

 

(2)本時の評価規準 

思考・判断・表現 

「77 期生オリジナル合唱曲」␃ふさわしい歌唱表現を創意工夫し,␁のよう␃演奏するか␃つい⏾思いや意

図をもっ⏾いる。 

 

態度 

  主体的・協働的␃自他の歌唱表現や意見を客観的␃分析し共感の姿勢⏿接し,多様性を受け入れ相互理解

を進め⏾いる。 

 

(3)本時の学習␀グローバル市民コモン・ルーブリック␀の関連 

  ①項目：寛容␂人 

  ②内容：他者の意見や考え␃対し⏾共感の姿勢⏿接し,多様性を受け入れ相互理解を進めるこ␀が⏿きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入  

１
０
分 

   

●前時の学習内容の確認 

各班⏿考えた「サビをより印象付け

るための歌唱表現」を意識し␂がら

歌う。 

 

 

 

 

 

 

●本時のめあ⏾の確認 

他の班の歌唱表現を参考␃し⏾,各

班,前回,考えた「サビをより印象付

ける歌唱表現」が,より効果的␃聴き

手␃伝わるよう␃創意工夫するこ␀

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この曲␃込めた平和の願いを再確認させる。 

この曲の最大の聴かせ␁ころがサビ⏿あるこ

␀を再確認させる。前回,発表した班の「サビ

を印象付けるための歌唱表現」を参考␃ 

・表現したいこ␀ 
・歌い方の工夫 
・２つのパートの役割 
を意識し␂がら歌うよう␃指示する。 

 

 

前回の授業⏿各班が発表した時␃自分の班

⏿参考␃したい␀考えた班の歌唱表現を参

考␃するよう␃指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究テーマ：芸術的表現␃よる芸術的意図(人間の本質␀人間の尊厳)はコミュニケーションを媒体␀し⏾受
け手␃効果的␂影響を与えるこ␀がある 

ATLスキル：思考―批判的思考スキル 

批判的思考スキルを使用し⏾,コミュニケーション␀し⏾の音楽の要素を根拠を持っ⏾特定させる 

今日のめあ⏾：他の班の歌唱表現を参考␃し⏾,各班,前回,考えた「サビをより印象付ける歌唱表現」が,より効果

的␃聴き手␃伝わるよう␃創意工夫する。 



展
開       

３
５
分         

    

 

●歌唱表現の工夫 

参考␃したい班の歌唱表現を実演し

「サビをより印象付けるための歌唱

表現」が聴き手␃より効果的␃伝わ

るよう␃␁のよう␃工夫したらよいの

か考え，実演し⏾いく。 

 

 

 

 

 

●クラス全体⏿共有 

いくつかの班␃クラス␃␀っ⏾参考␃

␂る␀考えられる班の歌唱表現を紹

介し実演する。 

 

 

 

 

 

 

●実演 

発表した班の歌唱表現をクラス全員

⏿実演する 

 

意見交流だけ⏿␂く，必ず実演し␂がら歌唱

表現を考えるよう␃声掛けする。 

班の考えがま␀まったらホワイトボード␀拡大

楽譜␃書い⏾いくよう␃指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

(演奏者) 

・前回の歌唱表現をベース␃し「工夫しよう␀

思った点」「工夫しよう␀思った理由」を中心

␃発表させる。 

・自分達が考えた歌唱表現を意識させる。 

 

(聴き手) 

演奏を聴い⏾「␁のよう␃感じたのか」意見

や感想を述べさせる。 

 

発表した班の歌唱表現を意識し␂がら歌うよ

う␃声かけする。 

 

思考 

ワークシート２ 

 

知識・技能 

演奏 

 

 

 

 

 

態度 

観察 

ま
と
め 
５
分 

       

        

  

●プロセスジャーナルを記入する。 今日の授業の中⏿「新た␂発見があったこ

␀」「␂るほ␁！！␀思ったこ␀」「共感したこ

␀」の中から１つ選び記入するよう指示する。 

思考 

プロセスジャーナル 

 

(５)準備物 

・合唱冊子 ,合唱音源,chrome book, CDデッキ 

 

７．参考文献 

・中学校学習指導要領(平成 29年告示)解説 音楽編 平成 29年 7月 文部科学省 

・「指導␀評価の一体化」のため␃学習評価の関する参考資料 中学校音楽 

 令和 2年 3月 文部科学省 国立教育政策研究所 

・中等教育プログラム MYP：原則から実践へ  

・中等教育プログラム(MYP)「芸術」指導の手引き  

・音楽的␂見方・考え方を働かせるための効果的␂指導の手立⏾の研究 

https://kawasaki-edu.jp/index.cfm/7,146,c,html/146/32-133-138.pdf

ホワイトボード␃書く内容 
●工夫しよう␀思った点 
●工夫しよう␀思った理由 

拡大楽譜␃書くこ␀ 
工夫しよう␀思った点が楽譜⏿示す␀␁の部分␃␂るのか，

␁のよう␃歌唱表現しよう␀考え⏾いるのか書く。 
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８．資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．成果␀課題 

［成果１］ 

 本題材を通し⏾「他者の意見や考えに対し⏾共感の姿勢⏿接し他者の多様な音楽表現の創意工夫や音楽の

捉え方,感じ方を尊重し多様性を受け入れ相互理解を進めるこ␀⏿自身の感性に磨きをかけ音楽表現を豊かに

するこ␀」を目標に取り組ん⏿きた。研究授業⏿実施した「サビをより印象⏽けるための歌唱表現」におい⏾各班

が考えた歌唱表現から生徒が他者から影響を受け寛容性を育めた␀捉えられる振り返りを紹介したい。 

 

［B メロを工夫した歌唱表現］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［A メロを工夫した歌唱表現］ 
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［生徒の振り返り］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［サビ 最後のフレーズを工夫した歌唱表現］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［生徒の振り返り］ 
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［事後アンケートの結果］ 

事前アンケートのデータ 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的␃答えた生徒が８４．２％⏿,あまり思わ␂い␀答えた生徒が１５．１％ 

 

事後アンケートのデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的␃答えた生徒が 99.1％⏿,工夫するこ␀が出来␂かった␀答えた生徒が 0.9％ 

 

このよう␂結果から,この題材を通し⏾生徒達が他者の意見や歌唱表現␃耳を傾け自分事␀捉え自身の歌唱表

現の工夫の参考␃した␀考えられる。 

 

［課題１］ 

 この活動を通し⏾生徒達が他者の演奏を聞き意見交流するこ␀⏿、音楽表現␃おける視野は広がった␀考えら

れる。しかし、創意工夫しよう␀考え⏾いるこ␀を文章や言葉⏿伝える␀が⏿きた␀し⏾も実際の歌唱表現␃結び

ついたか␀いう点␃おい⏾は多い␃課題が残った。教師側の技術面の指導⏿あったり、客観的␃自分達の演奏 

␀␁のよう␃向き合うのか␀言った点␃おい⏾は、改善の余地が多い␃ある␀考えられる。この題材がさら␃生徒

達␃␀っ⏾,より実感のわく内容␀␂るよう␃先行研究等を参考␃し⏾今後も探究を続けたい␀考え⏾いる。 

そう思う        ２９．５％ 
ややそう思う    ５４．７％ 
あまり思わ␂い  １５．１％ 
思わ␂い         0.7％ 

多いに工夫することが出来た     30.2% 

創意工夫することが出来た       50％ 

ある程度、創意工夫することが出来た 18.9% 

あまり創意工夫することが出来なかった ０％ 

創意工夫することが出来なかった    0.9％ 
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［成果２］ 

 事前のアンケートにおい⏾「作曲をするこ␀に興味はありますか」␀いう質問に対し⏾肯定的に答えた生徒は

44.5％⏿, あまり興味はない,興味はない␀答えた生徒は５５．５％␀いう結果だ⏻た。 

事前アンケートのデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後アンケートのデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的に答えた生徒が96.9％⏿,あまり興味を持⏼こ␀が出来なか⏻た・興味を持⏼こ␀が出来なか⏻た␀答え

た生徒が 3.1％ 

 

このような結果から最初は作曲をするこ␀に対し⏾難しいこ␀をする␀いう先入観を持⏻⏾いる生徒も多か⏻た␀

考えられるが、いざ取り組ん⏿みる␀音␀音を繋い⏿いく楽しさや自身が旋律を生み出す楽しさに気⏽いた生徒 

も多数いる␀考えられる。義務教育␀し⏾の音楽は中学 3 年生⏿最後なるが、彼らの今後の人生におい⏾、この

活動が心の片隅に残⏻⏾い⏾くれるこ␀を願⏻⏾いる。 

 

［課題２］ 

事後アンケートの中⏿、生徒の意見から旋律の作り方に⏼い⏾もう少し具体的に知りたか⏻た␀いう意見があ

⏻たため次年度は、この部分の授業内容に改善を加え継続し⏾取り組ん⏿いきたい␀考え⏾いる。 

非常に興味がある   ８．６％ 
興味がある        １２．２％ 
ある程度興味がある ２３．７％ 
あまり興味はない    ３６．７％ 
興味はない         １８．７％ 

非常に興味を持⏻⏾取り組むこ␀が⏿きた    33％ 
興味を持⏻⏾取り組むこ␀が⏿きた         44.3％ 
ある程度興味を持⏻⏾取り組むこ␀が⏿きた  19.6％ 
あまり興味をも⏼こ␀が⏿きなか⏻た 
興味をも⏼こ␀が⏿きなか⏻た               3.1％ 



理科学習指導案  

大地の成り立ちと変化 

～総括課題から逆向き設計～ 

授業者 附属池田中学校 松本 遼  

1．対象 附属池田中学校第１学年 A 組（３６名） 

 

2．単元目標 

・知識及び技能に関して  

大地の成り立ちと変化を地表に見られる様々な事物・現象と関連付けながら, 地層の重なりと過去の様子に

ついて理解するとともに, それらの観察, 実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

地層の重なりと過去の様子について, 問題を見いだし見通しをもって観察, 実験などを行い, 地層の重なり

方や広がり方の規則性などを見いだして表現しているなど, 科学的に探究する力を養う。 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

  地層の重なりと過去の様子に関する事物・現象に進んで関わり, 見通しをもったり振り返ったりするなど, 科

学的に探究しようとしている態度を養う。 

 

本単元で扱う学習指導要領での目標 

（イ） 地層の重なりと過去の様子 

ア 地層の重なりと過去の様子 

  地層の様子やその構成物などから地層のでき方を考察し, 重なり方や広がり方についての規則性を見いだ

して理解するとともに, 地層とその中の化石を手掛かりとして過去の環境と地質年代を推定できることを理解す

ること。 

 

3. 指導に当たって 

（１）単元を通して育む「グローバル市民」と学習との関連 
 ・グローバル市民の選択項目 

  主体的な人（これまでの経験や学んだこと, 試みの視点などから目標を持ち, その達成に向けて自主的に粘

り強く取り組むことができる。） 

 ・学習との関連 

  課題として, 「地層の重なりと過去の様子」の単元で学んだことを仮想の地形図と柱状図を読み解き, 過去

の土地の変化や現在の土地の様子を踏まえた解説資料を作成する。この課題を単元の初めに生徒に示すこと

で, 生徒はゴールの見通しをもって単元内の各授業に取り組むことができる。また, 生徒は単元の中で①「複数

の情報（図など）を読み取る力」, ②「複数の情報（図など）を比較, 関連付けて分析し, 推測する力」, ③「自

分の考えを他者に伝える力」の３つの力を習得することや課題の達成に向けて身につけた力を活用すること, 課

題の達成の過程で粘り強く取り組むことが必要となる。 

 ・目標達成するために身につけるべき力 

  i）複数の情報（図など）を読み取る力 

ii）複数の情報（図など）を分析し, 推測する力 

iii）課題の達成に向けて粘り強く取り組む力 



 

（２）教材観 

  ・理科の内容構成の１つである「地球」の概念の領域は更に, 「地球の内部と地表面の変動」「地球の大気と

水の循環」「地球と天体の運動」の３つに分けられる。その中で, 本単元は「地球の内部と地表面の変動」の中

の「（２）大地の成り立ちと変化」の「（ア）身近な地形や地層, 岩石の観察」, 「（イ）地層の重なりと過去の様

子」に位置付いている。これらの項目について, 学習指導要領では,  

がねらいであると書かれている。 

このねらいを達成するためには, 理科の見方・考え方を働かせる必要がある。「地球」の領域において主な見

方は, 「自然の事物・現象を時間的・空間的な視点で捉えること」であり, 考え方は「比較したり, 関係付けたり

するなどの科学的に探究する方法を用いること」である。このような理科の見方・考え方を働かせて, 「地層」や

「岩石」の観察や実験を行うことで, 基本的な知識や技能を身につけるだけでなく, 身近な土地を題材に観察

記録や資料などを分析し, 解釈することが重要となる。また, 時間の流れによって大地がどのように変化するの

か, その特徴や規則性について, モデルや図を使って考察・推測することも必要となる。 

この単元では実際に手にとって観察できるものや身近な地層, 柱状図を活用することができる。さらに, 「身

近な土地」として, 大阪の地形を取り上げる。大阪の地形は, 過去に河内湾と呼ばれる内海が広がっていたり, 

埋立てによって人工的に土地を生み出したりと, 時代とともに土地の環境が大きく変化してきたという特徴があ

る。こういった身近な土地を活用して, 単元のねらいの達成を図る。 

他教科との関連では, 数量的なデータを解釈する際に数学科の知識を活用したり, 大地の変化によって生じ

た土地を利用し人類が生活していることについて, 社会科で学習する知識と関係付けたりすることが考えられる。 

以上のことを踏まえ, 本単元の総括的評価課題を「仮想の地形図と柱状図を読み解いて, 過去の土地の変

化や現在の土地の様子を基に解説資料を作成すること」とした。表 1 は総括的評価課題の GRASPS（Goal, 

Role, Audience, Situation, Product, Standardの頭文字をとったもの）を示している。 

表 1 

Goal（目的） 仮想の地形図と柱状図から過去の土地の変化を推測し, 解説資料をつくる 

Role（役割） 理科の問題集を出版する編集者 

Audience（聞き手） 全国の中学１年生 

Situation（状況） 理科の問題集を出版する際に, 全国の中学 1 年生にもわかるような解説資料を作

成することになった。 

Product（作品） 解説資料 

Standard（評価） 思考・判断・表現, 主体的に学習に取り組む態度 

この課題では, 「地層の重なりと過去の様子」について学んだことを, 仮想の地形図と柱状図と関連付ける

力や地層の重なりや広がり方の規則性を見いだして, 仮想の地形図と柱状図から過去の土地の変化を推測す

ることが必要となる。加えて,柱状図のデータから時間の経過による土地の変化や土地の標高などの要素が加

（ア）小学校での既習事項を想起させて, 地形や, その地形をつくる地層, 岩石などを観察させることを通し

て問題を見いださせ, 身近な土地の成り立ちや広がりを理解させるとともに, その構成物の種類, 粒の大き

さや形などを調べるための観察器具の操作や記録の仕方などの技能を身に付けさせること 

（イ）野外の観察記録などを基に, 地層のでき方を考察して, 地層の重なり方や広がり方についての規則性

を見いだして理解させたり, 地層を構成する岩石や産出する化石などから, 地層が堆積した環境と生成され

た年代を推定できることを理解させること（下線部は筆者による） 



わることで, 思考が複雑化し個人での課題解決が難しい生徒がいると予想できる。そのため, 班で協働して粘

り強く取り組む力などを複合的に発揮する必要がある。 

 

ユニットの構想（26時間）※太枠は本単元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットの構想では, 『理解をもたらすカリキュラム設計』（ウィギンズ・マクタイ, 2012）の中で提唱されてい

る「逆向き設計論」を取り入れた。「逆向き設計論」では, 目標, 評価, 学習と指導の進め方を三位一体のもの

として計画することが提唱されている。そこで, まず単元末に行う総括的評価課題を設定し, 理科の見方・考え

方を働かせ, その課題に取り組めるようにする。そこから逆向きに単元構想や１時間, １時間の授業を設計した。

この単元を通して, 生徒達が大地の成り立ちについて興味・関心をもち, 複数の情報から根拠を持って推測し

たり問題を見いだしたりする力の育成を図り, 粘り強く課題に向き合う姿勢を育てていきたい。 

  

身近な大地・語る大地（11時間） 

・地形図や柱状図から過去の土地の変化を推測する 

ゆれる大地・火をふく大地（１１時間） 

・過去の土地の変化がどのような仕組みで起こったのか理解する 

・断層や鍵層などを基に過去の大地の変化をより正確に推測する 

総括的評価課題の作成（４時間） 

・これまでの学習した内容や身につけた力を活用して, 課題を作成する 



（３）児童・生徒観 

  第１学年の生徒は, 授業に前向きで課題に熱心に取り

組む姿勢がみられる。話し合い活動でも積極的に意見を

述べることができる。またこれまでの２分野の学習の中で, 

理科の見方・考え方を働かせて, 生き物の観察を行い共

通点や相違点を整理し, 分類するための観点や基準を見

いだし,表現する活動を行なった。 

本単元では, 観察結果や資料を基に規則性や関係性を

見いだしたり, 過去に起きた, 又はこれから起こると考えら

れる事象を推論したりする力を育てていく。 

令和４年度の全国学力・学習状況調査（３年生対象）に

おいて, 「理科の勉強は好きですか」という項目では, 全

国の中学３年生の肯定的意見が 66.4％であった。本学級

の生徒を含む 1 年生１４４名に, 授業アンケートを行った

（有効回答数 144 名）ところ, 同項目は 80.1％であり, 

比較対象学年は異なるが全国の中学３年生よりも理科の

勉強が好きな生徒が多い傾向にあることがわかる。しかし, 

中学２年生を対象とした TIMSS2019（国際数学・理科

教育動向調査）や高校１年生を対象

としたPISA2015（OECD生徒の学

習到達度調査）は, 生徒の理科を学

ぶ意欲や科学の意義に関する認識

が他国と比べると低いことを指摘し

ており, 日常生活と科学を関連付け

る必要があると言及している。そこで, 

本単元においても身近な題材を用いて興味・関心をひくとともに, 大地の成り立ちについて学ぶ楽しさを感じさ

せる必要がある。 

同調査では, 中学校理科の「地球」の領域における課題の１つとして「ルートマップと露頭を関連付け, 地層

の傾きを分析して解釈し, 主として時間的・空間的な視点で捉えることに引き続き課題がある」ことが挙げられ

ている（令和４年度全国学力・学習状況調査）（図 1）。実際に, 東西方向と南北方向の地層の断面である露頭

のスケッチから地層の傾きを選択する問題では, 正答率が 34.7%であった（図 2）。この課題は, 本学年の生

徒にとってもつまずきのポイントとなる可能性がある。そのため, 本単元では地層の広がりについて時間的・空間

的な視点で捉え, 複数の観察結果から分析して解釈させる活動を特に重要視して取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ルートマップと震源のスケッチから地層の傾きを考える場面 

図 2 解答結果 



（４）指導観 

教材観で記した総括的評価課題で必要となる力を身につけさせるために, 「逆向き設計論」の考え方から単

元を計画し, 本時の授業を位置付けた。そして, 総括的評価課題を達成するための力を育むだけでなく, この

単元が本来持つ魅力である, 手にとって観察できるものや身近なものを用いることができる点も大切にしていき

たい。手にとって観察したり身近なものを用いたりすることは, 生徒のイメージに残りやすいという特徴がある。一

方で, 「地球」の領域特有の時間的・空間的概念が小学校段階に比べてマクロスケールであることから, 地層

の形成過程や空間的な構造を目で見ることが難しいため, 理解することが困難を極める場合もある。そのため

各授業で, 時間的・空間的概念をスモールステップで身に付けさせたい。例えば, 柱状図を読み解いて時間の

変化に伴う土地の変化を考えさせたり複数の地点での柱状図を見比べることで水平方向だけでなく鉛直方向

の土地の変化に気づかせたりすることなどが考えられる。また, 実物教材が教科書のモデル図とかけ離れてい

ることがあり, 実物を見せることで混乱する場合もあるので, 学習状況に合わせて取捨選択していく必要がある。 

教科書に載っている土地の成り立ちと実際の土地の成り立ちのギャップに気づかせ, 自分が生活・活動する

土地の構造及び成り立ちに興味を持たせる。そのきっかけの一つとして大阪の土地を取り上げる。さらに, 地層

の特徴を見いだし, その土地の利活用方法を考えるとともに, 起こりうる災害について防災対策を講じる思考の

育成にもつなげたい。 

本時では前時に行った地層モデルの知識を基に大阪の土地の成り立ちを推測する活動を設定した。加えて, 

他の班とデータを比較することによって地層の複雑性に気づかせ, その地層を形成する過程には広範囲の土地

の変化・動きがあったことを考えさせるきっかけとする。 

 

◼グローバル市民コモンルーブリックと本時との関連について	
本時の活動の中で, グローバル市民性の要素である「主体的な人」の育成を図る。「地層の重なりと過去の

様子」についての知識や学習した内容を活用して, 土地の状況や過去の土地の変化を推測する力, 課題の達

成に向けて, 個人又は班で粘り強く取り組む力が発揮されるように本時を展開していく。 

 

4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

大地の成り立ちと変化を地表に

見られる様々な事物・現象と関連

付けながら, 地層の重なりと過去

の様子についての基本的な概念

や原理・法則等を理解するととも

に, それらの観察, 実験などに関

する基本操作や記録などの基本

的な技能を身に付けている。 

地層の重なりと過去の様子に

ついて, 問題を見いだし見通しを

もって観察, 実験などを行い, 地

層の重なり方や広がり方の規則性

などを見いだして表現しているとと

もに, 探究の過程を振り返るなど, 

科学的に探究している。 

 

地層の重なりと過去の様子に

関する事物・現象に進んで関わり, 

見通しをもったり振り返ったりする

など, 科学的に探究しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 



5．単元の指導計画（全 1１時間） 

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ ・地形や大地の構成物などの特

徴は, 大地の変化と関連してい

ることを理解する。 

・地層の単元末の総括的評価

課題を理解し, 見通しを持つ。 

総括的評価課題「仮想の地形

図と柱状図を読み解いて, 過去

の土地の変化や現在の土地の

様子についての解説資料を作

成する。」 

・地形や大地の構成物な

どを調べることによって, 

大地の変化を推測できる

こと, およびそれらを調

べる視点を理解してい

る。 

・地層を読み解くことで

過去や未来の環境を推

測することができることを

理解している。 

●   ワークシート 

OPPシート 

２ ・地層がどのようにしてできるの

かを理解する。 

・地層のでき方を, 風化

から侵食・運搬・堆積ま

での一連の中で捉え, 

水中に流れこんだ土砂の

広がり方の違いや重なり

方の規則性と関連づけて

理解している。 

●   ワークシート 

OPPシート 

３ ・地層に含まれる岩石について

堆積岩の特徴を調べて記録し, 

表などに違いや共通点がわか

るように整理する。 

・堆積岩の特徴を見いだ

し, 記録している。 

●   ワークシート 

OPPシート 

４ 地層に含まれる化石について理

解する。 

・地層に含まれる化石を

もとに, 地層が堆積した

当時の環境や形成され

た時代を推測できること

を理解している。 

●   ワークシート 

OPPシート 

５ ・実際に寒天を用いたボーリン

グ調査の仕方を体験し, 柱状

図の読み取り方を理解する。 

・地層の特徴を見いだし, 

記録することができる。 

●   ワークシート 

OPPシート 

６ 

【本時】 

・大阪のある場所での柱状図を

読み解き過去を推測する。 

・地層の特徴から, 地層

の広がりを捉えたり, 地

層が形成された過程を

推測したりすることがで

きる。 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 



・他者と関わりながら，粘

り強く課題に取り組もうと

している。 

７ ・前時で見出した, 地層のズレ

が断層によって生じたことを確

認し, 柱状図を基に上町断層

の位置と動きを推測する。 

・いくつかの柱状図を比

較し, 上町断層の位置と

動きを推測している。 

 ● ● ワークシート 

OPPシート 

８ ・実際の地層に見たてたスポン

ジを用いてボーリング調査を行

い, 複数の柱状図を比較して地

層を読み解く。 

・複数箇所の柱状図を比

較することで, 地層に傾

きが生じていることを読

み解こうとしている。 

  ● ワークシート 

OPPシート 

９ ・大地の変化とわたしたちの日

常生活とのかかわりを調べて, 

まとめる。 

・さまざまな大地に関する

事物・現象が起こるしく

みと関連づけて, 大地の

恵みと災害を理解してい

る。 

●   ワークシート 

OPPシート 

１０-１１ ・仮想の地形図と柱状図を読み

解いて, 過去の土地の変化や

現在の土地の様子を基に解説

資料を作成する。 

・地層の重なりと過去の

様子について学んだこと

を, 仮想の地形図と柱状

図と関連付けることで, 

地層の重なりや広がり方

の規則性を見いだして, 

現在の土地の状況と過

去の土地の変化を推測

している。 

・他者と関わりながら，粘

り強く課題に取り組もうと

している。 

○ ○ ○ 総括的評価課

題 

OPPシート 

※OPPシート 

  One Page Portfolio Assesment に用いるシートのことである。これは, 学習者が 1 枚のシートに学習履

歴を記録することで, 学びを外化し, 可視化する役割を果たす。 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

  



6．本時の展開 

(1)本時の目標 

・大阪城周辺の複数地点の柱状図を読み解き, 当時の環境の変化を推測し, どのように地層ができたのかをイ

ラストや文章を用いて説明する。【思考力・判断力・表現力等】 

・他者と関わりながら，粘り強く課題に取り組む。【主体的に学習に取り組む態度】 

(2)本時の評価規準 

・大阪城周辺の複数地点の柱状図を読み解き, 当時の環境の変化を推測し, どのように地層ができたのかをイ

ラストや文章を用いて説明している。【思考力・判断力・表現力等】 

・他者と関わりながら，粘り強く課題に取り組もうとしている。【主体的に学習に取り組む態度】 

（3）本時の学習とグローバル市民コモン・ルーブリックとの関連 

①項目 

  主体的な人 

②内容 

 これまで学習した地層の成り立ちや柱状図の読み取りなどをもとに, 個人及び班で粘り強く取り組むこと

ができる。 

 

（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入
  $

分 

   

・地層から大地の歴史を推測できた

ことを思い出す。 

  

柱状図を読み解き, 当時の環境の変化を推測することができ

る。  



展
開
       (

)
分
         

    

 

・Chromebookで国土地盤情報検

索サイトの操作方法を確認し, 個人

で使用して様々な地点での柱状図

を見る。 

・大阪城周辺の複数地点の柱状図

から, 当時の環境の変化を推測す

る。（個人）	
・個人で考えた意見をもとに班で, 

当時の環境の変化を推測し, WBに

まとめる。（４人班）その際に, 国土

地盤情報検索サイトに載っている柱

状図を拡大した紙に写す。 

 

・当時の環境の変化の推測をホワイ

トボード（WB）を用いて発表し, 全

体で共有する。 

 

・標高を合わせて柱状図を並べた際

に, 気づくことを記入する。（個人） 

・気づいたことを交流する。（班） 

 

 

 

・大阪城近辺の土地の現状を確認

する。 

・関西圏地盤情報ライブラリーor 国土地

盤情報検索サイトの操作方法を説明す

る。 

 

・あらかじめ設定した１つの場所の柱状図

を班（4人班）ごとに決めさせる。 

 

 

 

 

・机間巡視の際に,柱状図の記入や, 環

境の推測に困っている班の補助を行う。 

 

・柱状図に礫岩が含まれている部分と含

まれていない部分があることから, 土地の

一部が急激に変化していることに気づか

せる。 

・標高を合わせて並べて（基準を合わせる

こと）気づきを書かせる。ここで全ての班

が大阪城周辺の複数地点の柱状図を選

んでいるにも関わらず, 地層にズレが生

じていることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

・大阪城周辺の複数地

点の柱状図を読み解

き, 当時の環境の変

化を推測し, イラスト

や文章を用いて説明し

ている（思考・判断・表

現）【WB】 

*
+
,
    $

分 

 

      

        

  

・振り返りを記入する。 ・大阪城周辺の柱状図という実物のデー

タを用いて比較することの難しさについて

伝える。また, 地層のズレの部分につい

て, 次の授業で確認していくことを伝え

る。 

・他者と関わりながら，

粘り強く課題に取り組

もうとしている。（主体

的に学習に取り組む態

度） 

【OPPシート】 

 

（５）準備物 

ワークシート, Chromebook 
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８.資料 

 

 

９.成果と課題 

(１)総 括 的 評 価 課 題 の正 答 率 について 

令和４年度全国学力・学習状況調査の類似問題の正答率は76.2%という結果であった。同一問題

でないため単純比較はできないものの, 総括的評価課題に向けて授業を組み立てたことによる一定の

成果があったものと考えられる。一方で, 解説や解き方のポイントの記述の正答率は完全正答19.4％, 

一部正答51.4％という結果であった。これは、問題は解くことができるが他者がわかるようにするための

答えの導出過程に課題がある結果となった。 

今 回 , 総 括 的 評 価 課 題 から逆 向 き設 計 して単 元 の設 計 を行 なった。これにより, 教 師 側 は一 時

間 一 時 間 の授 業 の中 で生 徒 に複数の情報から根拠を持って推測したり問題を見いだしたりする力や粘

り強く課題に向き合う姿勢を育てるといった, つけたい力 が明 確 になった。一 方 , 単 元 を通 して生 徒 一

人 一 人 が総 括 的 評 価 課 題 のことを自 分 ごととしてどれだけ意 識 して, 授 業 に取 り組 めたのかというと

ころは, 課 題 が残 る。 

 

(２)学 習 後 の振 り返 り 

 本 時 の授 業 後 に振 り返 りを行 なった（ 図 ３ ） 。生 徒 Aは「 実 際 の地 層 が水 平 に堆 積 していないことか

ら逆 に環 境 の変 化 が読 み取 れる」 ことや生 徒 Bのように「 いくつかの地 点 の地 層 を比 べることで初 め

て大 地 を読 み取 ることができる」 こと, 生 徒 Cは「 ボーリング調 査 で土 地 がズレていたり傾 いていたり

することがわかるのだろうか」 という振 り返 りを行 なっていた。 



振 り返 りには,授 業 を通 して気 づいてほしかった教 師 のねらいに近 いコメントや新 たな疑 問 が生 まれて

いることがわかった。 総 括 的 評 価 課 題 からユニットを構 想 し,総 括 的 評 価 課 題 に生 徒 が取 り組 める

ようにするために一 時 間 一 時 間 の授 業 を組 み立 てた一 例 として本 時 の授 業 を提案できればと考 えて

いる。 

 

図 ３  生 徒 が記 述 した授 業 の振 り返 り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 A 生徒 B 生徒 C 



美術科学習指導案  

洞窟壁画を通し⏾美術の本質を探る 

授業者 附属池田中学校 長﨑 大樹  

1．対象 附属池田中学校第 3学年 C組（36名） 

 

2．単元目標  

令和 3 年度より全面実施され⏾いる中学校学習指導要領 解説 美術編␃おい⏾，第２及び第 3 学年美術科

の目標は以下３⏼␃ま␀められ⏾いる。 

 

（1） 主体的␃美術の活動␃取り組み美術を愛好する心情を深め，心豊か␂生活を創造し⏾いく意欲␀ 

態度を高める。 

 

（2） 対象を深く見⏼め感じ取る力や想像力を一層高め，独創的・総合的␂見方や考え方を培い，豊か␃ 

発想し構想する能力や自分の表現方法を創意工夫し，創造的␃表現する能力を伸ばす。 

 

（3） 自然の造形，美術作品や文化遺産␂␁␃⏼い⏾の理解や見方を深め，心豊か␃生きるこ␀␀美術 

␀のかかわり␃関心をもち，よさや美しさ␂␁を味わう鑑賞の能力を高める。 

 

本題材は洞窟壁画の鑑賞を通し⏾美術の本質を探る␀いうテーマ␃基⏽いた題材⏿ある。このこ␀から制作

を行わず鑑賞の活動␀␂るため,題材の根拠␀␂る目標は上記（１）及び（３）␃基⏽く。 

また,本題材␃おい⏾は,自らの考えを深めるだけ⏿は␂く他者の意見や考えを取り入れ,またフィードバックを行

うこ␀⏿相互作用的␃深め⏾いくもの⏿ある。そこから,本学附属池田中学校が研究テーマ␀し⏾いる「グローバ

ル市民」の育成␃関するルーブリック␃おい⏾は,「寛容␂人」を意識し⏾目標を設定したい。 

 

学習指導要領,コモンルーブリック,題材の特性を基␃美術科␃おい⏾は以下の単元目標を設定した。 

 

・知識及び技能␃関し⏾  

  洞窟壁画␃⏼い⏾の基本的␂事実を知り,理解するこ␀が⏿きる。 

 

・思考力，判断力，表現力等␃関し⏾ 

  洞窟壁画␃⏼い⏾自分自身の見方を考え,他者の意見を取り入れ␂がら想像力を高め,自身の見方や感 

じ方を深めるこ␀が⏿きる。 

 

・学び␃向かう力，人間性等␃関し⏾ 

洞窟壁画␃⏼い⏾自ら考えるこ␀や,他者の考えを聞くこ␀を通し⏾人類の創作活動の衝動␃触れるこ␀ 

⏿,美術活動␀人間␀の関わり␃関心を持⏼こ␀が⏿きる。 

 

 

3. 指導␃当た⏻⏾ 

（１）単元を通し⏾育む「グローバル市民」␀学習␀の関連 



本題材␃おい⏾は,自らの考えを深めるだけ⏿は␂く,他者の意見や考えを取り入れ,またフィードバックを行 

うこ␀⏿相互作用的␃深め⏾いくもの⏿ある。そのため,特␃班⏿の共有や,最終的␂全体⏿の共有␃⏼い⏾は,

コモン・ルーブリック␃も示され⏾いる「寛容␂人」が関連⏽けられる。 

目標達成するため␃付けるべき力␀し⏾は以下の２⏼⏿ある。 

 

・自らの考えを深められる力 

他者の意見を共感的␃傾聴する前␃,自らの意見を考え,深めるこ␀⏿,他の視点からの意見や考えを受容しや

すく␂る。 

・他者の意見を傾聴する力 

ただ聞くだけ⏿は␂く,何が言いたいのかを理解し␂がら聞くこ␀⏿,より「寛容␂人」␃近⏽くこ␀が⏿きる␀考

える。 

 

（２）教材観 

 およそ数万年以上前␃描かれたアルタミラ洞窟壁画や,ラスコー洞窟壁画␂␁␃代表される洞窟壁画は,␂ぜ

描かれたのだろうか␀いう観点から見る␀いまだ␃多くの謎が残る。当時の旧石器時代人␃よる遊戯説,野獣の

捕獲のためのイメージを伝える機能のため␃描かれた␀いう説,または呪術␃使用され⏾いた␀いう説␂␁世界

中の研究者達がこれま⏿␃様々␂説を唱え⏾いる。 

ある壁画は天井高く␃動物が描かれ⏾いる。または洞窟の奥,暗く⏾誰␃も見え␂いよう␂場所␃描かれ⏾いる

壁画もある。本題材は,そのよう␂洞窟の様々␂場所␃描かれた壁画␃⏼い⏾生徒たちが「␂ぜ描かれたのだろ

う」␀いう視点から,自分の考えをま␀め,共有し,深め⏾いくもの⏿ある。 

本単元は,授業時間３時間分の設定⏿ある。１時間目␃は洞窟壁画␃⏼い⏾の現在判明し⏾いる基本的␂事

実␃⏼い⏾の説明を行う。洞窟は␁のよう␂␀ころ␃あり,洞窟の環境は␁のよう␂もの⏿あ⏻たか,また,洞窟壁

画は␁こ␃何⏿描かれたのか␀いう情報を理解する。情報の提示の必要性␀し⏾は,この後の自らの考えを深め

⏾いく段階␃おい⏾,事前␃情報が␂い␀自らの考えの根拠を求められ␂い␀考えるからだ。しかし,この段階⏿

は,␂ぜ描かれたか␃⏼い⏾␁のよう␂説が現在提唱され⏾いるかをこちらから伝え␂いよう␃したい。先行研究

␂␁を伝え␂いこ␀␃より,自由␂発想を基␃考えるこ␀を期待したい。 

 この題材を通し⏾,生徒たち␃は美術や表現活動は古代より人間の本質␀深く結び⏼き,現代␃も受け継がれ

⏾いるこ␀を理解し,感じ⏾欲しい。また,美術␀言われ⏾いる活動の多くは大きく考える␀他者␀のコミュニケーシ

ョンが源泉␃あり,洞窟壁画もその例外⏿は␂い。生徒たち␀意見を交流し␂がら,コミュニケーションツール␀し

⏾の美術の可能性も示唆するこ␀が⏿きれば,生徒たちの今後の創作活動がより身近␃感じられる␀考える。 

また,以下生徒観␃あるよう␃,生徒たちは３年間を通し⏾美術史の授業␃取り組ん⏿きた。人類の創作活動の

本質が見られる洞窟壁画␃⏼い⏾考えるこ␀⏿,これま⏿の美術史を「␂ぜ描いた（作⏻た）のか」␀いう視点か

ら関連⏽けるこ␀␃より,学びの連続性を持たせたい␀考え⏾いる。 

 

（３）生徒観 

 本学級の生徒を含む第 3 学年の生徒はこれま⏿,１年次␃平安時代␂␁の日本美術史,２年次␃古代ギリシャ

␂␁の西洋美術史,３年次⏿はダダイズムからシュールレアリズム,抽象絵画やポップアート␂␁現代の美術をそ

れぞれのムーブメントの特徴␀意義を学習し⏾いる。美術史の授業␃おい⏾,生徒たち␀共␃様々␂こ␀を考え⏾

きた。２年次のギリシャ美術⏿は,ギリシャの神々は美しい人間の肉体をし⏾いるこ␀から,「美しい␀は␂んだろ

う？」␀いうテーマ⏿自らの考えを文章⏿表現し,共有し⏾考え⏾きた。３年次⏿は,上記␃挙げた現代美術史の



流れを学習する前␀後⏿の美術␃対する考えや感じ方の変化␃⏼い⏾文章⏿考えた。このよう␂思考活動を通

し⏾,生徒たちは美術史をツール␀し⏾自己の考えや感じ方を発見したり深めたりする経験を積ん⏿き⏾いる。 

 今回の題材⏿ある,洞窟壁画から美術の本質␃迫る,␀いうこ␀は,答えが␂く中学生␃␀⏻⏾難しい題材⏿ある。

そのよう␂難しい題材␃取り組むため␃,美術科␃おい⏾は答えの␂い問いや自らの考え␃⏼い⏾振り返⏻たり

発見したりする活動を積み重ね⏾きた。美術科以外の教科␃おい⏾も,IB 教育の学習者像␃もあるよう␃「探究

する人」「考える人」␀いうテーマの基,３年間を通し⏾様々␂積み重ねがあるため,本時の生徒たちの考えや発

想␃期待するこ␀が⏿きるだろう。 

しかし␂がら,現代美術の授業を行う前,␀く␃現代␃おける「美術」の一般的␂捉えられ方␃おい⏾,美術が選

ばれた感性の鋭い人間のみが楽しむもの⏿ある␀いうよう␂誤解が生徒たち␃あるよう␃見えた。現代美術の授

業後␃生徒たちが行␂⏻た振り返りからは「現代美術の授業を受けたこ␀⏿,美術作品を見る目も変わ⏻たし美

術␃も⏻␀興味がわいた」「機会があれば美術館␃行⏻⏾実際␃見るこ␀⏿いろいろ␂時代の美術␃触れ⏾み

たい」␂␁の感想が数多くあり,美術が身近␃感じる生徒も少し増えたよう␃感じるが,未だも⏻⏾「美術」は自分

からは遠いもの␀感じ⏾いる生徒もいるだろう。 

 

（４）指導観 

本題材⏿は,１時間目から２時間目␃かけ⏾,文章␃よ⏻⏾考察し,自らの考えを深める時間␀する。ここ⏿は,思

い⏼いたこ␀を自分␂りの思考␃よ⏻⏾深めるこ␀が必要⏿ある。洞窟壁画␃対し⏾␁のよう␂見方や立場を␀⏻

⏾も構わ␂いが,自分␂りの理由を示すこ␀を指導する必要がある。研究者⏿は␂いの⏿,みずから調査した根

拠␂␁を示すこ␀は難しいが,自らの学習経験や人生経験␂␁␃照らし合わせたりするこ␀␃よ⏻⏾自らの見方を

考え,後␃他者の説や先行研究を検索する␂␁し⏾,洞窟壁画␃対する自分の見方の理由を考える。 

２時間目の後半␃は学習班⏿見方の交流を行う。自らの考えを他者␃読ん⏿もらい,フィードバックをもらう時

間時␃したい。自分だけ⏿は気⏽か␂い違和感␃気⏽く␀␀も␃,さら␃自分の考えを深める時間を持ちたい。 

３時間目は本時⏿ある。この時間⏿クラス全体␃意見を共有し,全体から出た意見を基␃教師␀生徒␀共␃

「␂ぜ描かれたのか」␀いう大き␂疑問␃⏼い⏾考えたい。前時␃考えを深めたものを学習班⏿共有し,共有した

ものを全体␀さら␃共有する。具体的␃は,黒板␃それぞれの班の意見を記入し⏾もらい,その後発表し⏾もらう。

最終的␃出た意見を教師が見␂がらその場⏿ま␀め⏾いく。そのため,即興性の強い授業␃␂り,各クラス⏿出た

意見␃より␁のよう␃展開するかはわから␂い。しかし,黒板␃書かれ,発表された意見から導きたいこ␀は,”美

術は␂ぜ存在し⏾いるのだろう”␀考えるき⏻かけを作りたい␀いうこ␀␀,”現代の美術␀洞窟壁画は␁のよう

␃関連し⏾いるのだろう”␀いうこ␀⏿ある。␂ぜ存在し⏾いるか,また,現代の美術␀の関連の中␃,美術が他者

␀のコミュニケーションのツール␀し⏾機能し⏾いる側面も伝えられたら␀考える。 

 

今回の題材␃おい⏾は,自らの考えを深める作業を行う。自分の考えを恥ずかしがらず,積極的␃展開し⏾いく

こ␀が⏿きるよう␃,導入␃おい⏾自由␂意見や考えを期待する旨の声掛けを⏿きるかぎり行う。自由␂意見や考

えを求め␂がらも,自分␂り␃考えた根拠を示すこ␀を伝えるこ␀が大事だろう。また,この題材のよう␂,答えの␂

い問いを考えるこ␀が苦手␂生徒もいるため,生徒間⏿意見を交流し,お互い␃フィードバックを得られる時間を

作りたい␀考える。今回の題材⏿は意見や考えを改善・発展させられるよう␃ロイロノート␂␁を用い⏾「フィード

バックシート」（図.1）を使う␂␁し⏾教師や生徒同士⏿お互い␃発展的␂フィードバックを送るこ␀⏿,他者の考    

え␃触れる␀␀も␃,自らの考えを深める機会␀したい。                                      

 

 



 

 

 

 

 

 

 

                                                                    

        フィードバックシート（図.1）                     フィードバックを用い⏾考えを深める 

 

生徒たちが自由␃発想し,考えるこ␀が⏿きるよう␃,⏿きる限りす⏿␃多くの人が提唱し⏾いる仮説はあらかじ

めこちらから提示し␂い⏿おきたい。提示し␂いこ␀␃より,こちらの求める方向性を忖度するよう␂こ␀を避けた

い。自ら見方を考えた後,根拠を考えるため␃検索するうち␃他説を発見するこ␀␃関し⏾は否定し␂い。そのた

め,最初␃考える際␃クロームブックを閉じ⏾紙の上⏿考えた後␃情報の収集を行うこ␀⏿,初めから他者の説を

トレースするこ␀を避けたい。    

本時␃おい⏾は,様々␂意見が出るこ␀が想定され,␁のよう␂授業展開␃␂るかは当日の出た意見␃よ⏻⏾変

わ⏻⏾くるだろう。本題から逸れた様␂意見も出るだろう␀想定されるが,そのよう␂意見もあらかじめ指導し⏾適

切␂もの␃変更させるの⏿は␂く,⏿きる限り組み込ん⏿,人類の創作活動の本質␃迫るよう␂取り組み␃したい

␀考える。 

 

 

4.評価規準 

知識・技能（①） 思考・判断・表現（②） 主体的␃学習␃取り組む態度（③） 

・洞窟壁画␃⏼い⏾の基本的␂事

実を理解し⏾いる。（1） 

・洞窟壁画␃⏼い⏾自分自身の見

方を考え文章⏿適切␃表現し⏾い

る。（1） 

・他者の意見を取り入れ,自分自

身の見方や感じ方を深め⏾いる。

（２） 

 

・洞窟壁画␃⏼い⏾自ら積極的␃

考え,思考しよう␀し⏾いる。（1） 

 

・自分の考えをわかりやすく他者␃

伝えよう␀し⏾いる。（2） 

 

 

5．題材の指導計画（全３時間） 

時間 学習内容 主␂評

価規準 

評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ ・本題材␃⏼い⏾の概要を知る。 

・洞窟壁画␃⏼い⏾の基本的␂事実␃⏼い⏾

知る。 

・「洞窟壁画は␂ぜ描かれたのか」␀いうテー

マ␃基⏽い⏾個人⏿考える。 

②-1 

③-1 

 

         ・ワークシート 

・観察 



２ ・情報を検索する␂␁し⏾考えを深め,テーマ

␃⏼い⏾の文章を完成させる。 

・学習班のメンバー␃自らの文章を読ん⏿も

らい,フィードバックをもらう。 

・フィードバックを基␃,もう一度自分␂り␃考

え,修正したり深めたりする。 

 

②-1,2 

③-2 

 

         ・ワークシート 

・観察 

３【本時】 ・フィードバックを基␃改善した洞窟壁画␃対

する見方を班⏿共有する。 

・班⏿共有したこ␀を全体⏿共有する。 

・それぞれの説の共通点␂␁をクラス全体⏿

考えたあ␀,全体を振り返る。 

②-2 

③-1,2 

 

※ ◯ ◯ ・ワークシート 

・振り返り 

●・・・形成的評価（指導␃活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録␃残す評価） 

※本題材中␃おい⏾知識技能を評価するこ␀はせず,定期考査⏿評価を行う。 

 

6．本時の展開 

 

(1)本時の目標 

・洞窟壁画␃⏼い⏾自ら考えるこ␀や,他者の考えを聞くこ␀を通し⏾人類の創作の始源␃触れるこ␀⏿,美術活

動␀人間␀の関わり␃関心を持⏼こ␀が⏿きる。 

 

・他者のフィードバックを取り入れ,自らの考えを言葉⏿他者␃伝えるこ␀が⏿きる。  

 

(2)本時の評価規準 

・洞窟壁画␃⏼い⏾自ら考えるこ␀や,他者の考えを聞くこ␀を通し⏾,美術や表現の意義␃⏼い⏾考えよう␀し⏾

いる。 

 

（3）本時の学習␀グローバル市民コモン・ルーブリック␀の関連 

①選択項目 

 寛容␂人 

 

②学習␀の関連  

本題材␃おい⏾は,自らの考えを深めるだけ⏿は␂く,他者の意見や考えを取り入れ,またフィードバックを行 

うこ␀⏿相互作用的␃深め⏾いくもの⏿ある。特␃班⏿の共有や,最終的␂全体⏿の共有␃⏼い⏾は,コモ 

ン・ルーブリック␃も示され⏾いる寛容␂人の在り方⏿ある, 

 

他者の考え方や意見␃対し⏾共感の姿勢⏿接し,多様性を受け入れ相互理解を深めるこ␀が⏿きる 

 

␀いう部分␃強く関連する␀考えられる。 

 



（4）展開 

学習過程 
学習活動および内容 指導上の留意点 

評価の観点・

方法 

導
入  

５
分 

   

・前時の振り返り 

 

 

 

 

・本時の流れの確認 

 

・本時の目標の確認 

 

 

・ワークシートの確認 

 

・前時ま⏿の取り組み⏿ある考えるこ␀,共有する

こ␀,フィードバックをもらいさら␃考えるこ␀の一

連の流れをもう一度復習する。 

 

 

・本時␃班から板書を行う生徒␀,発表を行う生

徒がいるこ␀も触れ⏾おく。（発表係␀板書係␃

⏼い⏾は前時␃決定し⏾おく） 

 

・前回休みだ⏻た生徒␃対する声掛けも行う。 

 

展
開 

①
（
個
人→

班
共
有
）   

２
２
分         

    

 

・自分の考えを５～10分間⏿もう

一度見直す。 （5～10分） 

 

・5分後,この後の共有の流れを聞

き,理解する。（3分） 

 

 

 

・班⏿共有する（8分） 

・一人 2分⏿発表 

 

・共有が終われば,各班の書記係

の人が前の黒板␃班⏿出た意見

を書き␃いく。（７分） 

・ここ⏿書き直し⏾も構わ␂い␀伝える。 

 

 

・␁のよう␃班⏿発表するか,聞く方は␁の様␃

聞く必要があるかを指示する。ワークシート（ロイ

ロノート）␃発表の内容をま␀めるこ␀や,書記係

の生徒は内容をま␀めるこ␀が必要⏿ある␀伝え

る。 

 

 

 

・わかりやすく端的␃書き,補足は発表の時␃行

うよう␃指示。 

 

ここの 

   

展
開
②
（
班→

全
体
） 

１
３
分 

       

        

  

・全⏾の書記係が板書を終えたら

各班⏿出た考えを発表する。 

（１３分） 

 

 

・それぞれの発表を聞き␂がら,教師が感想のコ

メントをし⏾いく。もし⏼␂がりがあるものが出た

ら黒板を使い,色を分け␂がら示す。 

 



   

ま
と
め
と
振
り
返
り
（
全
体→

個
人
） 

１
０
分 

       

        

  

・全体の意見を確認する。教師のま

␀めを聞く。 

 

 

 

 

 

 

・授業をうけ⏾個人振り返り 

・全体の意見を見␂がら,教師がま␀めたりコメン

トを行う。様々␂考えを取り入れ␂がらま␀め⏾い

く。また,場合␃よ⏻⏾は個別の意見␃対し⏾生徒

␃根拠や␂ぜそのよう␃考えたかの説明を求め

る。 

・今回の授業テーマ␃も触れ␂がら,原始の美術

が今の美術␃␁の様␃⏼␂がるのか,␂ぜ美術

を学ぶのか␂␁も含め⏾説明が⏿きる␀良い。 

・ワークシート 

・振り返り 

 

（４）準備物 

 ・クロームブック  

 

７.参考文献 

木村重信. 「木村重信著作集第一巻 美術の始源」.思文閣出版.1990年 

五十嵐ジャンヌ. 「␂ん⏿洞窟␃壁画を描いたの？美術のはじまりを探る旅」.新泉社.2021年 

五十嵐ジャンヌ. 「洞窟壁画考」.青土社.2023年 

齋藤亜矢. 「ヒトは␂ぜ絵を描くのか 芸術認知学への招待」.岩波書店.2014年 

小川勝.「構造主義的解釈の諸問題 ― 洞窟壁画の解釈をめぐ⏻⏾ ―」. 鳴門教育大学研究紀要 第 27巻 

 2012年 

小川勝. 「ショーヴェの洞窟壁画再論」. 鳴門教育大学研究紀要  第３６巻.２０２１年 

小川勝. 「ラスコー洞窟壁画の芸術性」. 鳴門教育大学研究紀要  第３７巻.２０２２年 

 

中原祐介編著.「ヒトは␂ぜ絵を描くのか」.フィルムアート社.2001年 

 

７.成果␀課題 

 

授業後の振り返りより,生徒たちは本授業⏿設定し⏾いた単元目標⏿ある以下の点を学習するこ␀が⏿きた␀

考えられる。 

・自分自身の見方を考え,他者の意見を取り入れ␂がら想像力を高め,自身の見方や感じ方を深める 

 

今回の授業を通し⏾,考える観点␃よ⏻⏾見え方が変わるこ␀がわか⏻た。過去の歴史,地理的␂位置

関係,人間␀動物の関わり方,宗教的␂文化␂␁様々␂考え方があ⏻た。班の人␀の交流やクラス内⏿

の発表を通し⏾,自分一人⏿は思い⏼か␂か⏻た説␃触れるこ␀が⏿き⏾␀⏾も面白か⏻た。 

 

このよう␂意見は多数見られた。生徒たちは交流を繰り返すこ␀␃より,自分自身の見方や考え方を客観視する



こ␀が⏿きた␀考えられる。他者の意見やフィードバック,または見方を自ら␃取り込むこ␀⏿,一人⏿は考えられ

␂か⏻た⏿あろう深みのある意見␃到達するこ␀が⏿きた␀考えられる。 

 

・人類の創作活動の衝動␃触れるこ␀⏿,美術活動␀人間␀の関わり␃関心を持⏼こ␀が⏿きる 

この単元目標␃関し⏾は,以下のよう␂振り返りが見られた。 

 

今回の授業⏿は洞窟壁画␃関し⏾,全員が同じ情報を与えられ⏾いる␃も関わらず,それぞれが考える

洞窟壁画の意味はか␂り異␂⏻⏾いたし,もし似⏾い⏾も少しニュアンスが違⏻⏾いたりし⏾いた。このよ

う␃,1 ⏼の事柄␃対し⏾様々␂意味をもたせるこ␀が⏿きたこ␀から,洞窟壁画␃はその時の人々の状

況␃合わせ⏾,様々␂意味が持たされ⏾いたの⏿は␂いか␀考えた。 

 

 

今回の授業を通し⏾,今定められ⏾いる過去への出来事␀いうものは,これま⏿の人々が,発見された証

拠を元␃当時の環境や状況␂␁から考察し,断定し⏾いるのだろう␀考えた。だから歴史は一⏼の証拠

⏿簡単␃一変するかもしれ␂い␀いうこ␀が凄い␀感じた。 

 

 

これらの意見は,洞窟壁画の考察および共有を通し⏾,芸術␂いしは美術活動␀され⏾いるものが時代や,発

見されたものの影響␃よ⏻⏾定義されるこ␀を理解したこ␀を示し⏾いる。また,美術活動だけの解釈␃␀␁まらず,

古代壁画美術を通し⏾人間の生活,活動ま⏿幅のある気⏽きを得たこ␀も示し⏾いる␀言えるだろう。これらのよ

う␂振り返りは多数見られたため,本単元␃おい⏾は単元目標␃迫る活動が行われた␀考えられる。 

 

単元目標␃迫るこ␀が⏿きた要因␀し⏾は,生徒たちそれぞれが資料を基␃自由␃発想を展開⏿きたこ␀␀,

その発想を心理的抵抗␂く発表したり共有するこ␀が⏿きたこ␀が大きい␀考え⏾いる。心理的␃抵抗が␂い状

態⏿か⏼,自らの意見をし⏻かり␀考えるよう␂雰囲気や空気感を作るため␃は,1年次から先を見通した教科指

導が必要␃␂るだろう。今回の単元を通し⏾,改め⏾ 3年間を見通し,目標や␂りたい姿を想定し␂がら連続した

指導を行うこ␀の大切さを実感するこ␀が⏿きた。 

その目指すべき姿␀し⏾,本学の「グローバル市民」の育成␃関するルーブリック␃おける「寛容␂人」が当⏾

はまる␀考えられる␀共␃,目指すべき姿を学校園␀し⏾定義するこ␀の意味や効果を確認するこ␀が⏿きた␀感

じる。 



技術・家庭科（技術分野）学習指導案  

自動車の自動走行について考える 

～計測と制御～ 

授業者 附属池田中学校 淺野浩志  

1．対象 附属池田中学校第３学年 D組（３６名） 

 

2．題材目標 

・知識及び技能に関して 

生活や社会に利用されている計測・制御システムの仕組みを理解する 

安全・適切なプログラムの制作，動作な確認及びデバック等ができる技能を身に付ける 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

生活や社会の中から情報の技術の見方・考え方を働かせて，問題を見いだして課題を設定し解決する

力を身に付ける 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，自分なりの新しい考え方や捉え方によって課題の解

決に主体的に取り組もうとする態度を培う 

学習を振り返って改善・修正することで、情報の技術を工夫し創造しようとする態度を培う 

 

３. 指導に当たって 

（１）題材を通して育む「グローバル市民」と学習との関連 

①選択項目 探究力のある人 

②学習との関連 

 本校で設定したコモン・ルーブリックでは「自らの問題として，身近なコミュニティーから課題を見

出し，その解決策に向けて取り組み，振り返りながら追究することができる。」としている。（図１） 

 そこで，本授業においては身近なコミュニティー 

として日本における車産業を取り扱い，その中から 

自動車で使用されている自動運転を基に社会から 

の要求に基づく利便性，社会経済に及ぼす影響， 

自然環境並びに情報環境への負荷，安全性などの 

課題点から解決策を考える取り組みを行い，課題 

解決におけるプログラミングを難易度に応じて身に 

付け，振り返りを行っていくことにより，シーズを 

高め，より高度な問題解決を行えるように学習して 

いくような活動を行った。                       図１ 本学校園で制作したコモン・ルーブリック 

③目標達成をするために着けるべき力 

学習との関連と教科の特性を考え，本学習において目標達成するため用の力を 

・知識及び技能に基づきよりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，自分なりの新しい考え方や捉

え方によって解決しようとする技術の発達を主体的に支える力 

・プログラムの制作を通して学習内容と社会との関連を考える時に技術の見方・考え方を働かせ自己調

整をしながら最適解を考えるような技術革新を牽引する力 



上記の二つに定めた。 

（２）教材観 

 中学校技術・家庭科において育成を目指す資質・能力として学習指導要領では， 

ア「なにを理解しているか，何ができるのか（新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評

価の充実）」 

イ「理解していること・できることをどう使うのか（新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた 

教科･科目等の新設や目標･内容の見直し）」 

ウ「どのように社会・世界と関わりよりよい人生を送るか（主体的･対話的で深い学びの視点からの

学習過程の改善）」 

の 3つに整理された。 

また，アの内容で触れられている資質・能力については 

・生きて働く「知識及び技能」の習得 

・未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成 

・学びを人生や社会に活かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養 

の３つにまとめられた。 

これらの資質・能力を育成するために，本校の技術・家庭科（技術分野）では，座学における知識の

定着，実習における正しい技能の習得，そこで得られた知識及び技能を基に，技術の見方・考え方を働

かせ，様々な社会の抱えている問題に対し，課題を設定し解決策を模索し最終的に自らの最適解を理論

づけて論述，発表するような学習を行っている。技術分野はその教科の特性上，「あるものの探究」で

はなく「あるべきものの探究」を行う教科である。そのような学習と教科の特性を踏まえ，技術分野の

目標である「技術革新を牽引する力」と「技術の発達を主体的に支える力」の育成につなげたいと考え

た。 

現在，もしくは未来の日本が抱えている問題として，人口減少による労働人口の減少に伴う労働力の

低下や，自然災害に対する防災，少子高齢化に伴う体が不自由な人や高齢者に対する介助，環境問題な

どが挙げられている。このことは内閣府のホームページや様々なメディアの報道からも見てとれる。 

特に人口減少と少子高齢化に伴う労働人口の減少については深刻で，総務省の資料とホームページを

基に見てみると，日本の人口は 2004年をピークに，今後 100年間で 100年前（明治時代後半）の水

準に戻っていく。1000年単位で見ても類を見ない，極めて急激な現象が起こるとされる。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 我が国における総人口の長期的推移 



そのような中で，旧経済産業省が所管する日本生産性本部が 2018年をベースで公表した「OECD加

盟国の時間等当たり労働生産性・G7 諸国の時間当たり労働生産性の順位の変遷」（図３）とホームペ

ージに記載されてある記載内容を見てみると，国民 1人当たりのGDPにおいて就業 1時間当たり 46.8

ドル（4744円相当）で OECD加盟 36か国中 21位となり OECD諸国の平均と比較しても平均をより

下回っている現状であることがわかる。また，先進 7 か国（G7）の中では断トツで最下位の状態が続

いている。さらに 2023年調べでは 38か国中 30位と状況は年々悪化の一途をたどっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ OECD加盟国の時間等当たり労働生産性」 

 

そのような中で問題に対しての打開策が講じられているが，その一つに内閣府から出された

Society5.0にむけての取り組みがあげられる。Society5.0では，これからの社会をよりよくしていく

ためには，情報技術に伴う AI やビッグデータ活用が考えられており，少ない労働人口であってもこれ

らを適切に使用することで「持続可能性と強靭性を備え，国民の安全と安心を確保するとともに，一人

一人が多様な幸せ（well-being）を実現できる社会」につながるとされている。 

そこで，このような世の中を形成していくために必要な日本の IT 人材について経済産業省まとめた

「海外 IT人材と日本の IT人材のスキル標準レベルの比較」資料（図４）を基にスキル水準レベルにつ

いて着目してみると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 各国の ITスキル標準レベル 



【レベル 1】最低限求められる基礎知識を有している人材 

【レベル 2】基本的知識・技能を有している人材  

【レベル 3】応用的知識・技能を有している人材 

【レベル 4】高度な知識・技能を有している人材 

【レベル 5】企業内のハイエンドプレーヤー  

【レベル 6】国内のハイエンドプレーヤー 

【レベル 7】国内のハイエンドプレーヤーかつ世界で通用するプレーヤー 

のｑ7段階にレベル分けされていることが見て取れる。そのレベルについて各国と日本のスキルレベル

を比較していくと，米国は「高度な知識・技能を有している人材」のレベルに回答者の平均レベルに到

達していることがわかる。また，インドや中国においては「応用的知識・技能を有している人材」の後

半に平均レベルが到達していることがわかるが，日本においては，「応用的知識・技能を有している人

材」の前半にとどまっている状態であり，世界的な規模でみてもレベルアップが必要な状況であること

が見て取れる。また，「ビッグデータ」「IoT」「人工知能」をになう人材においても経済産業省が出し

ている「ＩＴ人材育成の状況等について」を参考に見てみると 2020年時点で 19.3万人が不足されて

いると試算されており，我が国における高い情報活用能力を持った人材の育成が必要不可欠であること

がわかる。そのような中で小学校では 2020 年から小学校においてプログラミング教育が必修化され，

高校では 2022年に共通科目「情報Ⅰ」が新設され，プログラミングを含む情報システム科目が必修化

された。さらに 2025年から大学の共通テストに「情報」が新設され受験の必要科目となる予定である。

そのような中で，中学校技術分野では 2021年から「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテン

ツのプログラミング」と「計測・制御のプログラミング」が必修化されている。このことから，中学校

技術・家庭科（技術分野）における計測・制御のプログラミングを学ぶことが必要であり。これからの

日本を支える技術としてとても重要な要素であると考える。 

 学習の仕方を考えたときに前述した様に社会はいろいろな問題を抱えており，VUCAと呼ばれる時代

に突入したと言われている。VUCAとは Volatility（変動性），Uncertainty（不確実性），Complexity

（複雑性），Ambiguity（曖昧性）の頭文字をとった造語で，世界全体が極めて予測困難な状況に直面

しているという時代認識でもある。急速に進んだグローバリゼーションの中で日本もこの環境に翻弄さ

れることは予想されるが，これらのすべては日本文化がすでに内包してきた特徴であり，変化に寄り添

い（Volatility）不確実なものと遊び（Uncertainty）複雑さを暮らしに生かし（Complexity）曖昧さを

共有（Ambiguity）してきた。そのような時代を生きていく子どもたちには，よりその時代の問題を解

決していく力が求められており，既知の知識と技術を組み合わせ，個人で考えることと他者と対話し協

働的に問題を取り組むことで考えを深め，技術の見方・考え方を働かせ問題を解決するために最適解を

見出していくことが重要である。このように主体的な学習，対話的な学習を通し深い学びにつなげてい

き，その学びを実生活につなげ社会の問題を解決し持続可能な社会築いていくことが必要であると考え

る。 

 

（３）生徒観 

 小学校におけるプログラミングが 2020年に必修化されたが，この数年間にプログラミング学習を小

学校で行われていないケースもあり，全国的に問題となっている。実際に学校の教育支援を行っている

企業である「みんなのコード」が全国の小学校教員 1037名を対象に令和 3年に行ったアンケートでは

下記のような結果が得られている。（図５） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 小学校で行った学年別学校でのプログラミング教育の実施状況（令和 3年度） 

 この調査から令和 3年度時点で小学 6年生の約 6割の児童が 1時間以上経験していると答えている

一方，行っていないと回答している割合が 4割弱あり，中学校に未履修で上がってきているケースも多

く見受けられてしまっている。この調査から 3年たち少しは現状において改善が図られているとは思わ

れるが，この時に同時に行った，プログラミング学習における難しさについて調べられた内容では，「一

人一台端末はあるがネットワークの設備が充実していない」などの設備によることや「教員の手が回ら

ず専門知識がない」「どのような教材を使用したらいいかがわからない」などの教えるべき内容の難し

さと教員の指導力が影響していると理由で述べられていた。さらに NPO 情報セキュリティーフォーラ

ムが令和 3 年度に実施した調査において，教員対象のプログラミング教育の概要に関する研修はある

か？という質問に対して回答した小学校 80校中，24校が実施していると答えたのに対して 56校は実

施していないとなっており，教員が情報に関する知識をえられる場においても十分ではなく現在過渡期

であるという事実がアンケートからもうかがえる。ここ数年間，本校においても授業を行う中で，生徒

が小学校で履修していない状態もしくは履修したことを忘れている状態で中学校に上がってきている

ケースも多々見受けられ，生徒自身が持っている能力や技能が「わかっている者，できる者」と「学習

をしてきていない，わからない者」で二極化していると感じていた。そこで今年度の生徒の現状を把握

する為にアンケートを実施した。すると下記のような結果が得られた。 

質問１ 小学校の授業でのプログラミング学習の状況 

しっかりと学習し

た 

学習を行った 学習をしたがあまり記憶に残ってい

ない 

学習をしていない 

4.1% 28.8% 47.9% 19.2% 

このことから，小学校で必修化されたにもかかわらず約 20％の生徒が学習を履修していないもしく

は，生徒が履修したことを覚えていない状態であることがわかる。また，学習をしていても約 50％の

生徒が，学習内容が記憶に残っていないことがわかった。 



そのような中で，どの程度，内容を把握できているかを確認するために次のような質問を行った。 

質問２ 「順次処理」「条件分岐」「条件繰り返し」などのプログラムを基本的に構成する構造を理解

している。 

理解している なんとなくではあるが

理解できている 

あまり理解できていな

い 

知らない・わからない・

理解できていない 

9.6% 27.4% 31.5% 31.5% 

 このことから，プログラムを構成する代表的な要素を約 6割の生徒が理解できていないことがわかっ

た。次に生徒達がどれぐらいプログラミングについて必要性を感じているかを確認するために下記の複

数の質問を行った。 

 

質問３ これからの日本の社会（少子高齢化や災害対策，外交問題などの予測が困難とされる社会）に

おいて AIやビッグデータの活用は必要不可欠だ。 

必要不可欠だと思う どちらかといえば必要

だと思う 

どちらかといえば必要

ではない 

必要ではない 

74％ 24.7％ 1.３％ 0％ 

 

質問４ 普段生活をしていて，電化製品や携帯電話，タブレット等を使用しているときにプログラムが

作動していると意識をしたことがある。 

よくある たまにある ない・考えたこともない 

20.5% 39.7% 39.8% 

 

質問５ これからの社会を生きていくためにプログラミングについての力の必要性 

プログラムをくみ

上げる力が必要 

プログラムがどのように

作動しているのか理解す

る力が必要 

プログラミングについて詳しい理

解は必要ないが，電化製品等で作動

していることを気づける力は必要 

あまり必要だ

とは思わない 

30.1% 52.1% 12.3% 5.5％ 

質問の結果から，多くの生徒がこれからの社会を生きていく上で情報の技術が必要だと感じているこ

と，その中でプログラミングについては，作動原理の把握以上の理解を必要だと感じている生徒が 80％

以上いることがうかがえる。しかしながら，日常生活でプログラミングが動いていることを意識したこ

とがない生徒が約 4割いることもわかった。 

 これらのアンケートの結果から，プログラミング学習の必要性は感じており，高い関心を持っている

ことがわかる。しかし，その関心に対応できるほど学習については十分ではなく，またその学習レベル

の低さに起因される日常生活や社会への結びつきが弱いことがうかがえる。この状態をこのまま継続し

てしまうと，技術の概念の理解が進まず，技術がブラックボックス化していってしまうことが想像でき

る。 

（４）指導観 

 これまで，1年生の時に行った材料と加工の技術では身の回りの生活における問題解決を行い，2年

生に行ったエネルギー変換の学習では前半に身の回りの安全を考えた学習を，後半に発電を通した社会

全体に対する問題解決を行う学習を行ってきた。また，3年生前半の生物育成の学習では食料自給率に



着目し社会全体の問題を解決できるような学習を行ってきている。そこで 3年生の後半に当たる情報の

技術においても社会全体につながるように目線を広げた学習を行いたいと考えた。また，エネルギー変

換の学習において自動車等のトルクを題材とした学習を行っており動力機構を考えての問題解決を行

った。そこで，エネルギー変換の技術との学習の流れを考えるとともに社会全体の問題を解決できるよ

うに，本題材は自動車を用いて行うように考えた。その中で，車の自動運転を考えた学習に取り組ませ

ることとした。 

実際に近年，自動車の自動運転化は日々進歩しており，日本においては「条件付き自動運転車レベル

の自動車」が実現されている。この条件付きとは「決められた条件下で，すべての運転操作を自動化で

きる。ただし，運転自動化システムの作動中も，システムからの要請でドライバーはいつでも運転に戻

らなければならない。」というレベルである。実際に現在の自動車を例に考えると，高速道路などの信

号がなく車の進行方向が決まっており，不測の事態が起こりにくい状況においてはほぼ自動化ができて

おり，人がアクセルやブレーキを踏んだりハンドル操作をしたりしなくても安全に走行できるようにな

っている。また，町中で決められたスペースに駐車を行いたい場合などでは，ナビゲーション画面に映

し出される周囲の映像に指で駐車したい位置をなぞるだけでハンドル操作やアクセル・ブレーキの操作

を行ってくれることができるようになった。このことからも生徒が大人になり車を買う頃には，「決め

られた条件下すべての運転操作を自動化」できたり，「条件なくすべての運転操作を自動化」できたり

するような世の中になっていくことが予想される。そのような状況になった時に技術をブラックボック

ス化させないためにも良い学習題材だと考えた。 

また，生徒の学習の状況を踏まえると，プログラミング学習の習熟度の差があることがわかっている。

そこで，タイピング能力や英語力が影響するテキストタイプを扱うものよりも簡素化されたものを取り

扱う方が良いと判断した。日本語を素体としたプログラミング言語の使用も考えたが，間違いに気づき

にくくデバッグの困難さが予想されるためにテキストタイプのものではなく視覚的に把握しやすいも

のを選択した。以上の条件を満たす教材として，ライントレースができること，ライントレース以外の

センサ（対物センサ）が付いていること，ブロックタイプのプログラミングができること，ブロックタ

イプのプログラミングをすぐにテキストタイプに変更できることを理由に教材としてmBotを使用する

ことにした。この mBotを制御するソフトはオンライン対応とインストールして使用するプログラム対

応の両方がある。そのため，本校で使用するだけでなく，他の中学校で使用したとしても使用できる環

境を整えやすい特徴がある。さらに，mBot での実機を使った実習を行う前に，パソコン上でシミュレ

ータ用のプログラムを作り，動かすことで学習の流れを把握しやすくなり，プログラム経験が少ない生

徒でも学習につなげやすくなるとともに，そのシミュレータのプログラムを実際のロボットに入れて動

かしたときに，センサの感度やモーターの出力が原因でうまく走らない状況が生じるが，プログラムを

改良し最適解を探すようにデバックすることで目的を果たせるように改良を繰り返していくことで問

題解決を行えるようにしたいと考えた。 

また学習全体の流れとして，大阪府の技術・家庭科研究会で研究されている解の再考ワークシートの

流れを用いようと考えた。 

 

 「解の再考ワークシート」について 

図６は生徒から見た場合の「解の再考ワークシート」の構成，図７は教師から見た場合の「解の再考

ワークシート」構造である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６生徒から見た｢解の再考ワークシート｣の構成  図７教師から見た｢解の再考ワークシート｣の構造 

 

続いて「解の再考ワークシート」を活用した学習活動の機能・役割・要件について説明する。 

(1)「解の再考ワークシート」の機能 

「解の再考ワークシート」は，学習活動前と学習活動後に同じ問いかけを行う。生徒が情報を観察し，

その変化を認知し，新たな知識や視点に基づいて問題や課題を解釈する過程が，ワークシート左側の上

下の回答の変化に反映される。教師はこれによって，生徒がどのように情報を理解し，自分なりの見解

に昇華させているかを把握することができる。 

(2)「解の再考ワークシート」の役割 

「解の再考ワークシート」を活用し，見方・考え方を働かせ，問題を見いだして課題を設定し解決す

るような学習活動を行う。このような実践的・体験的な活動に取り組むことで，思考力・判断力・表現

力等の育成を図ることができる。 

また，発達の段階に応じて，問題を見いだす範囲を生徒の生活範囲から社会に広げたり，他者と協働

して粘り強く物ことを前に進めたりすることで，生活や技術を工夫し創造する態度が育成できる。 

(3)「解の再考ワークシート」の要件 

 「解の再考ワークシート」を学習活動の中で有効に機能させる手段とするには，ワークシートの左側

に学習活動前と学習活動後の，生徒が身近に感じる生活や社会をテーマにした質問が必要である。具体

的には，「～と聞いてイメージできることは？」などの概念を問うような問いかけや，「もしあなたが

～の立場なら？」などのパフォーマンス課題を意識した発問が考えられる。 

ワークシートの右側の学習活動では，見方・考え方を働かせ，概念の形成やパフォーマンス課題に関

わる知識を調べ学習などを通して獲得したり，グループ活動や発表等を行ったりすることで，自分の意

見と他者の意見を共有し知見を広げる。この時，思考ツール等で情報をより分かりやすく整理し，新た

な価値に気付きやすくする。 

このような流れで学習することにより，ワークシート内で学びのラーニングコンパスの構造を実現し

ている。そこで本授業においては，このワークシートの右側の部分の学習を体験的，実践的な問題解決

の活動に置き換えることにより，ワークシートの持つ機能・役割・要件を維持しつつ，実践的，体験的

な活動を含めた資質・能力の育成に取り組めるのではないかと考えた。これらの学習をスムーズに行う

ために，学習用情報共有ツールであるロイロノートを使用することで解の再考ワークシートをデジタル

化することとした。 

 

 

 

 
 
 
 
 

・知識の整理 

・考えの比較 

・多面的にみる 

・構造化 

・評価 

最初の自分の考え 

個人の取り組み 

 

対話的な活動での

取り組み 

 

学びの深まり 

最後の 

自分の考え 

  

個人の取り組み 

力 

学習内容の確認 

 

情報の整理により

新たな概念が形成

されているか思考

の過程を可視化す

る。 



4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生活や社会に利用されている

計測・制御システムの仕組みに

ついて理解している 

・安全・適切なプログラムの制

作，動作な確認及びデバック等

ができる技能を身に付けてい

る 

・生活や社会の中から情報の技

術の見方・考え方を働かせて，問

題を見いだして課題を設定し解

決する力を身に付けている 

 

・よりよい生活や持続可能な社

会の構築に向けて，自分なりの

新しい考え方や捉え方によって

課題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したりし

て、情報の技術を工夫し創造し

ようとしている 

 

 

5．題材の指導計画（全６時間） 

時間 学習活動 評価の観点 

知技 思考 態度 

１ 

D(３)ア  

計測・制御における基礎的な

プログラムの組み方について

調べる。 

 

生活や社会に利用さ

れている計測・制御

システムの仕組みに

ついて説明できる。 

◇ワークシート 

  

２，３ 

D(３)ア  

プログラム上で使用するロボ

ットのシミュレータを使用し

安全、適切なプロブラムの製

作，動作の確認し必要に応じ

改善・修正する。（デバッ

ク） 

ロボットのシミュレ

ータを使用し，課題

を解決するため、安

全・適切なプログラ

ムの制作，動作な確

認及びデバック等が

できる。 

◇プログラミング 

 与えられた課題を

自分なりの新しい

考え方や捉え方に

よって課題の解決

に主体的に取り組

んだり、振り返っ

て改善したりし

て、情報の技術を

工夫し創造しよう

としている。 

◇ワークシート 

（形成的評価）  
４，５ 

D(３)

ア，イ 

本時 

mBotを使用し所定のコース

を安定性をもって走り切れる

ように安全、適切なプロブラ

ムの製作，動作の確認し必要

に応じ改善・修正する。（デ

バック） 

シミュレータと現実

との違いを意識し

て，課題を解決する

安全・適切なプログ

ラムの制作，動作な

確認及びデバック等

ができる。 

◇プログラムと実際

プログラムを構築

しながら技術の見

方・考え方を働か

せて課題を解決す

る方法を設計する

ことができる。 

ワークシート 

（形成的評価） 

与えられた課題を

自分なりの新しい

考え方や捉え方に

よって課題の解決

に主体的に取り組

んだり、振り返っ

て改善したりし

て、情報の技術を



 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

知識及び技能について 

 安全・適切なプログラムの制作，動作な確認及びデバック等ができる技能を身に付ける。 

学びに向かう力人間性等 

自分なりの新しい考え方や捉え方によって課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善した

りして、情報の技術を工夫し創造する態度を培う。 

(2)本時の評価規準 

・所定のコースを安定性やスピードを考えて走らせる技能を身に付けている。（知識・技能） 

・プログラムを作成する上での工夫や自己調整（振り返り改善する活動）を行ったことについて分析す

ることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

(3)本時の学習とコモン・ルーブリックとの関連 

①項目 探究力のある人 

②内容 

実習における実践的体験的な活動を通し，問題解決に向けて自己調整をしながら粘り強く学習に取

り組むことができる。 

(4)展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

のロボットの様子 

ロイロノート 

工夫し創造しよう

としている。 

◇ワークシート 

６ 

D（３）

イ 

これまでの学習を基に，情報

の技術に関わる製品（自動

車）を選択・運用することが

できる。 

 生活や社会の中か

ら情報の技術の見

方・考え方を働か

せて，問題を見い

だして課題を設定

し解決する方法に

ついて説明でき

る。 

◇ワークシート 

自分なりの新しい

考え方や捉え方に

よって課題の解決

に主体的に取り組

んだり、振り返っ

て改善したりし

て、情報の技術を

工夫し創造しよう

としている。 

◇ワークシート

（解の再考ワーク

シート） 



導
入 

 

７
分 

   

前時の振り返り 

 パソコン上で作ったシミュレータ用

のプログラムで学習したことを確認す

る。また，展開の部分で示している課

題レベルについて確認する。 

前回の時間に自分たちの班が

どこまでできているのかを確

認させる。 

 

展
開 

 
 

 
 

 

３
８ 

分 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

課題のレベルを設定し，簡単な課題か

ら順番に班ごとに学習を行う。 

（前の時間からの続き） 

レベル１ 

mBotの上面のボタンが押されたら上部

の 2つの LEDを赤色、緑色、青色、黄

色、水色、紫色、の順に 1秒間隔で光

らせましょう。 

レベル２ 

自動車のエマージェンシーブレーキ 

【初級】「自動ブレーキで mBotを止

めてみよう 

mBotの上部のボタンを押したら 

mBotを走らせ壁にぶつかる手前 10cm

以内で止めることができるようにしま

しょう。 

レベル３ 

 高速道路での車線に沿って走る車 

【中級】「センサのコントロールを

してみよう」 

(1)ライントレーサを使い、mBotが

白い床の上を 30秒走り続けることがで

きるようにしましょう。 

(2)2つのセンサを使い、mBotが障害

物のある白い床の上を 30秒以上走り続

けることができるようにしましょう。 

レベル４ 

【上級】ライントレースをしてみよう 

1.ライントレーサを使い、8の字の上を

走り続けることができるようにしまし

ょう｡ 

レベル５ 
【超上級】鈴鹿サーキットを 1周走り

きることができるようにしましょう 

班ごとにそれぞれの課題に対

して，成功した物のプログラ

ムと車体の動きを写真と動画

に取らせ，ロイロノートの振

り返りシートに貼らせる。こ

の時プログラムで工夫したこ

と，車や身の回りの製品のど

のような部分に使用されてい

るプログラムに似ているかを

記入させる。 

 

 

 

ロイロノートで提出

されたワークシート 

 

・組まれたプログラ

ムと車体の動画 

（知識・技能） 

・プログラムを工夫

し改良した部分に対

しての記述。 

・身の回りの製品の

どのような部分に使

用されているか 

（主体的に学習に取

り組む態度） 



ま
と
め 

５
分 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

今回行った作業についての記述をまと

め，ロイロノートで提出する。 

・記入することのについて書

く内容を確認させる。 

 

 

（４）準備物 

・パソコン室パソコン（windows） 9台 

・mBot 9台 

・Chromebook（生徒各自） 

・ロイロノート上でのワークシート 
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８、成果と課題 

 本授業の実践において生徒は次のようなワークシートの結果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 生徒の解の再考の記述例        図９ 生徒が行った題材の問題解決 

これらのワークシートの内容を見てみると授業前では「もし 7 年後に自動車会社のプログラミング

部門に関する部署に就職したとして、どのレベルの車を作ろうと思うか」という問いに対して、図 8の

上部のように、技術の見方・考え方のうち 1つもしくは 2つ程度の見方しか働かすことができずに書い

ている生徒がほとんどだった。それを、図９のような、コンピュータ上で行うシミュレーションのプロ

グラム学習や、実際にロボット(ｍBot)を使用してセンサを使用した学習を行うことで、社会の問題か

ら課題を設定し解決していく姿がみとることができた。また、それらの学習を行った後に、授業前と同

じ発問を問いかけると、「全自動の車を作ろうとすると使う人は便利かもしれないが作り手側の手間が

増えてしまう」などの使用者側の立場だけではなく生産者の立場に立った意見や「車の価格がプログラ

ムを複雑にするほど人件費等がかかるために高価になってしまう。」「バグが起こり正常に稼働しない

ことがあると事故が起こる危険性が増しリスクを増えてしまう」「全自動にすると無駄にアクセルを吹

かしたりブレーキを踏んだりするためにエネルギーの無駄をなくし環境への負荷を減らすことができ

る」などの様々な側面から問題に取り組み、自分なりの最適解を考えている姿が多くみられた。また、 

「機械の電子制御において機器を動かすプログラムを制作する時にどの様なことを考えなければいけ

ないか」という問いに対して、「製作者ができるレベルと世間が必要としているレベルのバランスを考

える必要がある。」などの物づくりのトリプルループモデルに気付くような解答や、「新たなものを生

み出す際に、制作とデバックを繰り返す必要がある」「あってほしいもの、行いたいことを実現するた

めにトライ＆エラーが必要だが、それを何度も繰り返すことで、新しい技術が生まれる原動力になると

思う」というような記述が見られた。これらの記述からも、今回の授業の実践を通して、学習指導要領

における技術科の目標である技術革新を牽引する力（技術イノベーション）と技術の発達を主体的に支



える力（技術ガバナンス）が育成できていると言える。 

また、この授業実践における生徒の姿は、本校で設定したコモン・ルーブリックにおける「自らの問題

として，身近なコミュニティーから課題を見出し，その解決策に向けて取り組み，振り返りながら追究

することができる。」という姿そのものであると言える。 



英語科学習指導案 

Connection: My Hometown, My Action 

授業者 附属池田中学校 中田未来 

1．対象 附属池田中学校第 1 学年 C 組（36 名） 

 

2．単元目標 

・知識及び技能に関して  

○ 疑問詞や動詞の時制(主に現在形や過去形）の特徴やきまりを理解し,それらを活用して,日常的な話

題（世界の町や学校）に関する英文の内容を聞き取ったり,読み取ったりする技能を身に付ける。 

○ 疑問詞や動詞の時制(主に現在形や過去形）の特徴やきまりを理解し,それらを活用して,日常的な話

題（自分の町や行動）について考えたことや,感じたこと,その理由などを英語で即興で伝えあったり,

話したりする技能を身に付ける。 

・思考力,判断力,表現力等に関して 

○ 世界の町のよさや課題,課題解決のための行動について知るために,世界の町について書かれた英

文を読んだり,ニュース等の音声を聞いたりして,概要を捉えることができるようにする。「読むこと」

（イ）・「聞くこと」（イ） 

○ 自分と社会との繋がりについての理解を深めるために,自分の町のよさや課題,課題解決のための行

動について,考えたことや感じたこと,その理由などを簡単な語句や文を用いて話すことができるように

する。「話すこと（発表）」（ウ） 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡

単な語句や文を用いて質問したり，答えたりすることができるようにする。「話すこと（やり取り）」（イ） 

・学びに向かう力,人間性等に関して 

○ 自分と社会との繋がりについての理解を深めるために,世界の町のよさや課題,課題解決のための行

動についてどんな例があるのかを整理し,日本との文化的差異に対する理解を深め,聞き手である外

国の人に配慮しながら,簡単な語句や文を用いて伝えようとしたり,相手からの質問に主体的に答えよ

うとしたりする態度を養う。 

 

3. 指導に当たって 

（１）単元を通して育む「グローバル市民」と学習との関連 

 ① 選択項目「主体的な人」 

これまでの経験や学んだこと,試みの視点などから目標を持ち,その達成に向けて自主的に粘り強く取り組

むことができる。 

 ② 学習との関連 

本単元は, “Developing a meaningful connection with our community through thoughtful 

actions and careful word choice strengthens our civic responsibility.” を探究テーマとし,グ

ローバル市民としての自分の属するコミュニティーと自分自身の繋がりを捉え直し,より良いコミュニティー

作りに向けて行動したことについて英語で表現し,発信をする単元である。この単元は,総合的な学習の時

間との横断授業である。 

本校は,IB World School 認定校であり,そのカリキュラムの一環として,Service as Action(以下,SA)

を各学年の総合的な学習の時間に行っている。SA とは「この社会の一員として中学生の自分たちには



何ができるのかを自ら考え,自分たちで実行する奉仕活動」のことである。１年次は自分に関わりのある地

域に対する SA として,生徒１人でできる小さな行動をする。２年,３年と学年が上がるにつれ,より広いコミ

ュニティーへの奉仕活動を行う。３年次はコミュニティープロジェクトとして約８ヶ月にわたり,数名のグルー

プで日本や世界の抱える課題解決に向けた行動をする。 

１年生ではSAの目的を「①自分に関わりのある町の良さと課題に気づく」「②６月に実施した神戸研修

で学んだ探究のサイクル（調査,計画,行動,振り返り）を元に,課題解決能力の基盤を育成する」とし,７月

から９月にかけて行った。総合的な学習の時間に行った SAの流れは以下の通りである。 

時期 授業数 内容 探究学習の大まかな段階 

７月上旬 １コマ SA オリエンテーション 調査,計画 

７月中旬 ２コマ 個人探究テーマの設定 

発表スライド作成についての説明 

発表スライド作成 

８月下旬 １コマ 発表スライド作成 

行動計画提出 

９月上旬 １コマ 中間発表（３学年縦割り） 

＊調査,行動の計画について３〜５分間

日本語でのプレゼンテーションを行う 

行動 

行動計画提出後

〜９月中旬 

授業外 行動 

９月中旬 １コマ 中間発表振り返り 

最終発表資料加筆修正 

１０月初旬 ２コマ 最終発表資料加筆修正 振り返り 

１０月 18日 １コマ 最終発表（３学年縦割り） 

＊調査,計画,行動,振り返りについて 

５分間,日本語でのプレゼンテーションを

行う 

１０月 25日 １コマ 振り返り 

 

上記のように,生徒は総合的な学習の時間において日本語で,５分間のプレゼンテーションを行なっている。

そこで英語科の授業では,これを海外の人や,日本に住む英語話者に届けるために,Introduction(導

入),Body（本文）,Conclusion（結論）の構成で英語のプレゼンテーションを行う。また,簡単なディスコース

マーカーを使い,聞き手にわかりやすく話すよう工夫する。プレゼンテーションの内容について深める際に生

徒は,既習の語彙や文法知識を活用しながら,「聞き手に理解しやすい」構成とはどのようなものか,またどの

ように話せば聞き手に伝わりやすいのかについて,教師や生徒同士のやりとりを通して考える。したがって,こ

れまでに学んだことをもとに,目標達成に向け,自主的に粘り強く取り組む活動を目的としているため,「主体

的な人」を目標とした。 

また,本取組は課題依存型の主体的学習ではなく,自己調整型の主体的学習を促したい。課題依存型の

主体的学習とは,「この課題に取り組むのはおもしろい」といった例に見られるように,行為者の課題への働き

かけの力点が,行為者よりも課題のほうにあるような学習を指す。（溝上 2017）一方で,自己調整型の主体



的学習とは,自ら生徒自ら学習目標を設定し,学習戦略を考え,学習

過程を振り返り,メタ認知的に学習することによって自己調整していく

学びのことである。これを促すため生徒は,毎回の授業の最後に「本

時の授業で最も大切だと思ったこと」について OPP シート注１）に記入

し,振り返りをする。教師は毎授業後,生徒の OPP シートの記述に対

してコメントを書く。このような教師とのやりとりを通して生徒は,自分

の思考に対する思考,すなわちメタ認知を高める。このような過程を通

して,生徒が自己調整しながら目標の達成に向けて自主的に粘り強く

取り組む姿勢を養う。 

主体的学習スペクトラム（溝上 1997） 
注１）OPPシート 

One Page Portfolio Assessmentに用いるシートのことである。これは,学習者が 1枚のシートに学習履歴

を記録することで,学びを外化し,可視化する役割を果たす。 
 

③目標達成するために身につけるべき力 

・振り返り,自己調整する力 

・粘り強く取り組む中で,上手に失敗をする力 

ここでの「上手に失敗する」とは間違いを恐れず,間違いを自身とクラスメイトの成長のための貴重な学びとして

捉え,クラスメイトからも学ぶことを意味する。 

 

（２）教材観 

 本単元では,イギリス,アメリカ,日本の日常生活や文化について読んだり聞いたりする学習を通して,自分にゆ

かりのある町についての事実や思いを伝え合う単元である。そこで自分の町の良い点と課題,課題解決のため

に自分が行動したことについてプレゼンテーションをし,その内容について簡単な質疑応答を行うことを 話す

こと[発表],話すこと[やり取り]の総括的課題として設定した。 

以下は,プレゼンテーションの状況を具体的に設定した GRASPS（Goal, Role, Audience, Situation, 

Product, Standardの頭文字をとったもの）である。 

Goal （目的） 思慮深い行動と言葉の選択を通じてコミュニティーとの有意義なつながりを築くことは,市民として自覚

を芽生えさせることについての理解を深める 

Role（役割） 中学１年生 

Audience（聞き手） 世界の IB 校の中学１年生 

Situation（状況） 自分に関わる町の良いところと課題,課題解決のために行動したことをプレゼンテーションし SA の内容

について報告,質疑応答を行う 

Product（作品） １分間のプレゼンテーション,質疑応答 

Standard（評価） Speaking １・２学期の評価 

総括的課題であるプレゼンテーションは主に２つのパートによって構成される。１つ目は１分間のプレゼンテーシ

ョンである。プレゼンテーションの目標は「日常的な話題について,事実や自分の考え,気持ちなどを整理し,簡単

な語句や文を用いて話すことができるようにすること」（学習指導要領「話すこと[発表]」イ）である。 

学習指導要領「外国語編」の解説では，「事実や自分の考え,気持ちなどを整理する」ことについて，以下のよ



うに述べられている。  

事実や自分の考え，気持ちなどを「整理」するとは，話し手として伝えたい内容や順序，聞き手に分かりやすい

展開や構成などを考えたり，事実と考えを分けて整理したりするなど，話す内容を大まかな流れにしてコミュニ

ケーションの見通しを立てることを意味している。 

本単元では,1 分半という限られた時間で,自分の住む町について,その良い点や課題,課題解決に向けた自分

の行動を海外の中学生にわかりやすく伝える必要がある。このような目的,場面,状況等に応じて,生徒は外国語

によるコミュニケーションの見方・考え方を働かせ,聞き手にわかりやすい展開や構成を考え,表現する。 

２つ目は,プレゼンテーション後の質疑応答である。質疑応答の目標は「日常的な話題について,事実や自分の

考え,気持ちなどを整理し,簡単な語句や文を用いて伝えたり,相手からの質問に答えたりすること（学習指導要

領「話すこと[やり取り]」イ）に該当する。質疑応答の時間を設けることで,発表者としての話し方の工夫だけでな

く,質問を考えながら聞くことで,積極的に聞く姿勢を育むことが期待される。 

Eikenberry（2004）は,積極的な聞き手になるために「深く理解するための質問を行うこと」や「相手の発言

を要約すること」が重要であると指摘している。そこで,本実践では “You said -.（質問）”という順序で情報を

整理し,質問を行う形式を取り入れる。既存の語彙を活用し,即興的に話す力を伸ばすために,毎授業で即興的

に話す活動を含め,生徒が「言いたかったが言えなかったこと」を英語でどのように表現するかを考えさせる。ま

た,教科書本文に関する質問や要約活動を多く取り入れ,繰り返し練習を行う。 

また,単元を貫く問いとして「connection(つなぐ・つなげる・つながる)とはどういうことですか」という問いを設

定し,単元を通して「Connection（繋がり）」に関する概念理解を深める。 

このように,単元全体を通じて「繋がり」についての概念理解を深化させ,生徒が既習の英語表現を用いながら

実生活と結びつけて自分の言葉で考えを伝える力を育成する。この力を育むことは,生徒一人ひとりが地域社会

や世界との関係性に気づき,グローバル市民としての自覚を芽生えさせる大切な一歩となると確信する。 

 

（２）生徒観 

 本単元では,話すこと[発表][やり取り]に関する総括的課題を設定した。そのため,ここでは,本校生徒の話す

こと[発表][やり取り]に関しての取組み及び姿勢について述べることにする。本校１年生は 9 月に,GRASPS を

以下のように設定し,自己紹介プレゼンテーションを行った。 

Goal  目的や文脈にあった適切な言葉の選択の下,コミュニケーションをする 

Role オーストラリアに短期留学した中学１年生 

Audience オーストラリア現地校の中学１年生（日本のことはほとんどしらない） 

Situation 英語の授業で自己紹介プレゼンテーションをする 

Product １分間のプレゼンテーション 

Standard 

 

Speaking １・２学期の評価 

・自分からも質問できるかが大切 ・わからない時に黙らない 

・日本の文化を知らない人にも伝わる内容にする 

この会話テストでは,多くの生徒がスライドのキーワードを見ながら自己紹介について即興的に話をすることが

できたが大きく分けて２つの課題が挙げられた。 

１つ目は,即興的に質問することだ。自己紹介の内容を聞いた後,挙手をして英語で質問ができた生徒は１クラ

ス１０から１８名とばらつきがあり,5W1Hを用いて話題を深める質問をすることができた生徒はさらに限られてい

た。振り返りでは「日本語での質問は思い浮かんでも英語にできなかった」や「話の内容を頭で整理してすぐ質



問をすることができなくて悔しかった。その場で考えて発言できるようになりたい」などの記述が見られた。 

本校第一学年生徒を対象に令和 6 年 7月に実施した事前アンケートによると生徒たちは受験に必要な学習と

して英語を捉えるよりも,将来のために英語を学ぶことを価値あるものとして認識していることがわかる。一方で,

英語の学習に対して楽しさを感じている生徒は 7 割弱にとどまり,英語を話すことを楽しんでいる生徒は約 5 割

に過ぎない。 

話すことが楽しくないと感じる理由として,生徒自身が即興的に英語で自分の考えを表現することの難しさが挙

げられる。多くの生徒は語彙不足が原因だと考えているが,簡単な語句や文を使って自分の考えを英語で表現

できるようにすることで,自己表現の自信を持たせたい。そのため,授業では,「どのように英語で表現すればいい

かわからないこと」を生徒から拾い上げ,適切な足場掛けをすることによって,自己表現の成功体験を与える。わ

からないことは恥ずかしいことではなく,クラス全員で学びにつなげていくものだという体験を積み重ねさせ,英語

学習に対する積極的な姿勢を育み,課題に粘り強く取り組む生徒を育てたい。 

 

さらに,質問力を高めるには英語の表現力を高めるだけでは十分でないと考える。今年度,総合的な学習の時

間に中学１・３年生のプレゼンテーションを見て質問をする機会が複数あったが,日本語であってもその場で挙手

をして質問する生徒は限られていた。原因として「何を質問したらいいかわからない」という理解にかかわる部分

と,「先輩のプレゼンテーションに対して自分の質問していいのだろうか」「自分が質問しなくても誰かが質問して

くれる」など心理的な抵抗があると考えられる。このような状況に対応するためには,生徒が心理的な抵抗を感じ

ずに質問しやすい環境を整えたり,即興で質問を考えやすくするためのサポートが必要であると考える。本単元の

プレゼンテーションでは,３人ずつのグループにわけ,１人がプレゼンター,２人は聴衆として質問をする形を取るこ

とで,より安心して質問できる環境にした。質問を即興的に考えるための指導法については次章の指導観で述べ

る。 

２つ目の課題は,聞き手に対する文化的な配慮をすることである。 “I like manju. I like anko.” など,日本の

食べ物について話し, “What is anko like?” と聞かれても,うまく説明できない生徒が見られた。このように,聴

き手は誰なのかということを十分に考慮できていないことがわかった。このことは本単元の目標「即興的に話す
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英語を話すことは、自分にとって大切だ

英語を勉強することは、自分にとって大切だ
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英語を勉強することは楽しい

勉強することは楽しい

英語は将来役に立つから勉強したい

英語は受験で重要だから勉強しなければいけ

ない

事前アンケート結果 （N=141 単位％）

とてもそう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない



力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡単な語句や文を用いて

質問したり，答えたりすることができるようにする。」や「世界の町のよさや課題,課題解決のための行動について

知り,自分と社会との繋がりについての理解を深めるために,日本との文化的差異に対する理解を深め,聞き手

である外国の人に配慮しながら,簡単な語句や文を用いて主体的に話そうとする態度を養う」ことにつながる。 

 

（３）指導観  

本時では,生徒の主体性を高め,即興的な英語のスピーキング能力や聞き手を意識した内容の充実を図る。ま

ず,「何を質問したらいいかわからない」という困り感を解消するために,質問を考える視点を以下のように示す。 

① 基本的な情報を確かめる 

    例：What is another famous place in Ikeda? 

       How many days did you pick up the litter? 

       Where is the Ikeda Park? 

 ② ものごとの意義や理由,根拠を確かめる 

    例：Why did you put up the poster in the Ikeda station? 

       Why did you choose the park for the action? 

 ③ 行動についての自己評価を確かめる 

    例： Did the action achieve your goal? Why? 

        What did you want to change from your action? 

        What was hard during your action? 

        What was the best part of your action? 

＊The revised taxonomy by Anderson and Krathwohl (2001).をもとに筆 者 作 成  

 

また,即興的な英語のスピーキング能力を高めるにはために,ダイ

ナミック・アセスメント（DA）の手法を用いる。DA は,ヴィゴツキーの

提起した「発達の最近接領域（ZPD）」に基づいた手法であり,生

徒がまだできないことを,教師の援助を通じて一人でできる状態に

引き上げることを目的とする。国立政策研究所（2022）も,『「指導

と評価の一体化」のための学習評価』として,評価そのものにより学

習を促したり指導内容の改善を図ったりする形成的評価の充実を

求めており,DAはその一環として有効である。                        

具体的には,生徒が英語でできることを次の三段階に分ける。ま

ず,一人ではまだできないこと,次に援助があればできること,最後に

一人でできることである。授業中,教師は生徒と積極的にやり取りを

行い,それぞれの生徒のZPD に合わせた適切な援助を即時に提供

し,生徒の学びを促進する。この「ダイナミック」な評価手法は,生徒

の学習をより効果的に促進するために役立つ。   

ZPD に合わせたフィードバックとして,誤り訂正（Corrective Feedback;以下CF）の方法を以下に挙げる。

（Ranta & Lyster 2007; Sheen & Ellis 2011 を参考に筆者が作成） 

 

「発達の最近接領域に基づくアプローチ」 

Zone of Proximal Development (Vygotsky, 1978)を元に 

筆者作成 

 

 



 Implicit(暗示的) Explicit（明示的） 

Reformulation 

教師が生徒の誤り

を直接訂正し,正

しい言い方を示す

アプローチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Conversational recasts 

学習者が誤った発言をした際に,教

師が自然な会話の中で正しい形に

言い直す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Didactic recasts 

 会話の中で,自然な形で明示的に修正する 

例：「〇〇と言った方がいいですよ」 

Explicit correction 

誤りを明確に指摘し,正しい形を明示する 

例：「それは間違いで,正しくは〇〇です」 

Explicit correction with metalinguistic 

explanation 

明示的な訂正を行うと同時に,その誤りに関する

文法や言語のルールを説明する 

例：「ここでは過去形を使います。なぜなら」 

Metalinguistic clue 

文法や言語のルールに関するヒントを与えて,生徒

が自分の誤りを認識し,修正できるようにする 

例 ： 「 過 去 形 を使 う必要 が あ り ま すね 」

Elicitation 

生徒が正しい表現を自分で導き出させるような質

問やヒントを与える 

例：「Yesterday ということは？」 

Paralinguistic signal 

言語以外の手段（例えば,表情,ジェスチャー,イン

トネーション）を使って学習者に誤りを知らせる 

Prompts 

生徒が自分で誤り

を見つけて修正す

るよう促すアプロ

ーチ 

Repetition 

生徒の誤り部分を教師が繰り返し,

その発言を強調することで,学習者に

自分の誤りに気付かせる 

例：She go? 

 

Clarification request 

生徒の発話が不明確な場合,教師

が「どういう意味ですか？」や「もう一

度言ってください」などの質問を通じ

て,学習者に再度説明させる 

 

明示的な CF と暗示的な CFの効果については,明示的な CFの方が学習者が気づきやすいことが示されて

いる（Mackey et al. 2007; Nassaji 2009）。また,リキャストよりもプロンプトの方が学習者が気づく可能性

が高いとされている（Ammar 2008）。しかし,一部の研究者は,暗示的な CF の方が効果が長続きする可能性

があり,明示的な CFは短期的には効果的でも,その効果が持続しにくいかもしれないと考えている（Mackey & 

Goo 2007, Li 2010）。そこで本時では,生徒一人ひとりの学習状況に応じて,最も効果的な気づきを生み出す



ために,DA に基づいて生徒ができること,できないことをその場で見極める。そして,プロンプトからリキャスト,さら

にはリフォーミュレーションまで,柔軟にフィードバック手法を使い分け,生徒の発達に応じた支援を提供する。これ

により,生徒が自分自身の学びを深め,長期的に定着する学習効果を目指す。 

 次に本時の授業とグローバル市民コモン・ルーブリックとの関連について述べる。本時の目標は①疑問詞や時

制(主に現在形や過去形）の特徴やきまりを理解し,それらを活用して,日常的な話題（自分の町や行動）につい

て考えたことや,感じたこと,その理由などを英語で即興で伝えあったり,話したりする技能を身に付けるようにする。

②即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡単な語

句や文を用いて質問したり，答えたりすることができるようにすることである。即興的に話そうと思うと,正確性が

落ちてしまうことがよくある。しかし,ここで,間違いは恐れず,自分たちの知っている語彙でどのように表現すれば

いいのか積極的に意見を出し合ったり,クラスメイトや自分自身の間違いから,学ぼうとしたりすることで,即興的

に話す技能や,表現力を身につけることができると考える。 

 

4.評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【知識】 

①疑問詞や動詞の時制(主に現在

形や過去形）の特徴やきまりに関

する事項を理解している。 

 

【技能】 

①疑問詞や動詞の時制(主に現在

形や過去形）の特徴やきまりなど

を活用して,日常的な話題（世界

の町や学校）に関する英文の内容

を聞き取ったり,読み取ったりする

技能を身に付けている。 

 

 

②自分の町や行動について考え

たことや,感じたこと,その理由など

を整理し,動詞の時制(主に現在

形や過去形）を用いて伝えたり,相

手からの質問に答えたりする技能

を身に付けている。 

 

①世界の町のよさや課題,課題解

決のための行動について知るため

に,世界の町について簡単な語句

や文で書かれた英文を読んだり,

ニュース等の音声を聞いたりして,

概要を捉えている。（読むことイ,聞

くことイ） 

 

②自分と社会との繋がりについて

の理解を深めるために,自分の町

のよさや課題,課題解決のための

行動について,事実や自分の考え

気持ちなどを整理し,考えたことや

感じたこと,その理由などを簡単な

語句や文を用いて話している。（話

すこと〔発表〕イ） 

 

 

③即興的に話す力を高めるため

に，プレゼンテーションで聞いた内

容について，自分の考えを整理し，

簡単な語句や文を用いて質問した

り，答えたりしている。（話すこと[や

り取り]イ） 

①自分と社会との繋がりについて

の理解を深めるために,世界の町

のよさや課題,課題解決のための

行動についてどんな例があるのか

を整理し,日本との文化的差異に

対する理解を深め,聞き手である

外国の人に配慮しながら,簡単な

語句や文を用いて伝えようとした

り,相手からの質問に主体的に答

えようとしている。 

 

 



5．単元指導計画（全 20時間） 

 

時間 学習内容 

ねらい（■）,言語活動等（丸数字） 

主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ ■探究テーマを通して単元の目

標を理解する。 

■重要概念 “Connection”に

ついて考える。 

① OPPシートの単元前の項目

に答えることで,重要概念や

探究の問いについての単元

前の考えをまとめたり,生徒

自身の ATL skill について

把握したりする。 

②  探究の問い 

What are your town's 

strengths? 

What are its problems?  

What actions can you take 

to help solve them? 

に答えるための語彙を学習 

し,簡単な英語で表現する 

①世界の町のよさや課題,

課題解決のための行動につ

いて知り,自分と社会との繋

がりについての理解を深め

るために,日本との文化的差

異に対する理解を深め,聞き

手である外国の人に配慮し

ながら,簡単な語句や文を用

いて主体的に話そうとしてい

る。 

 

  ● OPPシート 

2-5 

 

■New Crown 1 Lesson 4  

My Family, My Hometown 

を読んだり聞いたりして，概要を

把握し,考えたことや感じたこと

を伝え合う。 

① 3 人称単数現在形の特徴

やきまりを理解する。 

② 本文を読んでもっとも伝え

たいこと（要点）を捉える。 

③ 教科書本文の音読練習を

する。 

④ London の町に関する説明

文を読み,文章の構成や,読

み手にわかりやすく工夫さ

れている箇所を分析する 

 

 

 

 

 

 

 

3 人称単数現在形を聞き取

る技能や,書かれた内容を

読み取る技能を身につけて

いる。 

 

 

 

世界の町のよさや課題,課

題解決のための行動につい

て知るために,世界の町や学

校について書かれた英文を

読んだり,ニュース等の音声

● ●  観察 

ワークシー

ト 

OPPシート 



 

⑤ 本文に出てきた表現を使っ

て,自分の住む町の簡単な

紹介文を５行程度で話す 

⑥ 探究の問い How can you 

build a meaningful 

connection with your 

community?に答える 

を聞いたりして,概要を捉え

ている。 

 

即興的に話す力を高めるた

めに，読んだ内容について，

自分の考えを整理し，簡単

な語句や文を用いて質問し

たり，答えたりしている。 

６-１１ ■New Crown 1 Lesson 6  

Discover Japan を読んだり聞

いたりして，概要を把握し,考え

たことや感じたことを伝え合う 

① 過去形・疑問詞の特徴や

きまりを理解する。 

② 本文を読んでもっとも伝え

たいこと（要点）を捉える。 

③ 教科書本文の音読練習を

する。 

④ 日本の祭りや食べ物など

をどのように説明すれば,

外国の人に伝わりやすい

のか本文から分析する。 

⑤ 本文の内容について英語

で質問をする。 

⑥ 探究の問い How can 

you choose words 

carefully for the 

audience by 

connecting your 

knowledge?に答える 

 

 

 

 

 

動詞の時制(主に現在形や

過去形）の特徴やきまりを理

解し,それらを活用して,日常

的な話題（世界の町や学

校）に関する英文の内容を

聞き取ったり,読み取ったり

する技能を身につけている。 

 

世界の町のよさや課題,課

題解決のための行動につい

て知るために,世界の町や学

校について書かれた英文を

読んだり,ニュース等の音声

を聞いたりして,概要を捉え

ている。 

 

世界の町のよさや課題,課

題解決のための行動につい

て知り,自分と社会との繋が

りについての理解を深める

ために,日本との文化的差

異に対する理解を深め,聞き

手である外国の人に配慮し

ながら,簡単な語句や文を用

いて主体的に話そうとしてい

る。 

● ● ● 観察 

ワークシー

ト 

OPPシート 

 

 



1２-1３ 

 

■ 自分の町のよさや課題,課

題解決のための行動につい

て,プレゼンテーションの内

容を考える。 

① 日本語のプレゼンテーショ

ンと英語のプレゼンテーショ

ンの構成の違いについて知

る。 

② プレゼンテーションの準備を

する。 

・プレゼンテーションの内容

をマッピングする。 

   ・マッピングをもとに即興的

に話す練習をする。なかだ 

世界の町のよさや課題,課

題解決のための行動につい

て知り,自分と社会との繋が

りについての理解を深める

ために,日本との文化的差

異に対する理解を深め,聞き

手である外国の人に配慮し

ながら,簡単な語句や文を用

いて主体的に話そうとしてい

る。 

  ● ダイナミック

アセスメント 

Peer 

feedback 

OPPシート 

1４ 

【本時】 

■ 質疑応答の練習をする。 

① プレゼンテーションの内容を

踏まえた質疑応答の練習を

する。 

即興的に話す力を高めるた

めに，プレゼンテーションで

聞いた内容について，自分

の考えを整理し，簡単な語

句や文を用いて質問したり，

答えたりしている。 

即興的に話す力を高めるた

めに，プレゼンテーションで

聞いた内容について，自分

の考えを整理し，簡単な語

句や文を用いて質問したり，

答えたりしようしている。 

 ● ● ダイナミック

アセスメント 

 

OPPシート 

15,16 ■ プレゼンテーションのスライ

ド作成および,より効果的に

伝える練習をする。 

① マッピングの内容にあったス

ライドを作成する。 

② どこを強調して言えば相手

に伝わるのかを練習する。 

自分と社会との繋がりにつ

いての理解を深めるために,

自分の町のよさや課題,課

題解決のための行動につい

て,事実や自分の考え気持

ちなどを整理し,考えたこと

や感じたこと,その理由など

を簡単な語句や文を用いて

話している。 

  ● ダイナミック

アセスメント 

 

OPPシート 

17-19 ■ プレゼンテーション,質疑応

答をする 

① ３人ずつのグループにわけ,

プレゼンテーションをする。 

動詞の時制(主に現在形や

過去形）の特徴やきまりを理

解し,それらを活用して,日常

的な話題（自分の町や行

◯ ◯  パフォーマ

ンス評価 



１人がプレゼンテーター,２人は

聴衆としてプレゼンテーション後

に質問をする 

 

動）について考えたことや,

感じたこと,その理由などを

英語で即興で伝えあったり,

話したりする技能を身に付

けている。 

 

即興的に話す力を高めるた

めに，プレゼンテーションで

聞いた内容について，自分

の考えを整理し，簡単な語

句や文を用いて質問したり，

答えたりしている。 

20 ■単元の振り返りをする。 

① OPPシートの単元後の項目

に答えることで,重要概念や探

究の問いについての単元前，単

元中，単元後の変化をまとめた

り,生徒自身の ATL skillsの伸

長について把握したりする。 

単元を通した自身の変化を

まとめることを通して，重要

概念 “connection”に対す

る考えがどう変わったかや

ATL skillsの伸長について

把握しようとしている。 

  ○ 振り返りシ

ート 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡

単な語句や文を用いて質問したり，答えたりすることができるようにする。（思考力,判断力,表現力等

に関して） 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡

単な語句や文を用いて質問したり，答えたりしようとする態度を養う。（学びに向かう力,人間性等に関

して） 

(2)本時の評価規準 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡

単な語句や文を用いて質問したり，答えたりしている。（思考・判断・表現） 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整理し，簡

単な語句や文を用いて質問したり，答えたりしようしている。（主体的に取り組む態度） 

（3）本時の学習とグローバル市民コモン・ルーブリックとの関連 

①項目 

  主体的な人 

②内容 

 これまでの経験や学んだこと,試みの視点などから目標を持ち,その達成に向けて自主的に粘り強く取り組

むことができる。 

 



（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入
 $

分 

   

・Greeting / Small talk 

 

・本時の流れ・目標の確認 

 

・Warm-Up 

絵に関する質問に答える 

 

・大阪のニュースやローカルな話題を英

語で話し,生徒と英語でやり取りする 

・本時の流れ，目標を提示し，生徒の役割

を確認する。 

What did he/she do yesterday? 

What can you see in this picture? 

などいろいろな疑問詞を交えて質問する 

 

展
開
        (

)
分
         

    

 

・疑問詞を確認する。 

疑問文の作り方を復習する。 

 

・教師のボランティア活動の内容を

聞く 

・ペアでどのような質問をするか考

える 

教師が言った内容で質問に関する

ところを取り上げて質問をする。 

 

 

・マッピングをもとに,自分が行動し

たことをパートナーに発表したり,質

問をしたりする。 

生徒A:自分のボランティア活動に

ついて話す 

生徒B:(相手の話を繰り返す)＋質

問 

生徒A:答える 

・質問をもとにマッピングの内容を書

き加える。 

 

・代表者がボランティア活動でしたこ

とについて話す。他の生徒は質問を

する。 

 

 

 

 

・質問を考える視点を示す。 

・英語で表現できない場合は日本語で質

問しても良いこととし，その場合は教師の

サポートのもとクラス全員で質問内容を

考える 

・ダイナミックアセスメントに基づいた間違

い訂正を行う 

 

・机間巡視をし,生徒のつまずきに気づき,

全体へのフィードバックを行う 

 

主なポイント 

・どの語を強調して話せば、伝わりやすい

のかを考えて話すよう促す 

・相手の言っていることがわからなかった

場合や答えや質問が思いつかない場合

英語でなんと言えばいいのかを伝える 

 

 

・英語で表現できない場合は日本語で質

問しても良いこととし，その場合は教師の

サポートのもとクラス全員で質問内容を

考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察による評価（ダイ

ナミックアセスメント）

【思・判・表】 

 

*
+
,
 -

分 

 

      

        

  

・OPPシート記入（５分）  ・OPPシートによる評

価【主体】 



（5）準備物 

 ・ Chromebook ・ 電子黒板 

 

７. 成果と課題 

本時では、展開の「疑問詞の確認」において、Who, What, When, Where, Which, How, How long, 

What kind of, What time, How many, Whyを教師が明示し、生徒はそれらを使った例文を英語で言えるよ

うに個人やペアで考えた。これらの例文は、前時までのマッピング作成過程で生じた生徒の表現したいことを基

に作成したものである。生徒たちは教員のフィードバックを受けながら、ペアでよく考え、英語で表現しようとして

いた。 

 

疑問詞を整理して学ぶことで、「質問をするときは 5W1Hを意識し、その中の一つを文頭に置いて、その後の

文章を少し考えるだけで簡単に質問を作ることができる」「英語で質問するのは、日本語でも質問が出てこない

私にとって難しかったが、5W1Hを使うことで何とか乗り越えられることがわかり、質問ができそうだと思った」な

ど、質問することに対して前向きな姿勢を持つようになった。 

 しかし、スローラーナーにとっては疑問詞の数が多く、すべての違いを整理しきれなかったようである。たとえ

ば、”When did you pick up the litter?”, “Where did you pick up the litter?” のような文は作成でき

ても、”Who picked up the litter?”, “How many people picked up the litter?” といった疑問詞が主

語となる文では、When やWhere を使った文の構造と混ざり、混乱する様子が見られた。 

 したがって、本時で扱う疑問詞の数をWhat, When, Where, Whyの 4つに絞り、例文として示された日本

語をペアで英語にし、その後、生徒一人一人が聞いてみたい質問を考え、個人→ペア→全体共有の流れで活動

を行う方が、スローラーナーにとっても取り組みやすかったと考える。また、指導教官の先生のご助言によると、日

頃から、授業の導入帯活動として display question（学習者の理解を試すための質問で、すでに答えが決まっ



ているもの）と referential question（質問者が答えを知らない質問。意見や考えを問う質問）を混ぜながら、

質問したり答えたりする練習を積ませることで、自分の言葉として使えるように促すことが必要である。活動の題

材としては、短いストーリーを読む、写真や絵について話すなど、small talkに限らずバリエーションを増やすとよ

いことがわかった。教員と生徒のやりとりの中でダイナミックに作られている授業であるが、教師が文単位で英語

を話すのではなく、まとまった英語を話してやりとりすることで、生徒のリスニング力や話す力をより高めることが

できるとわかった。 

 後日行ったプレゼンテーションでは、以下のルーブリック（資料１）を基に 8段階評価を行った（IBの評価に基

づく）。7が付く生徒は語彙・文法・発音・イントネーション・コミュニケーションの観点で A評価であり、その中で

も特に優れた生徒には 8が付く。つまり、7または 8の評価がついた生徒は、プレゼンテーションの内容をわかり

やすく伝えられ、なおかつ即興的に質問し、答えることができたと捉えられる。これに該当した生徒は 144名中

50名（約 35%）であった。 

 生徒の振り返りから、分析するとスコア７・８の生徒は事前準備ができていたことが成功の要因であったことが

わかる。例えば、発表の内容をしっかり練習し、質問を予測していた生徒は、スムーズに質問し、答えることができ

たと述べている。一方で、限られた疑問詞ばかり使ってしまい、質問のバリエーションを増やす必要があると書い

ている生徒もいた。 

 スコア 6 の生徒は、プレゼンの原稿を覚えることはできても、聞かれた内容を即座に処理し、適切に答えること

が難しかったと述べている。また、聞き取れた単語から推測して答えることが重要であると気づく生徒もいた。 

 スコア 5の生徒は、質問の意味が理解できなかったり、答えの文法が崩れてしまったりする傾向が見られた。簡

単な単語を使って伝えようとする工夫は見られたが、正しい文法で答えることには課題が残ると振り返っている。 

 これらのことから、生徒にとって即興的に質問し、答えることは難易度の高い活動であることがわかる。しかし、

疑問詞を整理し、使い方を学ぶことで、質問に対する抵抗感が軽減され、英語でのコミュニケーションに対する意

欲が向上することが確認できた。しかし同時に、単語や文章の型を覚えるだけでなく、即興的なやりとりを意識し

た練習が必要であることがわかる。今後は、スローラーナーへのサポートを強化しつつ、段階的に即興的なやりと

りの練習を取り入れ、より多くの生徒が自信を持って英語で質問し、答えられるような授業設計を行う必要があ

る。 

  



資料１：プレゼンテーションルーブリック 
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問題解決能力を育む
地理学習

地誌学習×パフォーマンス課題

1

大阪教育大学附属池田中学校
教諭 田中誠也

2024年度大阪教育大学附属池田中学校イケトーーク



本日の流れ

1. 「社会的な見方・考え方」を働かせた「思考力、判断力、表
現力等」の育成

2. 大阪IRの実践事例の紹介
3. パフォーマンス課題の評価の実際

2



「社会科的な見方・考え方」を働かせた
「思考力、判断力、表現力等」の育成
•単元など内容や時間のまとまりを見通して「問い」を設定し
•「社会的な見方・考え方」を働かせることで
•①社会的事象等の意味や意義を考察する学習
•②特色や相互の関連等を考察する学習
•③社会に見られる課題を把握してその解決に向けて構想する学
習
•を一層充実させることが求められる。

文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編』p.9 3



グローバル市民性

•課題解決策を構想する力
• 課題発見する力
• 課題について調査する力
• 課題解決策を構想する力

課題の発⾒

調査する

課題解決策
の構想提案・議論

課題解決策
の再構成

学習過程 大阪IRをつくって、本当に
大阪がよくなるの？

賛成派・反対派の立場
に分かれて

班で協働・対話
的な活動

クラスで提案

教員から問題提起

個人で考察を深め
る



2.大阪IR
日本の諸地域 近畿地方
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大阪IR（統合型リゾート）
1. MICE施設（国際会議場、展示会場）
2. 魅力増進施設
3. 日本観光のゲートウェイ
4. 宿泊施設

5. エンターテイメント施設（カジノを含む）

①関西の豊富な観光資源 ②関西の経済規模
③関西の中心に立地 ④充実した交通インフラ

〈教材化の難しいポイント〉
ネットニュース・テレビなど
は、「カジノ」に着目したも
のが多い



大阪IRを多面的・多角的に見る

（仮説）
大阪IRを社会的
事象として取り
上げることで、
地域的特色を見
出せるのではな
いか。



大阪IRと近畿地方

8

阪神工業地帯の変遷

軽工業の発展

重工業の発展 臨海部の埋立地 公害 地盤沈下

液晶パネル

太陽光パネル 蓄電池 物流拠点 テーマパーク

2025大阪・関西万博

大阪IR インバウンド効果 少子高齢化



単元計画
時間 学習内容

第1次
第1時

学習課題について、見通しと予測を立てる。
「2025年以降、産業を維持・発展させていくために、どのような取り組みを
行うとよいか」

第2次
第2〜6時

①近畿地方では地形や気候にどのような特色が見られるのか
②阪神工業地帯は、どのように発展してきたのか
③近畿地方の交通網は、どのように広がってきたのか

第3次
第7〜10時

大阪IRと産業の関係から、近畿地方の産業のあり方について構想する。
①市民から反対の声が上がっているにもかかわらず、なぜ大阪IRをつくろう
としているのか
②大阪IRは、本当に関西地域や日本を発展させることにつながるのか
③2025年以降、産業を維持・発展させていくために、どのような取り組みを
行うとよいか

9



地理的な視点

•地域
• 近畿地方は、どのような特徴があるのか（見方）
• どのような地域にすべきか（考え方）

•空間的相互依存関係
• 大阪IRは、各地とどのような関係をもっているのか（見方）
• なぜ、そのような結びつきをしているのか （考え方）



パフォーマンス課題
Goals
目標

あなたの目標は、持続可能性のある産業の振興は、その
地域（場所）における多様性のあるネットワークを活用
することが必要であることを理解することである

Role
役割

あなたは、市民の声を代弁する市議会議員です

Audience
受け手

聞き手は、市民です

Situation
状況

大阪IRが、本当に関西地域や日本を発展させることにつ
ながるのかを調査、検証し、説明することである。

Product
完成品

大阪IRの賛成意見（反対意見）のプレゼン資料を作成す
る

Standard
評価規準

基準B調査、基準Cコミュニケーション
11



スライド作成（テンプレート）

•①大阪IRが、関西地域や日本を発展させることにつながるの
か？
• 問いに対する答えを書く

•②経済効果
• 2つ以上の理由と根拠を示す。

•③ギャンブル依存症
• 対策によって、どの程度解決するだろうか？

•④まとめ
• 上記のことをまとめて、結論を示す

12
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ルーブリック 基準B調査

レベル レベルの説明

１〜２
C

大阪IRと地域の発展について、限定的な情報またはとき
どき関連性のない情報を収集し記録している。

３〜４
B

大阪IRと地域の発展について、いくらか関連性のある情
報を収集し、記録するための方法を活用している。

５〜６
B

大阪IRと地域の発展について、適切かつ関連性のある情
報を収集し、記録するための方法を活用している。

７〜８
A

大阪IRと地域の発展について、適切かつ関連性のあるさ
まざまな情報を収集し、記録するための方法を活用して
いる。

15



ルーブリック 基準Cコミュニケーション

レベル レベルの説明

１〜２
C

市民と大阪IRと近畿地方の産業のあり方を考察する目的に
とって必ずしも適切でない方法で、情報や考えを伝達してい
る。

３〜４
B

市民と大阪IRと近畿地方の産業のあり方を考察する目的に
とって幾分か適切な方法で、情報や考えを伝達している。

５〜６
B

市民と大阪IRと近畿地方の産業のあり方を考察する目的に
とっておおむね適切な方法で、情報や考えを伝達している。

７〜８
A

市民と大阪IRと近畿地方の産業のあり方を考察する目的に
とって完全に適切な方法で、情報や考えを伝達している。

16



17

大阪府の公式資料やネットニュース等
を活用している。
自分たちの発表に合わせて、情報を取
捨選択している。



18

海外のIRとの比較をしていて、大阪IR
がどれだけの利益を見込んでいるかが
わかりやすくなっている。
ギャンブル依存症の認知に着目してい
る。無自覚のうちに、ギャンブル依存
症になっている可能性を指摘している。



参考文献

•文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会
編』
•吉水裕也（2023年）『PBL的社会科単元構成による中学地理
の授業デザイン』明治図書出版
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令和6年度
イケトーーク！
地理的分野における持続可能な
社会に挑むパフォーマンス課題



本日の内容

今年、転勤
してきて

パフォーマ
ンス課題

課題の設定 実践例



６年ぶりの学校はうらしま太郎の気分でした。



２０１８年度～２０２３年度の教育に関する主な
出来事

・２０１９年 ４月より「働き方改革関連法」が順次施行

・２０１９年 ４月 中学校で道徳が「特別の教科」となる

・２０１９年 １２月 新型コロナウイルスが検出

・２０１９年 GIGAスクール構想が言われだす

・２０２２年 スポーツ庁が運動部活動の地域以降について



『パフォーマンス課題って何！？』ってな
りました。

•パフォーマンス課題
リアルな文脈の中で、様々な知識やスキルを使いこなすこ
と（応用・総合しつつ何らかの実践を行うこと）を求める
ような課題。
具体的にはレポートや新聞といった完成作品や、プレゼン
テーションなどの実技・実演を評価する課題など。



地理的分野の目標

• 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追及した
り、解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバ
ル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社
会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとお
り育成することを目指す。

学習指導要領（平成２９年度） 解説社会編



社会科における思考・判断・表現とは？

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分
布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作
用、地域などに着目して、多面的・多角的に考察したり、地理的
な課題の解決に向けて公正に選択・判断したりする力、思考・判
断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。



「地域の在り方」で身に付ける思考力・判断力・表現力

•地域のあり方を、地域の結びつきや地域の変容、持続可能
性に着目し、そこでみられる地理的な課題について多面
的・多角的に考察、構想し、表現すること。



持続可能性についての取り扱い

ウ （３）については次のとおり取り扱うものとする。
（ウ）地域の考察に当たっては、そこに暮らす人々の生
活・文化、地域の伝統や歴史的な背景、地域の持続可能な
社会づくりを踏まえた視点に留意すること。



京都研修が課題
設定のきっかけ
でした



生徒たちから

とにかく人が多い。

見渡してみても外国人観光
客なので怖かった。

調べたお店が混雑していた。

公共交通機関の混雑がひど
い



課題意識を持つ生徒がいました



課題の設定にあたって

同じようなことが報道
でありました





GRASPSの設定
Goals（目標） 多くの外国人観光客を受け入れる日本は、インバウンド等で利益を受けているが弊害も

みられる。持続可能な観光開発をしながらもそれに付随する諸課題について多面的に考
察する。

Role（役割） 行政の観光課の職員
Audience（相手） 外国人観光客
Situation（状況） 地域住民から、「多くの外国人観光客の影響で、さまざまな弊害を受けている」と複数

の意見を受ける
Product（内容） ① 現況の把握と課題の分析をまとめる

② ①をもとに外国人観光客向けの啓発ポスターを日本語で1枚作製する。ポスターには
課題とその対策をわかりやすく示す。

Standards（評価） 評価：B『調査』、D『批判的思考』 点数は８×２＝16点
ATLスキル：
・情報リテラシースキル
事案や自治体の取り組み等をもとにデータを収集、記録、検証する。情報を精査し、根
拠をもとに情報を関連づけることができる。
・批判的思考スキル
議論を形成するために判例など関連する情報を集め整理する。
課題を認識し評価するとともに、様々な可決策を提案する。



＜課題の状況＞ 

① ワークシートを作成し、現況の把握と課題を取り出しまとめる。 

② 外国人観光客向けの啓発ポスター（日本語バージョン）を作成する。 

ポスター作製についてはキャンバやパワーポイントなどファイルは問わず。 

ポスターなので文字だけにならないよう、また 1枚のポスターに複数の内容を入れる。 

  例）観光客のごみ問題が顕著なので、「ごみを減らそう」だけにならないように。 

 

＜設定の市町村や地域は以下から選ぶ＞ 

京都、奈良、富士山・箱根、鎌倉・湘南（神奈川）、広島 

難波・ＵＳＪ（大阪）、沖縄、浅草（東京）、札幌（北海道） 

あなたはとある自治体の観光課の職員です。最近、外国人観光客の観光の様子や対応につい

て連日のように市民からメールや問い合わせがあります。その内容は残念ながらネガティブ

なものが多いです。 

あなたは上司から外国人観光客向けの啓発ポスターの作成を命じられました。 

あなたはまず、現況および課題の把握と概要のまとめを行い、その後ポスターの作成に取り

掛かるよう計画しました。 



社会の課題とどう向き合い、どのように考え、表現するか

社会の課題→大人がだけが考えることで
はない

中学生にも課題解消のためのアイデ
アを考えることができる。（むしろ、
より柔軟に考えることができる）







課題の整理



対応策



批判的思考



持続可能性



ポスター作製
表現方法の工夫



情報を統合して、有効かつ論拠のある主張を行う。 

1/2 ポスター作製のため限定的な範囲で情報を要約して、主張を行っている。 

3/4 ポスター作製のため情報を要約して、主張を行っている。 

5/6 ポスター作製のため情報を統合して、有効な主張を行っている。 

7/8 ポスター作製のため情報を統合して、有効かつ論拠のある主張を行っている。 

ポイント：「持続可能な観光」が重要でこれからも「発展」していく内容であること。 

外国人観光客への「規制」や「批判」にならないこと。 







パフォーマンス課題の結果

• 知識以外の思考、判断、表現を評価することができた。
• 生徒の得意、不得意を測ることができた

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追及し
たり、解決したりする活動

↓
生徒の思考力、判断力、表現力を伸ばす学びとなる



本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日使用した Padlet やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

話し合いで活用した Padlet 

 

実践１（田中） 

意見・感想・提案 （お名前を伏せています） 

 



 
 

疑問・質問・お悩み 

 
回答：生徒たちは、ニュースやインターネットの情報をもとに、経済効果について着目している様子です。「経済効

果があるなら、よいと思う」と考えている生徒が多かったです。ギャンブル依存症については、個人の責任と捉えて

いるようです。 

 

 

回答：一応、それぞれに大阪 IR に関連させるようにしています。例えば、①地形・気候については、近畿地方の中

部のあたりは、平野に多くの人が住み、埋立地に産業地帯が広がっていることを学習し、気候的には降水量が少な

く、晴れている時期が多いことが、大阪 IR の立地に影響を与えています。②阪神工業地帯は、スライドでも提示し

た歴史的な流れについて学習しています。③交通網では、私鉄の発展と、これから新大阪駅と関空が直通するルート

が予定されていることで、インバウンド客のさらなる拡充が予想されています。また、大阪 IR へ向かうルートとし

て、新大阪駅、なんば駅、天王寺駅からルートができたり、奈良県、和歌山県、兵庫県、京都府、滋賀県から大阪

IR がつながるルートが確保される予定です。四国地方とは船での交通路が予定されています。それだけつながりが

生まれることを学習しています。 

 

 
回答：アドバイスは、生徒にたくさんしています。情報の提供、反対の立場から視点で意見を伝えたりしています。

生徒には情報の取捨選択を促し、どの情報を活用するのかは、生徒に考えさせるようにしました。 

 

 
回答：自己評価はしていないです。教員が評価するにあたってのルーブリックになります。思考・判断できたかどう

かを今回は評価することにしました。 

 



回答：賛成７〜８割、反対２〜３割くらいになりました。現在のところ、反対意見があるにしても、大阪 IR が実現

する可能性が高いことから、できたときにどうするべきかという視点で考えることが大切であると考えました。その

ため、目標が賛成寄りになっているのは、そういう一面があるからです。 

 

回答：基本的にはあまりつけないようにしています。説明が難しいところがあるからです。ただ、全体を俯瞰して見

たときに、６点ではないけど、４点でもない作品が出てきます。そのときに、５点をつけるようにしています。クラ

スルームで課題の提出・返却を行っているので、その点数になった理由や「こうすれば６点でした」ということをフ

ィードバックしています。 

 

 

回答：難しい質問です。地域調査は、生徒がテーマや問いを考えることと、フィールドワークが特徴だと考えていま

す。一方で、地誌学習では、地域の課題を通して地域的特色を捉えることが特徴だと考えています。そのあたりの違

いを意識しています。私も専門的に知っているわけでないので、教えていただけると助かります。 

 

 

回答：地誌らしさでいうと、地域の特色が学習の中心になるかどうかではないかと考えています。交通、気候、地

形、産業という視点で考えることと、そこに歴史的な軸をいれることが地誌学習らしいかなと考えています。 

 

回答：授業では、３時間程度作成時間をとりました。３時間でできるように、指導しています。おわることができな

かった場合は、家で行うことも可能としています。５〜６の評価は、提供した資料をもとにプレゼン資料を作成でき

ているとき、７〜８の評価は、さらにそこから自分で調べてプレゼン資料を作成できているときという基準で評価し

ています。 

 

実践２（藤井） 

意見・感想・提案 

・単にオーバーツーリズムの対応策をポスターにするだけでなく、思いついた対応策の妥当性や、メリット・デメリ

ット？を再度考えさせる活動が良いと考えました。オーバーツーリズムの対応を調べてお終いではなく、自分なりに

対応策の良さや課題を考える必要が出てくると考えたからです。  

 

・実践報告ありがとうございました。ちょうど今週、同じ単元の授業を地理的分野のまとめとして指導案を作成して

おりました。ポスターセッション、いいアイデアをいただけたと思います。ありがとうございました。 

 

・京都研修をこの学習のきっかけにされたことがよいと思いました。 



 

・「社会の課題は大人だけが考えることではない。」私も同感です！生徒とともに知恵を集めてですね。 

 

・発表、ありがとうございました。中 3で沖縄研修をするので、その事前学習として、地理の授業でオーバーツーリ

ズムについて考えていけるとよいかなと思いました。 

 

疑問・質問・お悩み 

・素晴らしい発表ありがとうございました。子どもたちの課題意識を活用した素晴らしい実践のため、私自身、今後

の授業づくりに生かしていきたいと強く感じました。2点質問があるのですが、今回の実践の前に生徒はポスター作

製の経験はどの程度あったのか教えていただきたいです。また、うまくまとめられていてもポスターとしてのクオリ

ティが低い場合、評価としてはどのようになるのか教えていただきたいです。よろしくお願いします。 

回答：社会科に限らずパフォーマンス課題でのポスター作製の経験がある状態だったので、スムーズに作成すること

ができた。 

ポスターの評価としては、伝えたいことが伝わる内容やレイアウト、地域の特性を含んだ内容、持続可能な観光の開

発になっていることとであり、内容に根拠がない、ネガティブなものは評価が低いものとなっています。 

 

・ありがとうございました。ポスター作製の過程の中で、先生が生徒へどのような働きかけをされたのかお教えいた

だけるとありがたいです。また、ポスターのクオリティが非常に高く驚いておりますが、どのような指導をされたの

かもお聞きしたいです。一方で、ポスターのクオリティ（デザイン性？）は評価に入るのでしょうか？それは社会科

としての評価なのかと私はいつも迷ってしまうのですが、そのあたりはどのようにお考えですか？ 

回答：ポスター作製の過程においては、旅行者が一目見て行動を改めたり、考えさせたりするものとなっていること

や地域の特性を加味したものであるように助言しました。 

デザイン性については、美術的なことは評価しませんが、内容が伝わるものになるよう指導しております。ポスター

のクオリティについては、アプリケーションと生徒の ICT能力のおかげだと思っております。 

 

・ポスターを作成する際に、どれくらいの数の地域の課題を挙げることを重視していますか？ 

多ければよいのか、深めることを重視しているのか、事前に生徒に伝えていますか？ 

おしゃれなポスターを作成すると思考の深まりを評価しづらいので、その方針について教えていただきたいです。 

回答：今回の地域を選んだ理由は、地域的な特性を挙げやすいものを選んでおります。また、完成後に４人の班で共

有したので、地域が被らないよう８つ設定しました。 

ポスターの内容がたくさんあるのではなく、地域的な特性も踏まえ、中身を深めることを重視しております。 

 

 

参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 



 

 

①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など） 

「スタディポケット」（生成AI）にて、テキストデータの分析を行った。以下に出力されたものを提示する。 

 

ポジティブな意見（肯定的・前向きな意見） 

1. 大変勉強させていただきました。ありがとうございます。 

2. IBを取り入れている学校の「地理」的分野の活動を始めてお聞きすることができたのが、自分の糧になったと思

っています。 

3. graspsの設定がとても参考になりました。 

4. この研修会によってある程度自分の中での見通しを立てられました。 

5. パフォーマンス課題の位置付けや構想の過程、実践報告などを聞くことができて良かったです。 

6. 評価の観点などがとても参考になりました。 

7. 社会科におけるパフォーマンス課題の設定方法について新たな知見を得ることができました。 

8. 素晴らしい実践発表ありがとうございました。 

9. 他校の実践に触れることで、自分の実践の振り返りにもなりました。 

10. 課題に対して深く思考したことを表現させる活動は、大変興味深いです。主体的な学びを実現するためには、こ

の活動が非常に有効であると感じています。 

 

ネガティブな意見（問題提起・疑問・懸念点） 

1. 授業時数についての問題提起：他の単元との授業時数のバランスをどのようにとるか。 

2. 新たな疑問：パフォーマンス課題の設定時の時数や歴史的分野での設定、単元の振り返り方法、主体的に学習す

る態度の評価方法など。 

3. ルーブリックの評価記載やネットからのコピペ、情報添付の問題点とそれに対する対策の必要性。 

 



教育機会の充実や新たな学習方法に対するポジティブな評価が多く見受けられ、参加者が多くのインスピレーショ

ンを得ている様子が伺えた。一方で、授業時間の管理や評価方法の具体化など、さらなる改善点が指摘されており、

これらは今後の教育実践に生かすべき重要なポイントとなると考えられる。 

 

・授業時数について。田中先生・藤井先生の今回の近畿地方での授業の授業時数は約 10時間程度ですが、他の単

元はどのようなものでしょうか。 

→パフォーマンス課題への取り組みも含めて同程度になりますが、おっしゃるとおり授業時数の関係で単元をまとめ

る場合があります。 

 

①パフォーマンス課題をどこで設定するか（時数との兼ね合い）②歴史的分野ではどのようにパフォーマンス課題を

設定しているか（実生活とどう関連をもたせるか）③単元での振り返りはどうしているか ④主体的に学習に取り組

む態度はどのように評価しているか ⑤単元の問いはどのように設定しているか（どのような資料を提示し、どのよ

うな手順で、生徒の疑問から問いを設定しているか）⑥パフォーマンス課題を設定する際の条件 

→①各学期に２～３回程度、②、③パフォーマンス課題の内容によっては、振り返りを包括しているものがある。そ

れ以外は特にしていない。④課題にたいしての内容の充実度や、班学習等におけるグループへの貢献度など⑤社会的

に興味関心が高いもの。もしくは、授業のなかで生徒から新たに浮かんだ疑問や問いなど。⑥簡単に調べて終わるも

のにならないようにすること。また、学習指導要領から大きく外れていないこと。多面的・多角的な思考や表現がで 

きるようにすること。また、国際バカロレアによる ATLスキルを使うようにしている。 

 

お話の中で、ネットからのコピペ、ネットの情報をただ添付するだけで深まりの感じられない作品や発表があると言

うお話がありました。その点に対する対策や対応をどのようにされているかをお聞きしたいです。私は、パフォーマ

ンス課題の内容がネットで調べたことで完結しないものにする。授業の中で、コピペと思われる用語や内容があった

場合、個別に質問したり、対話しながら改善しています。ただ、前述の方法ではすべての生徒に対して対応しきれな

いのが実際です。もし、よろしければご意見を伺いたいです。 

→課題や問いを調べて終わるものではなく、考察したり、班で話し合ったり、一般的な答えがないような問い、また

は社会通念上の答えのようなものはあるが、本当にその通りなのだろうかというような問いにする。 
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本日申込いただいている方々（数学） 
ご参加いただきありがとうございます



１　自己紹介



　今まで大切にしてきたこと

井 場 恒 介 （ い ば こ う す け ）

公立中学校 大阪教育大学附属池田中学校

探究的な学び

2010〜2021 2022〜

数学を教える 
上にあるものは？

1

数学を 
教えること

人と関わり合い
ながら学ぶ

IB教育との 
出会い（概念学習）

教科横断 
STEM

実生活との 
関わり

パフォーマンス 
課題

自己紹介



数学の授業をする上で・・・

数学を探究的に 
進めるとは？

パフォーマンス課題って

他校の先生は 
どんな授業？

形成的評価

逆向き設計

GRASPS

概念って？

単元設計

2

メタ認知

学びがつながる

数学の資質・能力を育む 
パフォーマンス課題って・・・

悩んでいます・・・

自己紹介



児童・生徒に育ませる資質・能力とは 3自己紹介

「VUCAな時代」

Volatility 
変動性

Uncertainty 
不確実性

Complexity 
複雑性

Ambiguity 
曖昧性



4自己紹介

小学生 中学生 高校生

V
U

C A

VUCA時代

目の前の児童・生徒に 
どんな力が必要だろうか

AI

Well-being

児童・生徒に育ませる資質・能力とは



5自己紹介イケトーークにおける目標

？？

取り組んでいない

取り組んでいる

より良いパフォーマンス課題を 
模索しよう

今回つながった先生方と 
パフォーマンス課題を共有

やってみよう！

令和６年度 大阪教育大学附属池田中学校 研修会

令和６ 年 ８月 １日（木）午前９：００〜１１：３０

参加
方法

ZOOM
開催

■ 実施形態
オンライン（ＺＯＯＭで開催）
参加者には，開催日２．３日前にメールで
お知らせをします。

■ 参加対象
教員、教育委員会関係者、
教職を目指す大学生または大学院生、教育関係の仕事の方

■ 申し込み

下記のＱＲコードを読み込んで，ご登録ください。 申し込み締め切り：令和６年７月2９日

複数教科同日開催となります。教科等を選択し、ご参加ください。
※フォームでうまく送信できない場合は，研究会担当者宛のメールに以下の必要事項を本文へご記入の上，
送信してください。（担当者からの送信メールをご確認ください）

■ その他
日程の目処がつかず、参加出来るか不安な方もメールアドレスを登録しておいて頂ければ
案内の連絡をいたします。その際、参加できる場合、飛び込みでの参加も可能です。

イケトーーク企画担当
大阪教育大学附属池田中学校 中田未来
E-mail: nakada-m05@cc.osaka-kyoiku.ac.jp
Tel 072-761-8690

日 時

テーマ

プレゼンターが実践をスライド等にまとめて３０分程で発表。その後、その提案に対して参加者と共に議論し、深めます。

思考力・判断力・表現力を育成するための
パフォーマンス課題と評価

ご自身の授業で 
取り組むなら・・・？



２　数学におけるパフォーマンス課題



6数学パフォーマンス課題算数・数学科において育成を目指す資質・能力



算数・数学科において育成を目指す資質・能力 7

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

●事象を数理的に捉える，数学を活用して論理的に考察する力

●数学的な表現を用いて事象を簡潔，明確に表現する力

●数学的に考える，数学の実用性，数学を活用する態度

知・技

思・判・表

学び

思・判・表

●事象を数学化・数学的に解釈，表現・処理したりする技能

数学パフォーマンス課題



算数・数学科において育成を目指す資質・能力 8数学パフォーマンス課題



知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

　ペーパーテストで測れるものと測れないもの 9

ペーパーテストで測れる力 ペーパーテストで測れない力

算数・数学で育む資質・能力

どうやって測る？

数学の資質・能力を育む 
パフォーマンス課題って・・・

数学パフォーマンス課題









３　実践紹介



相互
評価

単元におけるパフォーマンス課題の位置づけ【中学２年　合同，三角形四角形】 13

直線と角（３） 

多角形と角（４） 

合同な図形（５） 

二等辺三角形（３） 

直角三角形（２） 

平行四辺形（９） 

錯視についての探究（５）

学習前の 
問い

学習後の 
問い

パフォーマンス 
課題

定期テスト

パフォーマンス課
題アドバイス

小テスト

ワーク
シート

小テスト

定期テスト

学習
履歴

自己
評価

【自己評価OPPシート】 【単元計画（31）】 【学習の評価】

実践紹介



錯視の紹介 14実践紹介



パフォーマンス課題

15

錯視を図形の性質を用いて解明 錯視ポスターの作成

実践紹介

探究テーマつけたい力

論理的に結論を出す
根拠を明確にする
学んだことを実生活に活かす

　「つけたい力」　と　「パフォーマンス課題」



A:錯視を証明 

B:錯視を活用

16実践紹介

GRASPS

ルーブリック

パフォーマンス課題（生徒提示資料）



17

論理立てて結論を導く
根拠を明らかにする
証明の作法を守る

学んだ知識や技能を使う
実生活の文脈で表現
数学を使って創造性を育む

実践紹介パフォーマンス課題（生徒提示資料）



18パフォーマンス課題 実践紹介



普段の授業（２つの論理の違い） 20

対頂角は等しい

平行なら同位角は等しい

三角形の内角の和は１８０°

平行なら錯角が等しい

帰納的・・・複数事例 演繹的・・・根拠

対頂角は等しい 三角形の内角の和は１８０°

実践紹介



普段の授業（結論を導くための流れ，方針） 21実践紹介





23実践紹介普段の授業（証明の作法と方針の指導）

問題の把握 
仮定（青）結論（赤）の 

共通認識

「根拠」の支援 
（貼りもの教材）

「条件」の整理



普段の授業（自分で設定したゴールに向けて自由に） 24

【ヒントカード】 
貼りもの教材

生徒自身が結論を選択

【板書】 
よくあるミスを示す

【ICT】 
誤答，正答写す

実践紹介



普段の授業（ポートフォリオで学習履歴をまとめる） 25

●OPPシート（１枚ポートフォリオ）を 
　活用した形成的評価

●授業で証明したことを 
　「根拠カード」として蓄積していく

実践紹介





A

B

D

C

E H

F G

I L

O

J K

EH∥FG
証明の力で 
真実を見抜け！！





パフォーマンス課題完成に向けて（課題の提示・個人→グループ）

個人思考（それぞれの考えた方針を表現）

29

合同 合同 平行四辺形

平行四辺形長方形長方形

実践紹介



　　形成的評価をして軌道修正

概念への 
フィードバック

33

課題へのフィードバック

実践紹介





４　成果と課題



36成果と課題

GPT-4oによる全生徒の分析

アンケート分析（AI分析）

パフォーマンス課題のアンケート

１　難易度について 
　難しかった15 

　あまり難しくなかった，ちょうどよかった5 

　もっと難しい問題が欲しい1 

　ちょっと大変，忙しかった5

studypocket-export (1)

評価項目 妥当性評価 理由

論理的思考力の育成★★★★ 証明問題などを通じて論理的思考が促進されている。難易度調整が必要。

問題解決力の育成 ★★★ 異なる視点からの問題解決の機会があり、一部具体的な支援が不足している。

実生活応用力の育成★★★★ 実生活への応用例が提供されており、生徒の理解を深めている。サポートが必要。

２　創造性や楽しさ 
　楽しかった10 

　創造的だった，ポスター作成がよかった5 

　アート要素が苦手2



OPPシートからみる概念の変容 37成果と課題

2��幠宏繟ㄤ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習前・中・後を振り返ってみて，何がわかりましたか？また，今回の学習を通してあなたは何がどのように変わりましたか？そのことについてあなたはどう思いますか？感想でも構いません

ので自由に書いてください。  

４章 
図形の性質

と合同 

『論理』とはなんですか？あなたの知っていることを書いて
ください。 

学習前 

『論理』とはなんですか？あなたの知っていることを書いて
ください。 

学習後 

学習を振り返って（自己評価） 

疑問に思ったことや，考えたことは何ですか 

数学 
OPP 
シート 

２年   組   番 

名前                 . 

• 説明の順序・つながり  
• 文章  
• 証明問題  
•

論理とは､ 存在している仮定を基
に派生していくもの同士を組み合
わせて答えに導いていくことだと
考える｡ その論理を活用できるの
が図形の証明問題である｡ 図形の
証明問題は最初に問題と問題を解
くための手がかり 仮定 ､ 示す
べき結論のみ与えられる｡ 示すべ
き結論に近づいていくために､ 問
題を解く手がかりを発展させてい
くという流れがある｡

図形の証明を扱っていくに当たって､ 学習前は｢ 答えにたどり着くまでの道筋を説明していくだけだ｣ と考えて
いたが､ 学習後になると｢ あらゆる手がかりをつかって様々なパターンで筋道立てて説明する｣ という考え方に
変わった｡ 証明する際に使える定義や定理､ 性質は複数あるわけだから､ その分何パターンでも当てはまってい
れば証明することができる｡ また､ 自分で新たに証明の鍵となりそうもの 補助線 を付け加えることができ
るので､ 見方が増えて様々な方法で証明ができるようになった｡  
そういう｢ 論理｣ は日常生活にも活かせる部分があると思う｡ それが仕事になったのが裁判だと思う｡ ｢ 論理｣
があれば､ 困っている人を救えることもあるので､ 世界規模でこの見方が働いてくれるんじゃないかと思う｡

今私達がこうやって学校教育で習っているのは､ 昔の人達がこれらを発見し､ 同じように証明した
からだろう｡ 私達よりも知っていることが少ない中で､ どうやって完璧な証明に仕上げ後世に伝え
ていったのだろう｡



GPT-4oによる全生徒の分析

38成果と課題OPPシートからみる概念の変容（AI分析）

学習前は抽象的で漠然とした理解にとどまっていた論理が、 

学習後には具体的かつ構造的な理解へと変容した。 

論理を実際の証明問題に適用し、明確な構造を持った説明を

行う能力が身についたことが大きな変化である。 

繰り返しの学習と実践を通じて、論理を他者にわかりやすく

伝えるスキルが向上し、論理的思考の重要性と具体的な適用

方法が深く理解された。



39成果と課題

GPT-4oによる全生徒の分析

OPPシートからみる概念の変容（AI分析）

全体的な理解の深化 
●論理の定義: 
    学習前: 20回答 
    学習後: 22回答 
    変化量: +2 
　【結論】: 論理の基本的な定義に対する理解が 
　　　　　　保持あるいは微増しています。 

●説明と議論: 
　　学習前: 25回答 
　　学習後: 28回答 
　　変化量: +3 
　【結論】: 相手を納得させるための議論や説明への理解が 
　　　　　　向上しています。 

「論理」とは何ですか？
●証明と根拠: 
　　学習前: 25回答 
　　学習後: 35回答 
　　変化量: +10 
　【結論】: 証明と根拠の重要性に対する理解が大きく 
　　　　　　向上しました。 

●道筋と秩序: 
　　学習前: 30回答 
　　学習後: 33回答 
　　変化量: +3 
　【結論】: 論理的な道筋を立てることの重要性に対する 
　　　　　　理解が微増しています。 

●実生活での応用: 
　　学習前: 15回答 
　　学習後: 27回答 
　　変化量: +12 
【結論】: 実生活での論理の応用に対する理解が大幅に 
　　　　　向上しました。 



公立中学での実践結果 40成果と課題

全国学力学習状況調査でのアンケートより（肯定割合）

0

22.5

45

67.5

90

授業よくわかるか 社会に出た時に役立つか 普段の生活の中で活用

67.7

80.8
85.4

33.6

57.6

79.7

27.4

63.7

73.7

過去５年間の平均値

H30 ３年生

R3 ３年生





【数学科】 

本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日使用した Padlet やいただいたリフレクションを共有させていただきます。ぜひ、ご活用ください。 

 

話し合いで活用した Padlet 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



意見・感想・提案 

・パフォーマンス課題という言葉を初めて聞きました。例えば，因数分解の手引書を作る，都市開発を考えるといっ

た内容は授業でしたことがなかったので，なるほどと思いました。表現力を身につけさせる授業は参考になりまし

た。 

・井場先生、発表ありがとうございました。数学のパフォーマンス評価について詳しく理解することができました。

継続的にすることによって生徒の力になることもよくわかりました。教科は違いますが、美術科でも参考になりチ

ャレンジしてみたいです。最後に質問になりますが、授業時間の中でどのようにさまざまな評価を取り入れている

のかを教えてもらいたいと思いました。 

・証明は生徒たちには嫌がられることが多いですが、パフォーマンス課題をすることで、実生活の場面で用いる（し

かも楽しそうに！）ことができていて、とてもよかったです。 

・前の投稿でも書きましたが、出発点としての錯視の題材はとても良いと思いましたが、錯視を作ることをゴールに

したのはどうかと思いました。 

・パフォーマンス課題を生徒個人に取り組ませる前に、個人思考→グループ活動→個人思考の活動があり、生徒がし

っかりと課題を理解し、自分事にした中で取り組めるのがいいなと思いました。自分の勤務校では学習内容が多

く、生徒に細かく理解させる余裕がない、また学問的誠実性に関わる、という観点もあり、課題をなかなか生徒同

士で議論させるタイミングを取ることが難しいという現状にあります。よろしければ、①1年間の学習内容の計画

の中で、丁寧にパフォーマンス課題に取り組ませる時間があるのか。その時間捻出のコツ②学問的誠実性をどのよ

うに捉え、生徒に伝えているのか をご教授いただければ幸いです。 

・私は、今年で教員 3年目です。説明することや問題を解けるようにさせるのにいっぱいで、パフォーマンス課題を

考えたり、実際取り組ませる時間を確保できず、今までさせたことがありません。 

中学でこんな楽しい数学を学んで、高校で一方方向の授業をされては、学ぶ意欲が下がってしまって当然だと反省

しました。先程の講演で一生懸命考えている生徒の姿をみて、是非とも実践してみたいと思いました。 

・子どもたちが自分の意見を活発的に交流されていて素晴らしいなと思いました。日々の積み重ねも感じられまし

た。思考力・判断力・表現力を高めたいと思い、子どもたちにたくさん交流の場を設定し、活発に取り組むのです

が、ペーパーテストになるとリンクしづらいところも悩みです。知識面もしっかり力をつけさせたいと思うと、授

業の時間配分も難しいと感じます。 

・パフォーマンス課題というワードを初めて聞きましたし、初めて知りました。とても勉強になったのですが、池田

中の生徒さんはレベルが高く、課題内容や生徒間で話し合っている内容も自分の学校の生徒とは全く違うレベルの

ものだと感じました。ぜひ２学期以降パフォーマンス課題に取り組んでみたいと思いますが、どんな課題がいいの

かなと疑問が残りました。 

・図形の証明について、正しいだろうものを証明することに納得できない生徒も多くいると思われます。そんな中、

錯視を用いた問題は、正しいかどうか疑わしいものへの証明を考えることになるので、生徒のモチベーションも上

がりとても素晴らしいと感じました。 

・すごいと思いましたが、率直な疑問として、いわゆる「錯視」を数学の証明としてできるのだろうか？と感じまし

た。話し合いを通して解いていく、自分の解を見つけていくということは、すごいと思いと思いました。 

・教材設定が、錯視というのは目から鱗で、非常に自分ごとにしやすい課題と感じました。ありがとうございます。 

この課題ひとつで３コマということですが、やはり普段の授業は教科書会社が想定している進度よりもはやいので

しょうか。大阪府では中学生チャレンジテストというものがあり、その範囲の学習をチャレンジテストまでに終え

る必要があり、特に中学１年生は進度的にも非常にシビアなものを感じていますので気になりました。 



・錯視の話し合いの活発なチームの会話の中で長方形ができるから平行と結論が出た後で「長方形の定義ってな

に？」と質問が出るところが素晴らしいと思いました！PCを用いるところとボードを用いて意見交流など仕掛けの

部分でも工夫があり参考になりました。 

・井場先生ありがとうございます。4年前に井場先生と一緒に仕事させていただき、そのときからパフォーマンス課

題をやってきました。最近は、形だけになってきたみたいで悩みです。 

・なかなか、パフォーマンス課題がうまくいかずに、知識理解をはかる問題が主になる授業が今までメインでした。 

集団授業での展開も、公立では学力の差があり、難しさがたくさんあります。 

 

疑問・質問・お悩み 

・ルーブリックに沿った評価をつける際に、例えば評価 Aと評価 Bの狭間の非常に悩ましい作品は Aにするのでしょ

うか。Bにするのでしょうか。パフォーマンス課題を成績にいれる際、いつも微妙なところで悩んでいます。 

・高校入試問題をイメージしたときに、今回のようなパフォーマンス課題の有用性を示す数値などがありましたら教

えていただけたらありがたいです。国の指針と高校入試の問題内容がずれていると、どちらを向いて指導すればい

いのかという議論をよく聞きますので、アドバイスいただければと思います。 

・普段の定期テストにも同じことが言えるのですが、パフォーマンス課題の実施日や提出日に生徒が欠席していた場

合はどのように評価してあげればよいでしょうか。理想としては登校した際に放課後などで時間を取って対応でき

ればいいと思うのですが、会議や出張などでなかなかその時間が生まれず悩んでいます。 

・ただただ圧倒させる実践ばかりで、大変勉強、刺激になりました。質問が２点あります。①日常の事象だと、より

多様な考察ができるだと感じました。このような教材（錯視）はどのようにして見つけているのですか？②全体共

有は少なく、個人や小グループの活動が多いことも生徒が生き生きと学ぶことにつながっていると感じました。一

方で、生徒の誤答につながることも多いと思いました。そのような生徒は、どのようにして正答へ導かれるのです

か。緑字でフィードバックを行っているということでしたが、１５０人全員を３時間にわたってチェックすること

は難しいように感じましたが、どのようにしているのでしょうか。 

・根拠カードは、ゲーム感覚で自分たちが武器を使いできることが増えていく感覚が芽生えて、とても素晴らしいと

感じました。最初の数枚の根拠カードの設定の扱いについて気になりました。公理に該当するところの位置づけな

ど。 

・本日の実践紹介ありがとうございました。証明の根拠シートなどを常時示してあげることもやはり大事だと再確認

できました。本年度 3 年生にも活用してみます。個人思考の後のグループでの思考の時は井場先生からの言葉かけ

はどの程度ありますか。私は現在各グループに回って、今後に生かせることをひろってます。口出しすぎかなと頃

合いが難しいです。 

・ノートはあまり使っていないですか？ 

・ダミーの例をご紹介ください。 

・今回の錯視のパフォーマンス課題を取り組むにあたってすごい量の資料が配布されていることに圧巻でした。 

それだけ生徒に見通しをもたせ、評価基準や必要性を理解させることを丁寧にされていて素晴らしいと感じまし

た。どれくらい作成に時間を要しましたか？ 

・レポートの評価について知りたいです。どの程度のレポートであればどのような評価をしたのかの具体例が知りた

いです。 

・「数学的活動」として、正多面体を作って辺や頂点の個数を考えたり、素数ゼミの周期について考えたり、地球一

周(子午線)を測る、バーコードを 2 進法で数えるなど実験、体験をして身の回りとのつながり、生活の中で数学が

使われている(使っている)事例を取り上げるようにしています。これらの活動をパフォーマンス課題として評価・

評定に結びつけるところまで実践されているのがすごいと思います。 



・井場先生、貴重な御提案、大変勉強になりました。ありがとうございます。ルーブリックについて質問なのです

が、ルーブリックは生徒と共有することが大切だとよく言われます。文章の表現を生徒が分かりやすくなるように

する上で、工夫されていることはありますか？また実際にパフォーマンス課題に取り組んでいる際、生徒は提示し

たルーブリックをどのように活用していますか？教えていただけると幸いです。 

・錯視の問題作成でダミーをわざと作るとおっしゃっていたと思いますが今回の場合はどのようなダミー問題がでた

か教えていただきたいです。 

・図形の単元から錯視に着眼される点が感動しました。身の回りの事象と結びつけながら、身近で役に立っていると

感じて欲しいが、その教材の発見やそれをどう既習内容と結びつけながら考えさせるのはやっぱり難しいと感じま

した。もし考える際に気を付けていることなどあれば教えていただきたいです。 

 

 

 

各校の取組 

・２年生の図形の場面であれば、平行線の同側内角（？）を二等分、三等分、・・・したときにできる角の和の性質

について、パフォーマンス課題的な取組をしたことがあります。やはり時間はかかりました。 

・正負の数の減法、乗法について、第一感(学習前)、自分で考えて隣やグループで交流、ロイロノートや画面共有で

シェア、自分なりの理解を説明する。 

・自分はこの単元で「ハトメ返し」をとりいれてパフォーマンス課題をしたことがあります。 

 

 

参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 

	
	
	



①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など） 

・パフォーマンス課題での留意点や、課題を提示するまでに取り組ませることなど、そんなに、そこまでやってるん

だ、と大変感銘を受けました。様々な視点でお話を聞くことができ、とても勉強になりました。日々の授業だけで

なくパフォーマンス課題のネタづくりから悩んで過ごしていますが、自分は学習内容と課題、探究内容がうまく繋

げられずにいます。まず自分自身が課題と育てたい資質能力とがしっかりと関連できているかを考え、教材研究に

取り組まなければならないと痛感しました。井場先生から教えていただいた実践内容をもとに、自身の教材研究に

役立てていきます。本日はありがとうございました。 

→確かに，探究内容と課題の設定は難しいと感じています。さらに，課題が生徒にとって取り組みたいと思い力も

つく課題となるとこちらも探究しがいがあります。 

・評価の仕方の難しさを抱えている先生方がたくさんいて、自分だけではないことに安心しました。 

→成績づけのための評価と，改善のための評価によっても意味合いが変わると思いますが，成績づけとなると「真

正な評価」であるのか，ルーブリックの妥当性を考えないといけないなと感じています。 

・評価についての基準が知りたかったので。話し合い際に大変勉強になりました 

→評価の規準・基準にの設定には苦労します。教員同士て会話しながら妥当性を高めることが意味があると感じま

す 

・パフォーマンス課題の難しさと楽しさ 

→学習したことのアウトプットには大変意味があると思います。楽しさが勝つ課題であることが必要だと自分自身

考えています。 

・授業の実践例を聞くことができました。 

→このような数学の実践例を共有する会がたくさんあることが目標です。 

・パフォーマンス課題の評価設定 

→評価を取ることと生徒に返すこと，辿り着かせることが大事かと思っています。 

・池田中の井場先生の実践報告が大変勉強になりました。 

→ありがとうございます。また実践共有させてください。 

・錯視などの現実のおやっ？と思うような事象を数学で解明させていく授業はすばらしいと感じました。統計だけで

なく、VUCAの時代を乗り切る上で、数学の持つ力は大きいと感じました。 

→ありがとうございます。生徒も同じように数学の価値を感じられるような課題設定と授業をしていきたいと考え

ています。 

・本当に正しいか惑わすことが設定の意図だと感じ、とても良いと感じました。図形の証明について、GeoGebra 等

で無限の例で（帰納的に？）正しいことが確認できる時代に、生徒が証明したくなる仕掛けがとても大切だと感じ

ています。きっかけは錯視ですが、余計な直線から必要な部分を切り出して証明するという設定が、生徒たちの議

論が盛り上がった理由かなとも感じました。根拠カードを増やしていくのは、RPGで武器を増やして、できること

が増えていく、世界が広がっていく感覚でよい取り組みだと感じました。それは数学の魅力の一つだと感じていま

す。公理に該当するところの扱いをどうされているのか気になりました。とても有意義な時間を過ごせましたあり

がとうございます。 

→GeoGebra 等で視覚的に言えてしまうことと，根拠をもとに言えること。この違いを体感させることも大きなテー

マでした。RPGゲームの意識はまさに演繹的な意味合いですね。複雑な図形の中から必要な情報を取り出すこと

についても図形で学習したことを転移できるかが鍵だなと思っています。 

・パフォーマンス課題の提示の必要性や指導の方法について、一発勝負を避けて数回に分けて形成的に使用すること

をイメージしていなかったので学びになりました。疑問点をいくつか、Padletに投稿したものと同じになります

が、記載いたします。 



１．教材設定が、錯視というのは目から鱗で、非常に自分ごとにしやすい課題と感じました。ありがとうございま

す。  この課題ひとつで３コマということですが、やはり普段の授業は教科書会社が想定している進度よりもはや

いのでしょうか。  大阪府では中学生チャレンジテストというものがあり、その範囲の学習をチャレンジテストま

でに終える必要があり、特に中学１年生は進度的にも非常にシビアなものを感じていますので気になりました。     

２．普段の定期テストにも同じことが言えるのですが、パフォーマンス課題の実施日や提出日に生徒が欠席してい

た場合はどのように評価してあげればよいでしょうか。理想としては登校した際に放課後などで時間を取って対応

できればいいと思うのですが、会議や出張などでなかなかその時間が生まれず悩んでいます。      

３．高校入試問題をイメージしたときに、今回のようなパフォーマンス課題の有用性を示す数値などがありました

ら教えていただけたらありがたいです。国の指針と高校入試の問題内容がずれていると、どちらを向いて指導すれ

ばいいのかという議論をよく聞きますので、アドバイスいただければと思います。      

４．ルーブリックに沿った評価をつける際に、例えば評価 Aと評価 Bの狭間の非常に悩ましい作品は Aにするので

しょうか。Bにするのでしょうか。パフォーマンス課題を成績にいれる際、いつも微妙なところで悩んでいます。 

→たくさんの質問ありがとうございます。 

①普段の授業に関しては教科書を基本としながら進めています。ただそれでは年間時間数が足りないので，教

材を合体させることはしています。あくまで学習指導要領の内容を達成することが大事なので教科書のモーラす

ることを目的にならないように工夫しています。これは附属だからではなく公立中学校でも同じでした。 

②欠席者や提出が苦手な人への配慮には気をつかっています。成績づけをする課題であるので定期テストと同

じような扱いだなと感じています。見込み点をつけるためにも授業の中で複数回取り組ませて完成させるように

しています。その際，授業ごとに進捗状況を提出（ICT）させて最終的に課題が出なければ途中段階で見込んで

います。 

③高校入試や大学入試を考えると日本は難しいなと感じています。求める資質・能力と進学時に図る指標には

ズレがあると感じています。生徒にとっては進学も勉強する上では大きな目的であることは確かなことですが，

「生きていく」上で必要な力を会得させることや生涯に渡って学び続けられるための力を育むことも大事です。

パフォーマンス課題の有用性としては，大学入試における AO入試の改革であったり，企業などの求める資質・

能力があるかなと思います。（国語，数学の点数）なんて書いてないと思います。社会が求める資質・能力を考

えさせ，見せることかなと。 

④３段階の評価であることが難しいと感じています。場合によっては４段階にするというのもありかなと思っ

ています。そしてより意味のある評価は「コメント」だと感じています。私自身毎回ではありませんが，ABCの

評価とともになぜその評価なのか良いポイントは何なのか，改善ポイントは何なのかを 144名全員に返していま

した。生徒はこちらの方が意味があるということで，「成績関係なくていいから改善して出していいですか」と

言いにくる生徒もいました。 

・パフォーマンス課題についてのルーブリックの作成の仕方 実生活との関連付けのアイディアなど学ぶことができ

ました 

→ルーブリックについては理想としては複数教員で作成したり，同じ課題を複数の学校で取り組むことにより妥当

性も上がり視野も広がると感じています。 

・パフォーマンス課題を設定する時に子どもたちに求めている力の深さの違いに気づきました。単元ごとでは難しく

ても、年に 2 回でも実践できるように計画したいと思います。 

→パフォーマンス課題を通して深い学びにつなげられると考えています。年２回程度が妥当だと感じています。そ

して，生徒が慣れるまでは１回の単元で１つのパフォーマンス課題でもいいかなと。そして２回目は２つの単元

を複合させた課題であると学びを転移させる力も養われると感じます。１年生からこういったことに取り組むと

３年生になった時には年間２回のパフォーマンス課題に深みが出てくると感じます。（あくまで理想論です。複

数教科の考えや概念もまたぐとより楽しそうですね） 



・とても刺激になりました。これからもやってみます。 

→是非とも実践を共有してください。 

・パフォーマンス評価が生徒の学びを深めることが理解できました。また、数学を通して実生活や他教科との繋がり

も実感することができました。 

→数学と美術は親和性が高いと感じています。数学的な美しさと美術的な美しさはまた違う意味があると思いま

す。そのようなことも生徒が探究していくと教科の深みも出てくると感じます。数学と美術で同じ課題を出せ t

ばどうなるのでしょうか。。。気になります。 

・恥ずかしながら、今回の研修でパフォーマンス課題について初めて知りました。初め、発表を聞かせて頂いて、こ

れは難しいなと感じたのが率直な意見でした。しかし、先生方が私と同じようなことえとで悩みを抱えているお話

を聞いたり、講師先生や助言いただいた先生のお話を聞いて、普段の授業の延長なんだなと感じました。課題設定

するには、どの単元で、どの時間でするのかを熟考して決めないといけないと思いましたし、子どもたちの実態に

合わせないといけないとい思いました。学力差がある中で、子どもたちが算数楽しい！もっとみんなで共有したい

と思える授業づくりをしていきたいと思いました。本日はありがとうございました。 

→まさに普段の授業の延長だと思います。もっと言えば，普段の授業の向かう先であって，パフォーマンス課題か

ら逆向きに単元を設計すると一貫した授業になり意味のあることとないことが見えてくると思います。「運動

会」なんてものはまさにパフォーマンス課題であって，ここに向けてクラスや学年や教科の学習が混ざってくる

イメージです。算数の中でも「楽しいこと」を題材に１つやってみてください。ぜひ教えてください。 

・具体例な取り組み紹介がとても参考になりました。証明を楽しく使っている生徒さんの姿がとても良かったです。 

→「証明は覚えたら勝ちや」という声を自分自身が学生時代は思っていましたが，全くその逆だと感じます。覚え

るものではなく学んだ知識をどう使っていくかと考えられる生徒が増えればいいなと思っています。道具の使い

方的なイメージです。 

・是非ともパフォーマンス課題をさけてみようと思えました。 

→是非ともしてみてください。中学校よりも高校の方がはるかに知識やスキルがある中で現実社会の問題解決には

大いに役立つと思います。 

・課題の設定と、事前の授業準備(特に知識として教員が知っておく)をしっかりされておられると思いました。 

→まだまだ勉強不足ですが，こちらの知識や見方・考え方が大切だと感じています。 

・日常の授業においても書く、話すなどの言語活動の充実が大切であること 

→日頃の積み重ねが単元の最後に現れると思います。算数・数学的な言語活動の活性化が大事ですね。 

・パフォーマンス課題は子どもたちの興味関心を喚起したり、数学の魅力を伝えたりする上で、有効な実践だと感じ

ました。しかし、それを評価しようとすると、生徒も教師もつらくなるのではないかと感じました。また、今回の

研修会の論点もどのように評価するのかに偏ってしまい、教材についての議論が深まりにくくなってしまうように

感じました。評価にこだわりすぎることがないよう、授業者がパフォーマンス課題を勉強、実践、反省する必要が

あると思いました。 

→力を発揮するためのパフォーマンス課題でありながら評価をどうしていくかも大切になります。指導と評価の一

体化ですね。「課題としてどうなのか」「どういった力がつくのか」を先行して考えていきたいです。 

・パドレットはいいですね。学びが共有できます。 

→授業中にも十分使えると感じます。前回まではジャムボードでしたが授業ではとても使いやすかったです。 

・表現力をつけさせる一つの有効な方法としてパフォーマンス課題が有効だとあらためて感じました。 

→あくまで１つの事例で紹介しましたが，どんどん実践を共有できれば嬉しいです。 

・ルーム参加の皆さんの率直な悩みを聞くことができました。学びを深める意味ではやや時間不足でしたが、有意義

な時間になったと思います。 



→みなさん（自分も含めて）悩みは同じだなと感じました。またこういった機会に悩み相談ができれば嬉しいで

す。 

	
★参加されたみなさま・申し込みをしていただいたみなさま★ 

本日はお忙しい中イケトーークにご参加いただきありがとうございました。実践報告させていただき，協議会でお話しさせて

いただき「よりよいパフォーマンス課題とはどういうものか」について自分自身の概念も膨らますことができました。本日紹介さ

せていただいたパフォーマンス課題に関しても「論理」という大きなテーマの中でどうしても実生活につなげることが難しく試

行錯誤の中生み出した課題でした。課題を生み出すことは大変なことであると思いますが今回つながりを持てた先生方と共

有させていただきより良い学びを一緒に作っていくことができれば幸いです。イケトーークは１年に１回です。イケトーークと１１

月の公開研究会以外にも情報共有させていただければと思いますので今後ともよろしくお願いいたします。本日はありがとう

ございました。 

数学科 井場恒介 

 

 



子どもの能力を引き出す
パフォーマンス課題とルーブリックの設定

2024年8月1日

令和6年度 大阪教育大学附属池田中学校 研修会（理科）
思考力・判断力・表現力を育成するための
パフォーマンス課題と評価



はじめに・・・
育成を目指す3つの資質・能力

「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」

理解し⏾いるこ␀・⏿きるこ␀を
␁う使うか

何を理解し⏾いるか，
何が⏿きるか

␁のように世界・社会␀関わり
よりよい人生を送るか



中学校学習指導要領解説 理科編より・・・
教科の目標

「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」

「学び␃向かう力、人間性等」

(2)観察，実験␂␁を行い，科学的␃探究する力を養う

(1)自然の事物・現象␃つい⏾の理解を深め，科学的␃探究
するため␃必要␂観察，実験␂␁␃関する基本的␂技能を身
␃付けるよう␃する。

(3)自然の事物・現象␃進ん⏿関わり，科学的␃探究しよう␀
する態度を養う



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-
cs/1383986.htm#section4

自然の事物・現象に
つい⏾の理解

科学的に探究する
ために必要な
観察・実験等に

関する基本的な技能

科学的に探究する力

科学的に探究しよう␀する態度

※小学校⏿は，科学的に
探究👉問題解決



「科学的␃探究する力」を育成する␃当たっ⏾は・・・

第1学年⏿は

第3学年⏿は

第2学年⏿は

自然の事物・現象␃進ん⏿関わり，
それらの中から問題を見いだす活動

解決する方法を立案し，その結果を
分析し⏾解釈する活動

探究の過程を振り返る活動

自然の事物・現象の中␃問題を見いだし，見通しをもっ⏾
観察，実験␂␁を行い，得られた結果を分析し⏾解釈する␂␁の

活動を行うこ␀が重要⏿ある。

そのため␃各学年⏿重点を置く活動（P２４）



第1学年

第3学年

第2学年

問題を見いだし見通しを持っ⏾観察，実験␂␁を行い，
【規則性，関係性，共通点や相違点，分類のための
観点や基準】を見いだし⏾表現するこ␀

見通しを持っ⏾解決する方法を立案し⏾観察，実験
␂␁を行い，その結果を分析し⏾解釈し【規則性や
関係性】を見いだし⏾表現するこ␀

見通しを持っ⏾観察，実験␂␁を行い，その結果（や
資料）を分析し⏾解釈し，【特徴，規則性，関係性】を
見いだし⏾表現するこ␀。また，探究の過程を振り返る
こ␀

各学年⏿育成を目指す思考力，判断力，表現力等



第3学年

第4学年

第５学年

第６学年

小学校におい⏾，育成を目指す思考力，判断力，表現力等

(比較しながら調べる活動を通し⏾)自然の事物・現象につい⏾
追究する中⏿，差異点や共通点を基に，問題を見いだし，
表現するこ␀

(関係付け⏾調べる活動を通し⏾)自然の事物・現象につい⏾追究
する中⏿，既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説
を発想し，表現するこ␀

(条件を制御しながら調べる活動を通し⏾)自然の事物・現象に
つい⏾追究する中⏿，予想や仮説を基に，解決の方法を発想し，
表現するこ␀

(多面的に調べる活動を通し⏾)自然の事物・現象につい⏾追究
する中⏿，より妥当な考えをつくりだし，表現するこ␀



「科学的」っ⏾␁ういうこ␀？

実証性

客観性

再現性

観察，実験␂␁␃よっ⏾検討可能

␁こ⏿も，だれ⏿も，␁こ⏿も，何回やっ⏾も
同じ結果

実証性␀再現性を満たし⏾承認される



資質・能力が身についたかを見取る＝評価する
基準となると・・・

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度



「思考・判断・表現」の評価␃つい⏾

各教科等の知識及び技能を活用し⏾課題を解決する等
のため␃必要␂思考力・判断力・表現力等を身␃付け⏾
いるかを評価するもの⏿ある。

※「指導␀評価の一体化」のための学習評価␃関する参考資料

(2)観察，実験␂␁を行い，科学的␃探究する力を養う

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもっ⏾
観察，実験␂␁を行い，得られた結果を分析し⏾解釈し，

表現する␂␁，科学的␃探究し⏾いる。



遺伝のモデル実験(中3)実践事例 １
青色の玉=Ａ(顕性)
白色の玉=ａ(潜性)␀し
各玉50個ずつ封筒に入れ，同時に
取り出した␀きの組み合わせを確認する
ⅰ玉は戻さず、無くなるま⏿繰り返し
100回分のデータを取る
ⅱ玉は取り出す度に封筒に戻し、
100回分のデータを取る
ⅰ・ⅱの方法によって，
３：１の割合に影響が出るかどうか、
自分の考えをまとめましょう



探究の過程の振り返り

結果を分析して解釈



ⅰ玉は戻さず、無くなるま⏿繰り返し100回分のデータを取る

ⅱ玉は取り出す度に封筒に戻し、 100回分のデータを取る

９割以上の生徒が，ⅱの方がBetterな方法⏿ある␀
予想し，考えを表出

検証の際，1クラスに2班程度「1つの封筒から2個取り出した
␀きの組み合わせ」を調べよう␀する



質量保存の法則(中2)実践事例 ２

「硫酸␀水酸化バリウムの反応（水溶液同士を混ぜ⏾沈殿
が生じる）」だけの実験⏿「質量保存の法則」につい⏾、
十分な検証をした␀言える⏿しょうか？

「十分な検証をした␀言える」人は、
「水色のカード」にその根拠を

「十分な検証をした␀はまだ言えない」人は
「ピンクのカード」にその根拠を書きましょう。

評価規準
自分の意見を
明らかにし、具体的
に根拠を述べるこ␀
が⏿きる。(2)

問題を見いだす活動



解決する方法の立案

結果を分析して解釈





実践事例 ３

日本の気象(中2)



見通しを持って
データの分析に当たる



結果を分析して解釈(冬休み課題としてお天気コーナー分析)



結果を分析して解釈



子␁もの能力を引き出す
パフォーマンス課題␀ルーブリックの設定

ペーパーテスト⏿は
十分␃見␀れ␂い能力を
あつかう

⏿きるこ␀を␁う使えば
よいのか子␁もがイメージ
⏿きるよう␃

容易⏿は␂いが，頑張り次第⏿⏿きそう
ちょっ␀頑張っ⏾みようか␀いう気持ちを喚起する



先生方の実践内容（各校の実態）

実践の妨げとなること・実践に当たってのお悩み

討議の柱として・・・



参考文献

・国立教育政策研究所教育課程センター『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に関する参考資料【中学校 理科】』
（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326
_mid_rika.pdf）令和2年3月

・文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科
編』学校図書 平成30年

・田村 学『学習評価』東洋館出版社 2021年

・文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科
編』学校図書 平成30年



本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日使用した Padlet やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

話し合いで活用した Padlet 

 
 

【感想・疑問】 

・生徒が「どうしてそのやり方でなくてはならないのか。この方法でもよくないか。」など、生徒自身がこうしてみ

たいという意思を示してくれることが少ないのが、本校の生徒の特徴です。どのように生徒の「こうやりたい」を

引き出せるでしょうか。 



・パフォーマンス課題は、単元末や章末に行うものだと思っていましたが、どのタイミングでも行っても良いものだ

と分かりました。 

・現在、小学校 6年生の理科の授業を担当しています。中学校のルーブリック評価を具体的に知ることができ、単元

の系統生を意識しながら評価を考える上で、とても参考になりました。 

・質問です。私自身、あまりパフォーマンス課題をしてきていません。「この単元でパフォーマンス課題をしよう」

と判断するときの、意識している項目や条件など何かありますか？ 

・素晴らしい実践発表をどうもありがとうございました。評価基準を課題説明資料に最初から入れて方向性をクリア

にしたうえで、回を重ねるごとにだんだんと教員のサポートを減らして負荷をかけていくやり方が実践的だと思い

ました。グループでの作業だと思いますが、個々の生徒のエンゲージメントをどのように形成評価されているのか

興味がわきました。 

・各単元で評価の基準が明確に示されていることで、生徒自身が取り組むべきこと、学ぶべきことを把握して学習に

取り組めることが良いと思いました。テストやノートでの評価以外の部分で、子どもの能力を引き出すことがで

きる課題や評価の設定を考えていくことの重要性を感じました。 

・本日は貴重な実践発表ありがとうございました。今は一時的に特支に勤務していますが、元々は中学の理科教員で

す。お話を聞いて感じたことは、自分がやっていたことは子どもたちにとってあいまいなことが多かったのかな

ということでした。これができたら OK や○などの評価基準を細かく提示していたので、できていなかったなと反

省しました。また、そのパフォーマンス課題に取り組む前に必要な準備をされていることが伝わりました。やっ

たつもりでいたようにいましたが、足りなかったかなと振り返りました。 

・本校では、３年前から実践していますが、まだまだ課題設定の仕方や評価基準の作成などに課題が多く残っていま

す。 

＜自身の実践＞ 

・顕微鏡で観察したプランクトンを iPad で撮影し、そのプランクトンの特徴などを調べて「デジタル図鑑」を作成

する。 

・博物館の学芸員という設定で、博物館に来た小学生の「なんで金印はピカピカなのに銅鐸はさびてるの？」という

疑問に、イオン化傾向の観点などから説明する。など 

＜課題など＞ 

・課題の設定が難しい。 

 「教科書を読むだけではできないが、授業で身につけた知識を使えばできる」「生徒がやってみようと思える」と

いう絶妙な設定。 

・パフォーマンス課題にさける授業時間と、年間の授業計画とのバランス。 

・一緒に担当している先生と評価の基準をそろえること。 

 

【これまでに実践された内容】 

・理科教育法の授業などで、顕微鏡の使い方と観察スケッチのパフォーマンス評価に取り組んでもらっていたりしま

した。 

・中二生物の総括的評価課題では、消化の学習を踏まえ 

「バランスの良い食事を摂る重要性を理科の視点からプレゼンしよう」というものを実践しました。家庭科との

IDUにできれば良かったのですが、そこまで行き着けませんでした。 

・３年生物理分野のエネルギーのところで、さまざまな発電所のしくみについて説明したあと、次のようなパフォー

マンス課題を設定しました。「あなたは、株式会社泉南〇〇発電所の社員です。泉南市に〇〇発電所を建設する

ことになりました。タブレットを使い、住民が納得できるような説明をしてください。」 



・中２電気の分野で、実際に決められた時間内で回路を組み立てるテストを行いました。直列回路や並列回路、電流

計や電圧計を含めた回路等、学習していった回路について、理科室内に組み立てられるセットをバットごとに用

意しておいて、生徒が好きに練習できるようにしておきました。単元が終わってから、ランダムに（教師として

は意図的に）提示された回路図を見てその通りに組み立てるとうものです。手際の良さ、正確性、学習した内容

（つなぎ方など）を含めて評価しました。中２モーターの仕組みでは、簡易的なクリップモーターを用いて生徒

に説明を考えさせました。これはとても難しかったです。 

・まとめノートを作成させる 

・なんでも研究ノート（教科書にとらわれず、理科のことならなんでも OK）を作成させる 

・天気図などを元に、明日の天気を予想させる 

・既習事項と模擬実験をもとに、雲の発生原理を説明させる 

 

【実践の妨げになること・実践にあたっての悩み】 

・総括的評価課題の評価に、割とまとまった時間を確保する必要があるので、そこが悩みです。夏休みを挟めばその

間に評価の時間は取れるのですが、そうではないときに実施した総括的評価課題を手際よく評価できるかが不安

です。 

・中学 2年 生命の分野で感覚器官についてまとめるというパフォーマンス課題を実践しました。 

人間だけではなく、他の動物についても調べること、人間と比較、相違点についてのべることを到達度上位に設定す

ると、８割の生徒が取り組むことに意欲を示していました。課題としては、取り組み時間の設定です。真面目に

行う生徒は時間を要しますが、一部のしんどい生徒が数時間の課題に対して、他の生徒の邪魔をしたりして、授

業時間の過ごし方のありかたについて非常に悩みました。しんどい学校でこの活動を行うことについてご意見い

ただきたいです。 

・小学校 5年生の担任をしています。実験観察など，子どもたちは積極的に参加し，一生懸命学習を行う姿が見られ

ます。しかし，実験の中には，メダカの卵の観察であったり，インゲン豆の成長の観察であったり，学習計画の

中で，卵が産まれなかったり，植物が中々成長しなかったりと生き物を扱う単元は難しいなと感じています。 

・パフォーマンス評価だけでは足りない面、ペーパー評価だけでは足りない面あるように思います。両方を使った

｢ハイブリッド評価｣が有効な課題や単元があるように思いました。 

・私の勤務校は町立で IB 候補校という状況です。IBを選んで入学してくる生徒が集まる学校ではないので、学力が

高くないことはもとより、考える力も少なく、知識伝達型の授業を望む声さえ聞かれます。受験に関しても推薦

で進学する生徒がほとんどですので、私としても勉強自体にやる気がわかない生徒が多いことに必然性を感じず

にはいられません。このような学校で IBを推進するにはどのような教師のアプローチが考えられるのでしょう

か。また、毎授業のリフレクションをポートフォリオにして生徒に作成させる必要はあるのでしょうか。 

・中塚先生、貴重なお話ありがとうございました。勤務校では、単元（章）ごとに単元を貫く問い（パフォーマンス

課題）を考え、それを軸に授業づくりにも臨んでいます。ただ、課題の設定から評価するまでに時間がかかって

しまうのが悩みです。 

・発達段階や目の前の児童の実態に合わせて、課題に対するパフォーマンスをルーブリックの基準に当てはめ考え評

価することに苦慮しています。 

どの場面でどのように評価して基準を設けるのか、また、本当にこの単元でつけたい力と評価が見合っているのか、

日々悩んでいます。 

・業務量が多くて、授業準備に思うように時間を割けないのが悩みです。（以前やりすぎて体調を崩したことがある

ので。）具体的な実践例を知ることができる方法があれば、教えていただけますでしょうか。 

・学校行事や定期テスト、受験などの時間的制約が多く、単元ごとにパフォーマンス課題にかける時間を確保するこ

とが難しいです。夏休みの宿題に自由研究を出すこと、学年末テスト後に 1つパフォーマンス課題ができたらい



い方です。どのように何時間程度の時間確保しているのか、宿題などの授業外で生徒が取り組めるのか、教えて

ほしいです。 

・今年度、5.6 年生の理科専科をしております。担当学級が 10学級あるため、天候（雲）や生物（メダカ、ホウセン

カ）が関わる単元の観察や実験を計画的に進めることの難しさを感じました。 

・特別支援の生徒を IBの授業に取り込めません。軽度な知的なので教師次第ではうまくできるのかもしれません

が、初任で経験が乏せいか私には現状できておりません。何かアイディアをお持ちでしょうか。 

 

参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 

	
	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など） 

・パフォーマンス課題や評価の実践例が知れたことがよかった。自分の実践を高めていきたいと感じた。 

・目標を明確に設定しゴールに向けた手立てを念入りに準備することで、生徒たちが生涯スポーツに向けた取り組み

を自ら進んで行える。生徒感に合わせた課題の設定。 

・私は初任なのでわからないことが多く、日頃の実践から課題ばかり目につくのですが、先輩である先生方のお話に

よって課題の一部は解決の一路を辿れそうです。大学で IBECを取得し、実践段階に移行して四ヶ月が経ちまし

た。今後もこうした企画に積極的に参加していきたいです。ありがとうございました。 

・パフォーマンス課題の設定の仕方や、その評価設定も具体的な例をもとにお話してくださってわかりやすかったで

す。生徒と同じで、今回の研修で、容易ではないが、ちょっと頑張ってやってみようかという気持ちになりまし

た。ありがとうございました。 

・中学校の取り組みを知ることができ、単元の系統性を考えこれからの評価を考える手立てをいただきました。とて

も勉強になりました。ありがとうございました。 

・先生方の実践に関する悩みや考えを聞けて、安心した一方で、自分の授業に取り入れていこうと思いました。あり

がとうございました。 



・パフォーマンス課題の設定の難しさについて協議していく中で、自分の中でぶれない評価を細分化して設定する。

ということがすごく納得できました。今後、授業や評価を評価を作成していく中で作成していく中で心がけてい

きたいと心がけていきたいと思います。 

・パフォーマンス課題の必要性や、在り方について新たな学びがあり、今後課題課題を設定する際に意識意識してい

こうと思いました。 

・他の研修等では概念的なことが多かったが、本研修では具体的な実践例などを交えて教えていただけたので、とて

も参考になりました。課題は最後にまとめて評価していたところですが、「細分化」して進捗状況を確認しなが

ら評価を行えば負担も減る、など具体的なアドバイスもあり、非常に有意義なものでした。 

・パフォーマンス課題の評価の仕方について、新たな学びがありました。今までは、成果物を最後に評価するという

形をとっていましたが、途中でそのときに応じた評価をしていくことによって、生徒のモチベーションや評価の

時間短縮につながることがわかりました。 

・たくさんの先生が苦労しながらでもがんばっている話を聞き、パフォーマンス課題について前向きな気持ちになり

ました。 

・みなさん様々な取り組みをされていて、勉強になりました。 

・公立学校として、質問させてもらったんですが、附属学校での悩みも共有できることもあり、講義を受けて本当に

よかったです。パフォーマンス課題については自分で１回やってみると、課題の設定次第では生徒は目を輝かせ

て普段の授業より楽しそうに行えているのも実感しているので、また次の機会にアドバイスも参考にしながら挑

戦したいと思いました。 

・様々な実践を知ることができてとても良かったです。日々の慌ただしい業務の中、１から作り上げていく余裕を持

てないので、マネからでも実践してみようと思いました。仲矢先生のお話は大変参考になりました。なぜ、パフ

ォーマンス課題をとりいれることになったのか、（医療から）というところは、大変納得しましたし、興味深か

ったです。 

・パフォーマンス評価について勉強になりました。 

・自身の授業形態が特殊なので、活用できそうなことはありませんでした。 



令和6年度 大阪教育大学附属池田中学校 研修会(音楽)
思考力・判断力・表現力を育成するためのパフォーマンス課題␀評価

創作活動の過程␃おける
思考力・判断力・表現力の育成␃⏼い⏾

山部 智可



• 様々␂変化␃積極的␃向き合い他者␀協働し⏾課題を解決し⏾いくこ␀
• 様々␂情報を見極め知識の概念的␂理解を実現し情報を再構成する␂
␁し⏾新た␂価値␃⏼␂げ⏾いくこ␀

• 複雑␂状況変化の中⏿目的を再構築するこ␀が⏿きるよう␃するこ␀

これからの子␁も達␃求められる力

AIの飛躍的␂進化

人工知能が␁れだけ進化し思考⏿ 
きるよう␃␂⏻た␀し⏾もその思考の
目的を与えたり目的のよさ・正しさ・
美 しさを判断したり⏿きるのは人間
の最も大き␂強み

中学校学習指導要領(平成２９年告示)解説 音楽編 平成29年7月 文部科学省



中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 音楽編 平成29年7月 文部科学省

育成を目指す３⏼の資質・能力

「知識及び技能」

「思考力・判断力・表現力等」

「学び␃向かう力・人間性等」の涵養

ア「何を理解し⏾いるか,何が⏿きるか」

イ「理解し⏾いるこ␀・⏿きるこ␀を␁う使うか」

ウ「␁のよう␃社会・世界␀関わり,よりよい人生を送るか」



中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 音楽編 平成29年7月 文部科学省

教科の目標
(１)曲想␀音楽の構造や背景␂␁␀の関わり及び音楽の多様性␃⏼い⏾理解する␀␀も␃
創意工夫を生かした音楽表現するため␃必要␂技能を身␃付けるよう␃する

(２)音楽表現を創意工夫するこ␀や音楽のよさや美しさを味わ⏻⏾聴くこ␀が⏿きるよう␃
する

(３)音楽活動の楽しさを体験するこ␀を通し⏾,音楽を愛好する心情を育む␀␀も␃,音楽␃
対する感性を豊か␃し,音楽␃親しん⏿いく態度を養い,豊か␂情操を培う

「知識及び技能」

「思考力・判断力・表現力等」

「学び␃向かう力・人間性等」の涵養

音楽的␂見方・考え方を働かせた学習活動␃よ⏻⏾、生活や社会の中の音楽
や音楽,音楽文化␀豊か␃関わる資質・能力を育成するこ␀を目指す



中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 音楽編 平成29年7月 文部科学省

「思考力,判断力,表現力等」の育成␃⏼い⏾

【表現領域】歌唱の活動・器楽の活動・創作の活動

音楽表現を創意工夫するこ␀

音や音楽␃対する自己のイメージを膨らませたり他者のイメージ␃
共感したりし⏾、音楽を形⏽く⏻⏾いる要素の働かせ方␂␁を試行
錯誤し␂がら、表したい音楽表現␃⏼い⏾考え、␁のよう␃音楽⏿
表現するか␃⏼い⏾思いや意図をも⏼こ␀⏿ある。



中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 音楽編 平成29年7月 文部科学省

「思考力,判断力,表現力等」の育成␃⏼い⏾

【鑑賞領域】鑑賞の活動

音楽のよさや美しさを味わ⏻⏾聴くこ␀

曲想を感じ取り␂がら、音や音楽␃よ⏻⏾喚起された自己のイメー
ジや感情を,音楽の構造や背景␂␁␁関わらせ⏾捉え直し,その音
楽の意味や価値␂␁␃⏼い⏾自分␂り␃評価し␂がら聴くこ␀⏿
ある。



中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 音楽編 平成29年7月 文部科学省

「思考力,判断力,表現力等」の育成␃⏼い⏾

共通し⏾言えるこ␀

音楽表現を創意工夫したり,音楽のよさや美しさを味わ⏻⏾聴いた
りするため␃は、音楽を形⏽く⏻⏾いる要素や要素同士の関連を
知覚し,それらが生み出す特質や雰囲気を感受し␂がら,知覚した
こ␀␀感受したこ␀␀の関わり␃⏼い⏾考えるこ␀が必要⏿ある。そ
の過程␃おい⏾は、音や音楽及び言葉␃よるコミュニケーションを
図り,音楽科の特質␃応じた言語活動を適切␃位置付けられるよ
う指導を工夫するこ␀が大切⏿ある。



知覚したこ␀␀感受したこ␀␀の関わり␀は

知覚
聴いて分かること

感受
どのように感じるのか

音楽の要素の関わり

音色・リズム・速度・旋律
テクスチュア・強弱・形式・構成

音や音楽を捉える視点



「指導␀評価の一体化」のための学習評価␃関する参考資料 中学校音楽 令和2年3月

「思考力,判断力,表現力等」の評価␃⏼い⏾
各教科等の知識及び技能を活用し⏾課題を解決する等のため␃必要␂思考
力,判断力,表現力等を見␃付け⏾いるかを評価するもの⏿ある。

教科の目標
(２)音楽表現を創意工夫するこ␀や音楽のよさや美しさを味わ⏻⏾聴くこ␀が⏿きるよう␃
する

評価の観点及びその趣旨
音楽を形⏽く⏻⏾いる要素や要素同士の関連を知覚し,それらの働きが生み出す特質や雰
囲気を感受し␂がら,知覚したこ␀␀感受したこ␀␀の関わり␃⏼い⏾考え,␁のよう␃表す
か␃⏼い⏾思いや意図をも⏻たり,音楽を評価し␂がらよさや美しさを味わ⏻⏾聴いたりし
⏾いる。



創作活動 音色による感情表現
～身の回りにある素材を使って表現活動の可能性を探究する～

実践報告

第２学年⏿実施

創作活動の過程␃おける
思考力・判断力・表現力の育成␃⏼い⏾



この題材のねらい
音を媒体␀したコミュニケーションの可能性␃⏼い⏾考える。

本単元は中学校学習指導要領音楽科「A 表現」(３)創作␃関する内容⏿す。

指導事項 
ア 創作表現␃関わる知識や技能を得たり生かしたりし␂がら、ま␀まりのある創作表現を創意工夫するこ␀ 
イ (イ)音素材の特徴及び音の重␂り方や反復、変化、対照␂␁の構成上の特徴 
ウ 創意工夫を生かした表現⏿旋律や音楽を⏼くるため␃必要␂、課題や条件␃沿⏻た音の選択や組み合わせ␂␁の
技能を見␃付けるこ␀ 

［共通事項］ ア␃示された音楽を形⏽く⏻⏾いる要素から主␃、音色を中心␃扱う。

生徒␃身␃付けさせたい資質・能力
①自分達の作品を作成、演奏表現する過程␃おい⏾、音素材の特徴を捉え、音楽を形づ
くっている要素と関連づけて自分達の思いや意図を伝えるための工夫をし、まとま
りのある音を創作し表現しようとする力

②自分たちの作品に対して他者からの評価を受けて、言葉によらないコミュニケー
ションの方法(音の感情表現 方法)について考え粘り強く考える力



GRASPS

学習班␃よる作品

パフォーマンス課題
知識
技能

思考・判断・表現

主体的␃学習␃取り組む態度



音␃⏼い⏾考える
「音」⏻⏾何？ 生徒が書いたワークシートの内容の一部分



音␃関するアンケート
授業を実施する前␃生徒␃音␃⏼い⏾アンケートを実施
「学校生活の中⏿自分自身が発し⏾いる音、自分自身が生み出し⏾いる音を教え⏾ください。」

２７５個



音␃⏼い⏾考える
音の分析



音␃⏼い⏾考える
音の分析 個人活動

生徒が書いたワークシートの内容の一部分



音の実演 他者␀の共有
音の分析「快適␂音」␀「不快␂音」 個人活動



音の実演 他者␀の共有
音の分析「快適␂音」␀「不快␂音」 個人活動



音の分析「快適␂音」␀「不快␂音」

音の実演 他者␀の共有



音␃⏼い⏾ 検証する
音の分析 音の分析 アンケート実施

「快適」「不快」だ␀思う音の大きさ・高さ␃⏼い⏾ 7段階から複数回答可能



音→音の演出→音の作品が完成するま⏿の過程
音 創作活動 班活動 日常生活の実体験から想像させる





自分達が演出す
る音␃意味を持
たせるこ␀



自分達が演出す
る音␃意味を持
たせるこ␀



自分達が演出す
る音␃意味を持
たせるこ␀





班活動の進め方 ロイロノート 共有ノートの活用
班活動の進め方
①班⏿１⏼の共有
 ノートの作成

②ワークシートを共
同⏿作成し⏾いく

③演出する音を録音

④作品の修正



音の作品の一例 ポジティブ␂感情＆ネガティブ␂感情

ポジティブ ネガティブ

A

B
C

D

A
B
C

D



課題点
作品を作る過程において音楽の要素をどの程度、入れ込むか

音の作品の一例 音をあえ⏾重ね␂い演出

A

B
C

D



毎時間の記録を残す

「今日の授業のめあ⏾」␃対し⏾の振り返り
〇 Good point(良か⏻た点)
△ Next steps(次回への課題点)
★ 成長したこ␀
 ！  発見したこ␀/分か⏻たこ␀
 ？ 疑問点

生徒一人ひ␀りの思考の変容を
見␀るこ␀が⏿きる

音は自分の感情を上手␃伝
える方法⏿もある

不快␂音の組み合わせ
次回は、その音を出すタイミング

␃⏼い⏾考える

不快␂音の組み合わせ
や⏻⏾みたが、あまり␃もシュールすぎ
る。音の組み合わせを再度考える

不快␂音
強弱・高低を極端␃変化さすだけ⏿␂
く速度やテクスチュアを変化させるこ
␀⏿更␃不快␂音が演出⏿きるこ␀が

わか⏻た。



再度、音␃⏼い⏾考える
「音」⏻⏾何？

生徒一人ひ␀りの音␃対する
見方・考え方の変容を見␀るこ
␀が⏿きる



パフォーマンス課題の一例

生徒が参考␃したワークシート
・音の分析のワークシート
・創作活動のワークシート
・発表シート
・毎時間の振り返りシート
・音⏻⏾何？ワークシート



参考文献

・中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 音楽編 平成 29 年 7 月 文部科学省 
・「指導␀評価の一体化」のため␃学習評価の関する参考資料 中学校音楽 
令和 2 年 3 月 文部科学省 国立教育政策研究所 

・音の 3 要素␀は何？音楽の理解␃欠かせ␂い基礎知識 er-theory (er-music.jp) 
・スガナミ楽器 https://www.suganami.com/



討議の柱␀し⏾・・・

①各校、授業の中⏿「知覚したこ␀␀感受したこ␀␀の関わり」
␃⏼い⏾工夫され⏾いるこ␀

②各校、実施され⏾いるパフォーマンス課題の交流



本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日使用した Padlet やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

話し合いで活用した Padlet 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・感想・提案 

・大変興味深い授業実践のご報告ありがとうございます。音の分析から音の持つ感情を生徒さん自身に実感させ

て創作に移っていく流れを、違う創作の場面でも活用できるなと思いました。 
 

・ご報告ありがとうございました 
小学校勤務なのですが参加させていただきました 
自分が受けてきた、見てきた音楽の授業にはなかったのでとても新鮮に感じました 
子どもたちに「やることへの意味をもたせる」ことを自分の授業にも取り入れられたらと思いました 
 

・昨年発表の様子を見学させていただきました。 
理解が深まりました。ありがとうございます！ 



現在、非言語↔言語のプロセスを含む活動を考え中です。(私、国語科です。) 
快不快の感情から具体的な感情・表現を深めていく過程が気になります。 
 

・同じ音素材を用いて快適な音、不快な音を表現することで、音楽を形づくる要素について試行錯誤しながら、そ

の働きや効果について実感できるのが良いと感じました。 
中間交流などであえて自分のグループ以外の生徒から意見をもらっても良いかもしれません。表現者と鑑賞者の

感じ方の違いがあれば、その意見をもとにさらに推敲して作品を完成させる、というのもひとつのアプローチになる

かもしれません。 
 

・「音」にこだわった実践報告。本当に有り難うございました。 
私は現在管理職で、約１０年音楽科として授業をしておりませんが、久しぶりに身体が熱くなる経験ができました。 
生活とも繋がった取り組みですね。 
この後、実際に楽器などを使った創作活動へと進まれるのでしょうか？ 
 

・国語科ですが、以下の理由から本会に参加しました。 
創作活動全般に関心があり、特にその現場や過程について考えることが好きです。専門領域は、漢詩の創作で

す。 
 
実践者の構想も、学習者の反応も、詳細にご説明いただき、たいへん勉強になりました。 
 
グループ活動やパフォーマンス課題の評価について、私が日々やってみながら、不十分であると感じていた点につ

いて、明快な解決方策を示していただき、２学期にでもすぐに真似させていただきたいと思いました。 
 
国語科と敢えてからめるならば、オノマトペから読み取られる快／不快の分析と、その実演という活動もできるので

はないかと考えました。 
 

・実践報告ありがとうございました。 
授業を通しての生徒の皆さんの音に対するとらえ方の変容のすごさに驚きました。 
創作でゼロから作品を作り上げていく過程でしっかり生徒の考えの記録を残すことの大切さを実感し、ぜひ自分の

授業でも取り入れたいと思いました。 
 

・実践報告ありがとうございました。 
「感情」という人間誰しもが持つ身近なものを教材化されていてとても興味深かったし、子どもたちも抵抗感なく取り

組むことができるのではないかと感じました。生活に結びついた音楽の授業を自分自身も構成してみたいと思いま

した。 
 

・授業実践のご報告ありがとうございました。 
中学校で創作とはどのような活動なのかを知ることができて、とても参考になりました。 
小学校での音楽づくりの学習では、その教材で何を身に付けていればいいのかが難しく、楽しく作って終わりとなり

がちです。 
子どもたち自身の言葉で振り返りを積み重ねていくことで、気づきを見取ることが大切だなと思いました。 
 



・生徒から出た「要素が多すぎるとゴチャゴチャする」というのは、確かにと改めて思いました。教師としてはいろい

ろな要素を入れさせたいという思いがありますが、子どもの思いを尊重する必要もあると思いました。 
本日はありがとうございました。 
 

疑問・質問・お悩み 

・音楽を鑑賞する中で、音を表現する言葉を持っていない生徒が多く、「大きい」「小さい」「おだやか」など特定の

言葉しか出てこないクラスも多いです。語彙力とも関わると思いますが、先生方がどのように言葉による表現を引き

出されているのか実践方法を知りたいです。 
 

・「知覚」する力は繰り返す訓練のようなもので伸ばしやすいと感じています。しかし「感受」については私も悩んで

います。例えば生徒のワークシートの記述内容で、①「感受」しているがそれを表出するための言語能力が低いの
か、②「感受」できていないのか、判断できないことがあります。①であれば雰囲気などを表すキーワードや感情を
表す言葉の語彙をヒントとして提示することで支援できます。私は現在②に対しての支援方法に悩んでいます。生
徒個人の特性上、感じにくい・感じてはいるが自分の中でも処理＝理解できないような生徒に対して、どのようにす

ればいいのだろうと試行錯誤しています。 
 

・本日は貴重なお話をありがとうございます。 
新卒でまだまだ分からないことだらけなのですが、たくさん学ばせていただいております。 
 
 
・評価は、最後に提出するパフォーマンス課題のみで行ったのですか。また、生徒の文章の内容に対するより具体

的な評価基準(こんな記述があればＡなど)がありましたら教えていただきたいです。 
 
・ワークシートに取り組む場面がたくさんありましたが、毎回、コメントをつけて返すなどしていたのでしょうか。「あと

で提出してね」と言わない場合、真剣に取り組んでくれなかったり、書かせたものの自分が見る余裕がなかったりし

て悩んでいます。 
 

・自分の思いや感じ方を言語化することがこの授業の大きなポイントだと思います。語彙力を高めるには自身の教

科だけではなかなか解決できない課題だと実感します。学校全体として言語教育について何か取り組まれているこ

とはありますか？ 
 

・高１「言語文化」での実践例 
・漢詩を創作させる 
・「蛇足」を用いた説得の実演 
・古文と漢文の比べ読み→授業をさせる 
パフォーマンス課題（評価）という語義にとらわれて、所謂パフォーマンスそのもの（演じること、プレゼン等）を評価

しようとして、上手くいかないところがあると感じていました。 
パフォーマンスはその場限りで、映像等に残さないと振り返ることができない、班でやっていても参加度合いにムラ

がでてしまう。などです。 
個人のレポート課題を評価対象とすること、班活動のワークシートに「誰が何をした」の項目を設けることなど、言わ

れてみれば基本的なことですが、見落としていたことに気づくことができました。 
 



参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 

	
	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など） 

 

・⾮⾔語↔⾔語 知覚と感受について 

→感じたことを⾃分の⾔葉で表現することの難しさを改めて実感しました。今⽇はありがとうございました。 

 

・感受の⾔語化についての具体的なアプローチ法がお聞きできたり、⼦どもと学習の前にゴールや評価基準を共有す
ることで活動中に⽴ち戻ることが可能になったりすることの⼤切さを感じました。 

→形成的評価という部分から⽣徒たちに⼀⾔でもいいので、コメントを返すと、そこからまた、アイデアが広がるこ
ともあるので、⽣徒とのやり取りは⼤事にしています。今⽇は、ご参加いただきありがとうございました。 

 

・知覚したことや感受したことを⾔語化する難しさに対しての丁寧なワークシートや⾔葉かけ、作業途中での先⽣の
サポートなど真似できることから頑張って⾃分も実践していきたいと思いました。⽣徒が主体的に取り組めるパフォ
ーマンス課題に悩んでいたので、今回の実践を⾒させていただき新しい扉が開いたような気がします。ありがとうご
ざいました。 

→こちらこそ、ご参加いただきありがとうございました。まだまだ改善点がたくさんある取り組みだったので、今後
も探究していこうと思います。 

 

・⼦どもたちが⾳楽を通してどのようなことを考えているか、感じているかを伝えるために、どのような取り組みを
していけばいいかを考えることができました。また、この単元でどのような⼒がついていればいいのかを⼦ども⾃⾝
が知っておくことの⼤切さも学びました。 

→⽣徒達に⽬的を明確にすることは、とても⼤事なことだと思っています。⽣徒にとっても何をするのかが明確にな
ると、学ぶ意欲が少し⾼まるかなと考えています。今⽇はありがとうございました。 



 

・⽇常⽣活での出来事(児童⽣徒にとって誰しも経験があるもの)が教材化されているところにまず魅⼒を感じまし

た。⾳楽科に限らず、⽇々の授業において児童⽣徒の⽣活に少しでも結び付けることを⼤事にしたいと思いました。

⽇本全国の学校の取り組みを知ることができて、とても勉強になりました。 

→こちらこそ、ご参加いただきありがとうございました。⽇常⽣活の中での気づきを⾃分⾃⾝これからも⼤事にして

いきたいなと思っています。 

 

・知覚と感受の関わりや思いの⾔語化など、⾳楽科の指導で最も課題となる部分にフォーカスされた研究発表で、⼤

変勉強になりました。⾳楽を表現することだけではなく、思いを⾔葉で表現する⼒はすべての教科に通じることと思

います。 

→知覚⇔感受を通して⽣徒がいかに実感できるかという部分が⾃分もまだまだ勉強不⾜なので、今後ともよろしくお
願いします。今⽇はありがとうございました。 

 

・質問させていただいた⼦どもたちが「感受」できるようになるための⼿⽴てについて、藤本先⽣の⽅から「問いか

けの⼯夫」や「⾔語以外の媒体に変換」という⾔葉をいただきました。授業デザインの中にこれらのことをもっと取
り⼊れて丁寧な積み重ねを続けたいとは思います。踏み込んだ質問にはなりますが、感情の認知が難しい・できない
などの特性を持った⼦ども（何に対しても「こうしたい」が持てない、⾳楽だけでなく⾊々な物事への好奇⼼が乏し
い、⾃分について考えることへの拒否反応があるなど）に対してどんな⽀援が考えられるかということをもう少し議
論したいなと思いました。 

→表現をする教科の特性として、私もすごく悩みます。そもそも⾳楽が得意でない、表現することに抵抗がある⽣徒
に対しては、本⼈が出来る範囲でやってごらんと声掛けをしています。それでも、難しい場合は、授業が終わってか
ら個別に声掛けをするなど、個別対応をする形をとっています。 

 

・⼩学校の所属でしたが、パフォーマンス課題や振り返りについて学び、２学期に活かしていきたいと思いました 

→本⽇はご参加いただきありがとうございました。また、お話できる機会がありましたら、よろしくお願いします。 

 

学習指導要領とリンクさせながら、こんな機会でないと繋がることがないだろう⽅々の貴重な意⾒を聞かせていただ
けました。「⾳」について根本から考えることって、今まであったかなあ？と振り返りもできました。 

→本⽇はご参加いただきありがとうございました。⽇常⽣活の中からふとした疑問を⼤事にしながら、今後も教材研
究していきたいと考えております。また、お話できる機会がありましたらよろしくお願いします。 

 

・指導内容を絞ることや、他者と相互作⽤しながら学びを深めていくことなど、⾳楽を⽣活と関連付けることなど、
やったほうがいいことは分かっているが、中途半端だったり⽅法がわからなかったりで詰まっていました。今回の実
践報告を受けて、少しずつですが、授業づくりのモヤモヤが晴れたように感じます。 

→本⽇はご参加いただきありがとうございました。私⾃⾝、試⾏錯誤しながらチャレンジした取り組みだったので、
改善点はたくさんありますが、対話的な学びの内容をどのように深めていくのかという部分も今後、検討していけた
らと思っている部分です。今後ともよろしくお願いします。	
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現行の学習指導要領 「内容」

従前

「技能」

「態度」

「知識、思考・判断」

現行

「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」

思考・判断に表現が加わり

思考し、判断したことを他者に伝える

言葉や文字、
動作等で

１



従前・目標

運動に親しむ資質や能力

現行・目標

豊かなスポーツライフを

実現（高校は継続）するための
資質・能力

これまで以上に

「生涯スポーツ」が重視されている。

現行の学習指導要領（保健体育）「目標」



「長距離走の魅力」に迫るパフォーマンス課題

～生涯スポーツを楽しむ生徒をめざして～



実践報告



知識・技能 思・判・表

主 体

国際バカロレア教育

知・理 課題・計画 技能 振り返り

A B C D

知識・技能 思・判・表

附属池田中学校 「保健体育科」の観点 ３



対象 本校 中学１年生（４クラス）１４３名

実施時期 R６年１月中旬～（３学期）

実施形態 男女共習（年間通して・全学年）

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）４



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

ゴ
ー
ル
（
逆
向
き
）
か
ら
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
（
設
計
）
す
る

逆向き設計♲

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）５



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）６



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）７
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(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）８



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）９



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）１０



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

スポーツライǿー

読者（おもに中学生）

長距離走（ジョギング・ランニング）の魅力（特性）を伝えるための
記事を書く依頼が来た。

記事

ルーブリック表参照

あなたはスポーツライǿーです。「月間 FUZOKU RUN」に中学生が
長距離走（ランニング・ジョギング）を積極的に取り組みたいと思える記事を書く。

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）１１



生徒が提出したパフォーマンス課題 １２



長距離走を

肯定的に捉えてほしい

❶

ǿイム短縮

他者と比較しない。自己記録更新が目的

❷

生涯スポーツへつなげる為の裏テーマ １３



健康のため

運動不足解消

Ȁイエット

きっかけ 続ける目的

大会出場

健康

記録更新

ランニング・ジョギングの動機付け

笹川スポーツ財団

１４



健康のため

運動不足解消

Ȁイエット

きっかけ 続ける目的

大会出場

健康

記録更新

ランニング・ジョギングの動機付け

笹川スポーツ財団

１５



長距離走を肯定的に捉えてほしい
❶

マラソン人口の増加

生涯スポーツ
（豊かなスポーツライフ）

パシュート走 かけひき走 ȁャレンジ
ペース走

中学記録
挑戦会

ȁーム
シャトルラン

アプローȁ

名称を「ランニング・ジョギング」へ

趣味は

「持久走」
です

生涯スポーツへつなげる為の裏テーマ １６



ǿイム短縮 他者と比較しない。自己記録更新が目的

❷

１０００ｍ

パシュート走 かけひき走 ȁャレンジ
ペース走

中学記録
挑戦会

ȁーム
シャトルラン

アプローȁ
陸上競技の醍醐味

＊でもこれが嫌いな原因？

生涯スポーツへつなげる為の裏テーマ １７



反転授業
的な位置付け

授業時間内で
「課題完結」
＊宿題に

ならないように

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）１８



「長距離走の魅力」

を伝える記事

❶

「長距離走が楽しくなる」

取り組みの記事

❷

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）１９



IB
GRASPS

配
布
資
料➀

②

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２０



配
布
資
料
③
④

OPPシート

メモ用
パフォーマンス
課題につながる

文字に残すことですぐに当時の状況を振り返る
（思い出す）ことができる。

＊紙媒体だとなかなか難しいですよね・・・
＊できる限りICTを使うか「ICT」と「紙媒体」をうまく使い分ける必要が？

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２１



実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２２



１０００計測の日
他者と比較しない
自己記録更新を

目的

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２３



冬休み
「体力づくり」
「家族との時間」

配
布
資
料
⑤

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２４



小学校の時の
友達

一人で

きょうだい
部活の先輩

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２５



練習計画を立てる
際のヒント

（思考判断表現）

走ることの
メリット

（意欲を引き出す
主体的）

フォーム
ポイント

（知識・技能）

配
布
資
料
⑥

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２６



配
布
資
料
⑦

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２７



配
布
資
料
⑧

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２８



配
布
資
料
⑨
⑩

紙媒体
ICTとの使い分け

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）２９



GRA
SPS

一般ランナーと
中学生の違い ルール等

場の設定

技能

シンキングツール 感情の変容
ペース
表

実践報告 長距離走（ランニング・ジョギング）３８



１０００ｍ
ǿイム計測

ȁーム分け

１ ２

パシュート走

かけひき走

ȁャレンジ
ペース走

中学記録
挑戦会

ȁーム
シャトルラン

パフォーマンス課題に向けたアプローȁ（仕掛け）

０ ４ ５３ ６ ８ ９７

冬休み

OPPシート・配布資料を活用

計画・作戦
(思考・判断・表現)

↓
OPPシートで
振り返り

↓
パフォーマンス課題 パフォーマンス課題を作成

１０００ｍ
ǿイム計測

毎回
アンケート
(感情の変容)

教室
パフォーマンス

課題



１時間の授業の流れ

各自W-UP
ニコニコ
ペース走

本時の
説明

各自作戦
ȁームに
伝える

ȁームで
作戦を立てる 実行 振り返り











キャッȁフレーズ集（長距離走を描写しよう） ３９



長距離走を

肯定的に捉えてほしい

❶

生涯スポーツへつなげる為の裏テーマ ４０



0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

肯定（好き・どちらかと言うと好き）

３１.３％

７２.１％

感
情
の
変
容
（
毎
授
業
調
査
）

生涯スポーツへつなげる為の裏テーマ ４１





授業を通して変わった長距離走にイメージ

86%

14%

有効回答数＝１３４人

ポジティブ

ネガティブ

４２



生涯スポーツとして長距離走（ランニング・ジョギング）
をしようと思いますか？

42%

10%
20%

28%

有効回答数＝１３４人

どちらかというと
ハイ

ハイ

イイエ

どちらかというと
イイエ

４３



54%35%

2%
9%

有効回答数＝１３４人

どちらかというと
ハイ

ハイ

イイエ
どちらかというとイイエ

パフォーマンス課題は長距離走の魅力を引き立てるものでしたか？ ４４



保護者 アンケート



20%

17%

39%

24%

有効回答数＝１３０人

どちらかというと
ハイ

ハイ

イイエ

どちらかというと
イイエ

学生時代（中学生）、長距離走の授業は好きでしたか？ ４５



自分のペースで黙々と走るの
が好きだったから

努力で速くなるから
他の人より速かったから

みんなと走ることが楽しかっ
たから

保護者 肯定意見（好き・どちらかと言うと好き） ４６



しんどいから。苦手だから。

遅いから
ǿイム計測があるから

半袖・半ズボンで走らされる
から

保護者 否定意見（嫌い・どちらかと言うと嫌い） ４７





55%
45%

有効回答数＝８２人

ハイ

イイエ

「嫌い・どちらかというと嫌い」とお答えになった保護者のみなさまに
お子様から授業の話を聞いて、学生時代このような授業であれば好きになれましたか？

４８



ǿイム短縮

他者と比較しない。自己記録更新が目的

❷

生涯スポーツへつなげる為の裏テーマ ４９



4:49

4:54

4:58

5:02

5:07

5:11

5:15

1 2

授業前と授業後の１０００ｍ

５分１２秒
４分５７秒

約１５秒短縮

授業前と授業後の１０００ｍǿイム ５０



速い 遅い

上位層 中位層 下位層

上位層と中位層と下位層

４分１７秒 ４分１３秒

約４秒短縮

５分１３秒 ５分００秒

約１３秒短縮

６分０５秒 ５分３７秒

約２８秒短縮

５１



速くなった ９９人（８６.０９％）

遅くなった １５人（１３.０４％）

あまり変わらない １人（０．８７％）

授業前と授業後の１０００ｍǿイム ５２



本校での取り組み

４分３９秒 ４分３０秒

９秒短縮（短縮率3.23%)

速くなった ４４人（８６％）

遅くなった ７人（１４％）

あまり変わらない ０人

前任校での取り組み
ǿイム計測・分析中心授業

４分１２秒 ４分１０秒

速くなった ２４人（３８％）

遅くなった １８人（２９％）

あまり変わらない ２０人（３３％）

「今回の授業」と「過去の授業の比較」
（男子のみ：前任校別習）

２秒短縮（短縮率0.79%)

５３



長距離走を

肯定的に捉えてほしい

❶

ǿイム短縮

他者と比較しない。自己記録更新が目的

❷

保健体育に対する

「見方・考え方」が変わった

実生活の「リアル」に

落とし込むため、生徒もイメージがつきやすい

体育嫌いを

無くす「ȁャンス」かも？

まとめにかえて ５４



パフォーマンス課題の

可能性ついて



栄養士

スポーツトレーナー・コーȁ

スポーツ心理学者

解説者

スポーツイベントプランナー

スポーツ医

パフォーマンス課題 ～ゴール・役割（例）～ ５５



GOAL
(目的・ゴール)

ROLE
（自身の役割）

AUDIENCE
（相手・対象）

SITUATION
（状況設定）

STANDARDS
（観点など）

PERFOMANCE
（完成作品）

市長として市民の意見を政策に反映させる
市内の喫煙率を下げるための独自政策

市長

市民

附属府附属市の市長に就任。健康意識の高い一部の市民から喫煙率の
高さについて「悩み相談」が入る

ワークシート

ルーブリック表参照

保健（２年：喫煙と健康） ５６



パフォーマンス課題（２年：走り高跳び・計画書）
思考力、判断力、表現力を育むパフォーマンス課題

シンキングツール
＊キャンディーȁャート

自己課題発見
自己課題解決

根拠や理由

計画の
振り返り

５７



パフォーマンス課題（２年：走り高跳び・記事） ５８



５９



６０



可能性豊富なパフォーマンス課題

知識を問う
パフォーマンス課題

定期テスト廃止

単元テスト

６１



可能性豊富なパフォーマンス課題

知識を問う
パフォーマンス課題

定期テスト廃止

単元テスト

６２



可能性豊富なパフォーマンス課題

知識を問う
パフォーマンス課題

定期テスト廃止

単元テスト



とある自治体（保健体育科）のパフォーマンス課題実施状況

26%

30%

44%

有効回答数＝４３人

活用している

活用していない

パフォーマンス課題とは？

６４



国際バカロレア教育

知・理 課題・計画 技能 振り返り

A B C D

私立 公立

知識・技能 思・判・表知識・技能 思・判・表

主体

小中高 実施可能

附属池田中学校 「保健体育科」の観点 ６５



教科の「深い学び」を実現する
パフォーマンス課題

中学・高校における積極的・効果的に取り組
むための 持久走授業の在り方

（冨岡凌平・小川剛司・澤田和夫） 

探究保健体育教師の今と未来２０講

これからの体育科教育はどうあるべきか

体育科教育 ２０１６、１

保健体育教育の未来をつくる
OECD Education 2030プロジェクト

OECDカリキュラム国際調査

中学校学習指導要領解説 保健体育編

体育科教育 ２０１０、１２

参考文献 ６６



全教科記載

学校に1冊

指導助言

小川先生が
携わっている

論文

参考文献 ６７







ありがとうございました！









「思考力・判断力・表現力を
育成するための

パフォーマンス課題と評価」

Authenticity にフォーカスを置いた

教科横断の英語パフォーマンス

大阪教育大学附属池田中学校 英語科 鳥居 敦子



英語科における「思考力・判断力・表現力」とは

• 外国語科の目標

→外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表
現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を・・・育成することを目指す

• 「思考力、判断力、表現力等」にかかわる目標

→コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話
題について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり
伝えあったりすることができる力を養う。

（中学校学習指導要領解説 外国語編 文部科学省 平成２９年７月 より）



英語科における「思考力・判断力・表現力」とは

<話題＞

• 関心のある事柄：スポーツ、音楽、映画、
テレビ番組、学校行事、休日の計画、日
常の出来事

• 日常的な話題：生徒の日々の生活にか
かわる話題のうち、生徒自身や家族に
関すること、生徒の興味・関心の対象と
なることや社会生活で必要なこと

• 社会的な話題：社会で起こっている出
来事や問題（例：エネルギー問題・環境
問題・人権・世界情勢・平和）

Authenticityにフォーカスを置いた教科横断の英語パフォーマンス

＜見方・考え方＞

外国語で表現し伝えあうため、外国
語やその背景にある文化を、社会や
世界、他者とのかかわりに着目してと
らえ、コミュニケーションを行う目的や
場面、状況に応じて、情報を整理しな
がら考えなどを形成し、再構築するこ
と



「AUTHENTICITY」とは

• An authentic text is a stretch of real language, produced by 
a real speaker or writer for a real audience and designed to 
convey a real message of some sort (Morrow, 1977, p.13)

• authentic materials have been defined, “as those which have 
been produced for purposes other than to teach language" 
(Nunan 1988, p. 99).



「AUTHENTICITY」とは
SLAの見地より

•  authenticity of task: one in which the learners perform a real life  
                                  task which is meaning  focused, has a  
                                  communicative purpose and aims to achieve  
                                  intended effects.
•  authenticity of language: 

•  authenticity of situation:
(Breenによる）



TASKを中心とした実践

• 神戸市 TBLTの研究と実践 (2017年に研究実践スタート）

それまではP-P-Pの手法での授業（教科書ベース）

• 神戸市退職→大阪教育大学附属池田中学校 (2021年～）

TBLT→国際バカロレアと学習指導要領の融合

どちらにおいても、大切にしているのは
 ①他教科との連携
②authenticな課題



どのように評価をするのか

• 「思考・判断・表現」の評価は，各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決
する 等のために必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けているかを評価す
るものである。

• 児童生徒が思考・ 判断・表現する場面を効果的に設計した上で，指導・評価す
ることが求められる。 具体的な評価の方法としては，ペーパーテストのみなら
ず，論述やレポートの作成， 発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等
の多様な活動を取り入れたり・・・

（「指導と評価の一体化」のための 学習評価に関する参考資料 中学校外国語 文部科学省国立教育政策研
究所 令和2年）



知識及び技能を活用したAUTHENTICなタスク
と総括的評価課題

•知識・技能
「英語の特徴やきまりに関する事項」として「音声」，「符号」，
「語，連語及び慣用表現」及び「文， 文構造及び文法事項」

上記の「知識・技能」が活用できる，そして，目的や場
面、状況を設定した，話題をよりauthenticなものにし
た総括的評価課題の実践についてここから報告



2021年から2024年の実践
（SPEAKING)

• Interaction
        ・ Self-introduction
     ・Culture difference problems and solutions
 ・Counselling         ・ Travel agency
     ・ Debate
• Speech

        ・ Self-introduction                ・ Culture introduction
     ・ Lecture                              ・ TV commercial
      ・ Radio programme



2021年から2024年の実践
（WRITING)

• Recipe 
• Brochure
• Lyrics
• Journal
• Blog



WRITING の実践例
レシピの作成

• G（ゴール）：あなたの課題は災害にあったときに活用できるレシピを書いて届けることです。
• R（役割） ：あなたは， パッククッキング本の著者です。
• A（受け手）：あなたの依頼人は，災害時に活用できる料理を知りたい地域社会の英語話

者です。
• S（状況）： あなたは 冬の震災時に水やガスがあまりない中でも冷蔵庫ストックしてある

材料を使って，安心できる栄養のある簡単な料理のレシピを書くという状況に
います。

• P（完成品）：あなたは，冬の震災時に使えるパッククッキングのレシピ本 を創作します。
• S（成功を評価する規準）：①文法：命令文，可算・不可算名詞，単数・複数名詞

②語彙：料理に関する基本的な語彙
③情報のまとめ方（理路整然・効果的）
④目的や受け手に応じた書き方ができているか

なお，評価規準はバカロレアによる

1年生



外部講師（災害と食について）



教科書
READING

カレー（通常VER）
のレシピ書き



カレーの調理実習



カレーの振り返り



パッククッキング・栄養素等について
家庭科で学ぶ

• ・



パッククッキングの練習



どんな単語が知りたいですか？





パッククッキングのレシピを書こう

・アレルギーのある人
・持病のある人

・宗教上食べられないもの
がある人
・全ての人のために
・幼児のために





留学生を招いてレシピをもとに調理





SPEAKING の実践例①
TVコマーシャル

• G（ゴール）：あなたの課題は環境問題の解決の一つになる商品を紹介するテレビCMを制作することです。

• R（役割） ：あなたは， テレビCMの制作者です。

• A（受け手）：あなたの依頼人は，世界環境広告機構です。

• S（状況）： 世界環境広告機構の会議では、世界各国における環境問題についての議論と啓蒙活動を行っ

ている。その会議に出席し，自分たちが作成したエシカル商品についてのTV commercialを

提案し，その制作背景についての説明を行うことで，自分たちの制作したTV commercial 

を採用してもらえるためのプロモーションを行う。

• P（完成品）：あなたは，30秒から1分程度のテレビCM を創作します。

• S（成功を評価する規準）：①文法：現在完了形、比較表現

②語彙：環境問題に関する語彙、商品説明のための語彙

③発音・イントネーション

④情報を明確に効果的に伝達できているか
なお，評価規準はバカロレアによる

２年生



家庭科



既製服を選ぶ時に重視することは？

好み
メーカー
サイズ
価格
流行
デザイン
製造国
手入れの方法
素材
着用目的
着心地
品質

ダイヤモンド
ランキング



READING

水の問題
絶滅危惧種

エシカルショッピング



















テーマ
TAGLINE
JINGLE

STORY LINE





WRITING の実践例③
平和の歌の歌詞作り

• G（ゴール）：あなたの課題は世界の人と共有できる平和の歌の歌詞を作ることです。

• R（役割） ：あなたは， 作詞家です。

• A（受け手）：あなたの依頼人は，世界に発信する平和の曲を作って配信してほしいという国際

的な団体です。

• S（状況）： あなたは 依頼人からの依頼で，同世代の世界中の人々に向けた平和を訴える英

語の歌詞を作るという状況にいます。

• P（完成品）：あなたは，Aメロ4小節・Bメロ4小節・サビ4小節分の歌詞 を創作します。

• S（成功を評価する規準）：①文法：関係代名詞・分詞

②語彙：平和を形容する語彙

③情報のまとめ方（理路整然・効果的）

④目的や受け手に応じた書き方ができているか

３年生

なお，評価規準はバカロレアによる



WRITING の実践例③
映画と音楽の分析

• G（ゴール）：あなたの課題は映画と音楽の紹介と分析おすすめを書くことです。

• R（役割） ：あなたは， ブログを書く人です。

• A（受け手）：あなたの読み手は，おすすめの音楽や映画はないかと探している音楽や映画に詳

しい人です。

• S（状況）： あなたは 映画と音楽の紹介と分析を書くことで，音楽や映画に精通している人に

も「いいね」をブログしてもらいたいという状況にいます。

• P（完成品）：あなたは，150語程度のブログを創作します。

• S（成功を評価する規準）：①文法：関係代名詞，受動態

②語彙：映画や音楽を説明する語彙

③情報のまとめ方（理路整然・効果的）

④目的や受け手に応じた書き方ができているか

３年生

なお，評価規準はバカロレアによる



SPEAKING の実践例②
ラジオ番組の一部を作ろう

• G（ゴール）：あなたの課題はラジオで音楽の紹介をすることです。

• R（役割） ：あなたは， ラジオパーソナリティーです。

• A（受け手）：あなたの聞き手は，10代のラジオリスナーです。

• S（状況）： あなたは 10代のラジオリスナーに音楽を紹介して，リスナーを勇気づけたいと

• 思っている状況にいます。

• P（完成品）：あなたは，2分ほどのラジオ番組の１コーナー を創作します。

• S（成功を評価する規準）：①文法：関係代名詞・分詞

②語彙：音楽に関する語彙・自分の経験を語る語彙

③発音・イントネーション

④受け手を意識して情報を明確に効果的に伝達できているか

３年生

なお，評価規準はバカロレアによる



READ THE PASSAGE AND FILL IN THE BOXES.

Student A Student B



READ THE BLOG ABOUT “STAND BY ME”.





WHAT ARE THE ELEMENTS OF “SOUND”?



WHAT ARE THE ELEMENTS OF “SOUND”?



音色=TIMBRE



旋律＝MELODY

短



考察

なぜ、この部分に演奏記号を作
曲者がつけたのか？

①歌詞にこめられた作詞者の思い
②旋律の動き
③作曲者の思いや意図

④自分は、どのように演奏表現した
いと考えているか









音楽に時間に平和を訴える曲作りを行う→それをもとに
して，歌詞を考える



WHAT IS A SYLLABLE?

• A syllable is a vowel sound in a word
• VOWELS: A, E, I, O, U (Y)

• All Japanese かな are one syllable
• キ ラ ン ＝ 3 Syllables

• English syllables are one vowel, and connected consonants 
(Non-vowel sounds)
• Ki Ran



HOW TO COUNT NUMBER OF SYLLABLES IN A WORD

1. Count the number of vowel sounds in a word
 Photograph = Pho to graph 

2. Feeling or listening to a word 
 Pho   to   graph

3. Checking using a dictionary or database
 https://www.howmanysyllables.com/ 
 

https://www.howmanysyllables.com/




LET’S COUNT

We are the ones to make a brighter day, so 
let’s start giving

We are the ones to make a brigh-ter day, 
so let’s start giv-ing 

 (15)



WHAT IS STRESS?

1. Which sentence is the longest?

2. How many “beats” are in each sentence?

Dogs chase cats

Dogs are chasing cats

The Dogs will chase the cats?



WHAT IS STRESS

• In Japanese, most syllables have the same “stress”

わ た し は キ ラ ン で す

• In English, syllables and words have different “stresses”

I am Kiran

※ Is the stress the stronger sound or weaker sound?



HOW TO STRESS

  Pho to graph

Look it up in a dictionary 



MATCHED THE STRESSED SYLLABLE OF 
YOUR LYRIC TO THE 1ST AND 3RD BEAT





表現技法





成果と課題

成果

①さまざまな教材を取り入れ
ることで，だんだんと多角的
にものを見ることができるよ
うになり，インタビューテス
トで，即興の質問に対して即
興で論理的に話すことができ
るようになってきている。
②聞き手意識ができるように
なった。

課題（知識・技能が習得され活用できている
か？？）

（１）形成的評価（フィードバック）
ライティングは，ロイロノートで第1稿か
ら提出をさせて，コメントを入れられるが，
スピーキングのフィードバックを効果的にす
るのが難しい（特に個別の発音・イントネー
ション指導）

（２）語彙について
①同義語の指導
同じ「悪い」でも，badかterribleかawfulか
（badを繰り返し使う）
②自動翻訳ツールや生成AIとの関係



自動翻訳ソフトやWEB翻訳，生成AIの弊害
とどのように向き合うのか

例１）
私の趣味は，おいしい食べ物を食べることです。
→My hobby is eating delicious food.(生成AI，DeepL)

   *食べることはhobbyではない

例２）
私は昨日トムによく会った
→I saw Tom often yesterday. （生成AI）
*oftenとyesterday（oftenは習慣や長い期間にわたる頻度では？

→自分の言いたいことを正しく言えているかどうかを判断できる語彙力は必要
   



この後議論したいこと

（１）思考力・判断力・表現力を育成する課題
どのようなパフォーマンス課題を取り組んでいるか。おすすめのものがあれ
ば教えてほしい

（２）知識・技能の活用
①語彙指導と活用について
文脈にあった語彙を使えるためにはどうすればいいか？
（私は，紙の辞書か電子辞書で，調べたものについては文も一緒にひかえ

させている）
②発音・イントネーション指導について
教科書の音読だけでなく，特にイントネーションについてどう個別に指導を

したらよいのか。



本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日使用した Padlet やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

話し合いで活用した Padlet 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見・感想・提案 

・生徒だけでなく、保護者も巻き込むという取り組みが斬新だと思いました。 

家庭科や音楽の知識だけを利用するのではなく、実際に自作のレシピからカレーを作ったり曲を制作したりしてい

て、まさに”Authentic”な教科横断型授業になっていると感じました。どの実践例も興味深く、ぜひ取り入れてみ

たいと思いました。 

・さまざまな実践を紹介いただきましたが、どれも興味深く楽しさを感じました。特に「他教科との連携」を大切に

展開されることで、こんなにも子どもたちの学びが広がるのだなと驚きました。ありがとうございました。 

先日、小学校英語を見学しました。自分の好きな日本の文化を紹介するというプレゼンを作っているときに、教師が

「タブレットを使ってもいいよ」と言うと児童はホッとした様子で google 翻訳を使い始めました。あらかじめ用意

した日本語からの翻訳なので、小学生が扱うには難しすぎる単語ばかりを並べた文章になっているし、聞き手も理解

できないのでは？と思いました。せめて主語動詞を意識した文章を自分で作ってみて、そのときにわからない単語や

表現が出てきたら知りたい単語を辞書で調べて、その後発音の仕方をタブレットで調べる、という方法なら、その単

語との出会いに意味があり、語彙力が向上するかもしれませんが文章全部を機械的に翻訳していたので、どの単語が

どの意味で、どの場面でこれから使えるのかという学習にはなっていないと思いました。鳥居先生もなるべく紙の辞

書を使うよう指導されているということなので、辞書指導もとても大切だと再認識した瞬間でした。 

・"たくさんの興味深い実践例を聴き、英語科は、教科横断的な授業・アクティビティのアイディアや可能性が無限

だということを改めて感じました。 

学年によってパフォーマンス課題の難易度が変わると思うのですが、どのようなことを意識して設定、判断されてい

るのか気になりました。" 

・"机上の学習にとどまらず、実践、action にまで繋げている方法が良いですね。カレーを２回作る、という繰り返

しも素敵です。生徒が「将来も英語を使うことはない（から英語を勉強する意義がわからない）」と言うことがあり

ますが、「いや！すぐに必要だよ。使うんだよ！」と返すことができます。必然性を生み出すということですね。 

パフォーマンステストは以前は事前に紙や sky menu, teamsなどで提出させ、チェックしたものを返し、それを生徒

は「覚えて」ました。ただ、そうすると、５，６文ほどの自分についてのことでも「見ないと言えない（自信がな

い）」生徒が多かったです。なので今年の１年生から事前チェックを無くしました。「言ってやる！」というその場

でなんとか言い切る態度を養いたいからです。（テストの後、書いたものをチェックしています） 

・翻訳を使う生徒が増えたと感じています。「この英単語の意味なんだっけ？」と聞いても「知らん。忘れた。」な

どの返事が…。話す側も聞く側も分かる単語の活用が必要だと改めて感じました。「相手意識」の観点でも必要だと

思います。 

・パッククッキングの授業では、早い段階で調理実習をさせて、その中から学んだことを考えさせていたことが印象

的でした。失敗を恐れずにトライする生徒が育っているのは素晴らしいと思いました。 

知識技能を他の場面でいかすという意味では他教科との連携は重要ですね。学校の規模によっては難しいです。 

・貴重な発表ありがとうございました。よく練られた計画のもとに進められた指導だな、と感心しました。ここから

は質問です。個人的には「思考・判断・表現」の評価は「知識・技能」とは分けて考えるのいうのが妥当であったよ

うに理解しています。生成の意図としては、「思考・判断・表現」の評価に「知識・技能」の使用が含まれるべき？

というお考えですか？例えば、評価基準の中に「文法」が含まれていましたが、最初に文法の縛りを与えるというこ

とですか？（現在完了を必ず使いましょう。等） 

これまた自分の理解では「目的、場面、状況」を与えて、それに見合うような文法事項を児童生徒自身が自らが思

考、判断して決定し、それを使って表現するというのが「思考・判断・表現」の評価に値すると考えているのです

が、いかがでしょう。 

・パフォーマンス課題の評価について教えて下さい。言語活動では使用する言語材料も生徒に考えさせなければなら

ない、と聞きました。私自身は実際の評価のためには使用する言語材料をある程度は教師の方から示すほうがいいと



は思っていました。言語材料を示すことの是非、また言語材料を示した場合、思考・判断・表現の評価には、適切な

文法表現を使っているかどうかについてどのように評価するのかついて教えて下さい。 

・子どもたちがやってみたいと思うような課題設定の仕方が素晴らしいなと思いました。外部講師の方や他教科との

連携など、念入りに丁寧に中間的な指導を加え、子どもたちが目標達成のために、何度も試行錯誤する過程も大切に

されており、とても勉強になりました。GRASPSを子どもたちと共有するやり方、参考にさせていただきたいと思いま

した。 

・分割（基礎／標準・発展）で授業を進めています。個人タスクはまだ取り組みやすいですが、グループタスクにな

ると難しいなと感じています。 

・今日は、大変興味深い実践報告をしていただきありがとうございました。他教科と連携しながら実践することで、

より authentic な授業になり、生徒がくいついてくる授業だと感じました。 

質問ですが、テレビ CMやラジオ番組作りをするにあたり、作る前に何か見本を見せるなどをなさると思うのです

が、どのようなものを提示されたのですか？ 

音楽との連携されていた授業がありましたが、評価は、音楽と英語のどちらもされるのですか。" 

・目的場面状況を明確にしたパフォーマンス課題をできるだけ設定したいと思いつつ悩んでいたので、GRASPSは分か

りやすく参考にしたいと思いました。他教科との連携も理想的です。自分が実践するとなるとハードルが高いと感じ

てしまう部分はあるのですが、例えば今 2年生で行っている企画立案型のキャリア体験学習と絡めて考えるなど、工

夫次第で取り組める余地はあるか等思考をめぐらすことができました。 

・小学校の英語担当として、どのように中学校へ繋げていけば良いのかということを考えたくて参加させていただき

ました。 

Authenticityという視点を大切されていて、学習に取り組む必然性を感じましたし、生徒の皆さんが積極的に参加さ

れている様子が想像できました。 

先生が、教科書をうまく料理して、子どもたちにおろしておられると思うのですか、設定されているゴールや状況

は、どのようにして考えておられますか?ヒントをもらえるとありがたいです。 

・グループワークの評価について、グループのメンバーは全て同じ評価にされていますか。グループの中で、活動量

やアイディアの量が異なっていることがあります。 

・本日はありがとうございました。昨日初任研でお伺いさせていただきパフォーマンス課題に触れ、自科目のものも

学びたいと思い参加させていただきました。印象的だったのは、教科横断的な学びです。英語の授業で現実の生活と

の結びつけ方が難しいなと思っていましたが、視野を広げることができました。ゴールや評価基準、ルーブリックの

作成から授業作りを行っていくことなどからまずははじめていこうと思います。それぞれの活動への目的を意識し

て、ただ英語を学ぶだけでなく英語を使って課題に取り組めるような授業展開をできるように取り組んでいこうと思

います。 

・"GRASPSという課題設定の仕方について、そもそもの Gや Rはどのように設定するのでしょうか。課題の導入や設

定の仕方で、鳥居先生が工夫していることなどあれば教えていただきたいです。また、１つの課題に対してどれくら

いの時数をかけているのでしょうか。 

本日はありがとうございました。 

 

各校のパフォーマンス課題の取り組み 

・（２学期実践予定…） 

AIの単元では、ロボット作りをさせる予定です。学年教師が日常生活で困っていることを、ロボット制作会社の立場

になってフォローするというもの。途中、ハプニング要素として金額面や家の広さ等の追加情報を提示し、需要に合

うロボットを提供できればと思っています。" 

"ある程度、作品ができた頃に中間発表をすることと、その発表で相互評価することかもしれません。 



実践したわけではないので、あまり偉そうには言えませんが。 

 

参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 

	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など） 

・ありがとうございました。 

・実践報告がとても参考になりました。 

・パソコンを使って単語や文を考えるときは、いったん自分で調べて表現してごらん、その後必ず NSか私にその表

現がおかしくないか聞いてねと言っております。外国語教室に 1人一冊和英辞典を用意しており、それで調べてもい

いと伝えております。小学生なので、なかなか知っている、学習した単語で、自分の言いたいことを伝えるのは難し

く、パソコン等で調べて自分の言いたいことは、こんな表現があるのかという新たな発見と、さてその表現を使っ

て、伝えたい相手に伝わるのかということの間にジレンマがあるのも事実です。語彙指導の難しさの悩みに共感しま

した。課題設定のアイディア、たくさん提供していただき、ありがとうございました！楽しかったです！ 

・実践的な授業展開を共有してもらい、今後の授業の参考になりました。ただ、低学力の子をサポートしたくて夏休

みなどの長期休業時に来校させても、結局夏休みの課題提出をさせることで精一杯となり、根本的な解決には至りま

せん。いっそ夏休みの宿題を無くしたほうがよいのかと思いつつも、担当教科だけの話ではなく、現実的ではありま

せん。底上げができたら全体の学力も上がり、結果さらにレベルの高い授業もできるかと思いますが。 

→本校でも、夏休みの課題では、ワーク類や単語を出しています。ライティングやスピーキングの課題は、授業中に

しか行いません。私は個人的に、夏休みのそういったドリル類の積み重ねも大切だと考えております。 

・ゴールにつながる課題をいくつも丁寧に設定されていることが素晴らしかったです。 

・元々想定していましたが、出たり入ったりで、ご迷惑をおかけしました。それでも非常に学びのある催しでした。

ありがとうございました。 

・課題設定の仕方にいつも悩んでいたので GRASPSを使用した具体例をいくつもお話しいただけてとても参考になり

ました。 



・教科横断の視点によって、子どもの学びが広くなることを改めて感じました。魅力ある実践をたくさん紹介いただ

き、小学校ではどんなことができるか、またよく考えようと思いました。 

・思考判断表現のパフォーマンス評価に、GRASPSが参考になりました。 

・いろいろな実践を紹介して頂き大変勉強になりました。いかに authentic な英語授業をしていくか、大変参考にな

りました。 

・教科横断的な学び、語彙指導について 

・教職を目指している大学生です。英語科のパフォーマンス課題について、GRASPSに基づいた興味深い実践例を知る

ことができました。また、生成 AIやインターネットが発展し続けている現代ならではの課題・懸念点も認識するこ

とができ、今後の大学生活でも知見を広げ検討したいと思いました。 

・沢山実践例を示していただき、アイデアを得ることができました。家庭科や音楽等他教科とのつながりも興味深か

ったですが、ラジオ放送やテレビ CM作りなど実生活に基づいたパフォーマンス課題はとても素晴らしい案だと思い

ます。有意義な時間になりました。ありがとうございました。 

・２学期のパフォーマンス課題についていろいろ考えていましたが、このルームからたくさんの「使ってみたい」情

報が手に入りました。夏休み中にこの情報を活かしながら教材研究をしていきたいと思います。また、他教科との連

携も挑戦してみたいと思います。たくさんの失敗もあると思いますが、PDCAサイクルを大切にしていきたいです。 

・パフォーマンス活動において、どのような部分が思考判断表現等の項目として考えるべきなのか、また見取り方な

どについても理解が深まりました。また、現代では AI 技術が発達していますが、どのような場面で使うのかを考え

るという視点が得られました。 

・鳥居先生の実践を聞かせていただき、AUTHNTICITYという考えに基づいた指導を徹底的にされていると感じまし

た。それを実現しているのは、先生のアイディア力であったり、見通す力であったりすると思います。夏休み中にし

っかりと今日の学びを自分に落とし込んで、2学期以降の実践に繋げていこうと考えています。 



不登校課題を抱える生徒支援
～課題の見える化～

大阪教育大学附属池田中学校
養護教諭 吉田かえで

yoshida-k14@㏄.osaka-kyoiku.ac.jp
大阪教育大学附属池田中学校 いけトーク 養護安全 12024/08/01



本日の内容

不登校課題
の現状

課題の

見える化

本校での

試行錯誤

生徒支援
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不登校課題
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課題の
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不登校とは
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何らかÿ心理的、情緒的、身体的あるいĀ社会的要因・背景により、
登校しないあるいĀしたくてもできない状況にあるために年間30日以上
欠席した者ÿうち、病気や経済的理由による者を除いたもÿ

不登校問題に関する調査研究協力者会議 設置 平成１５年３月に報告（2003．10）
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令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要 https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf
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令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要 https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf
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【セット】誰一人取り残されな
い学びの保障に向けた不登校対
策についてCOCOLOプラン

令和5年3月
https://www.mext.go.jp/content/2023
0418-mxt_jidou02-000028870-cc.pdf

中学生計
163.442人
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【セット】誰一人取り残されな
い学びの保障に向けた不登校対
策についてCOCOLOプラン

令和5年3月
https://www.mext.go.jp/content/2023
0418-mxt_jidou02-000028870-cc.pdf

不登校傾向の中学生
163.442人×3
＝490.3267人
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本日の内容

不登校課題
の現状

課題の
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本校での
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生徒支援
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見える化とは？
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１ 個人ÿ経験や思いによって対応していたことを、支援として共有できる
２ 見えるようになった物事から、どう課題解決を図るÿか
３ スタッフが、課題を共有し、組織として行動できるか

見える化とĀ課題解決に向かうこと

１ シンプル（情報をしぼる）
２ タイムリー
３ 見やすい
４ 見たくなる 

子どもÿ
SOS 学校風土



本日の内容

不登校課題
の現状

課題の

見える化

本校での
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生徒支援
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R5の方針
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インクルーシブ

教育の推進

•学びのユニバー
サルデザインUDL

•課題カレンダー
•学校風土の醸成

情報共有

•データ管理の一
元化

•組織化・意識化

個別支援の充実

•チーム学年
•学び支援シート
•支援のバリエー
ション



R5やってみた
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インクルーシブ
教育の推進

• UDL教員・生徒の評価〇
•課題カレンダー評価低い
→課題の見える化の代替案

•学校風土の醸成
→大きすぎて何から？

•生徒アンケート→学校生活の困り感
（学習準備段階・学習活動・音・発
表活動・資料作成）

情報共有

•データ管理の一元化
→担当者の技術不足、処理時間不足、
共有の目的が明確でなかった。多す
ぎるデータ。

•組織化・意識化→支援会議内容が経
過報告に偏り。生徒情報共有時間の
時間が少ない。職員会議共有内容が
明確でない。

個別支援の

充実

•学び支援シートを簡易なもの（負担
軽減のため）にしたが、CS会議で内
容が深まらなかった。

•組織体制としての別室支援
•役割が明確でなかった

〇 × わかりにくかった



R6学び支援方針
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R6 重点目標
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会議の変更
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学び支援会議 学び支援委員会 CS会議 情報共有（SC）
目的 ①生徒及び支援・評価の

状況の確認
②学習活動等学び支援の
企画・実施・評価

個別支援に関する評価、目
標設定、役割分担

SCとの情報共有により、校内
との連携を図る

開催 時間割内
水曜日４限

臨時
1・2回/学期程度

臨時 水曜日3限

参加
者

学年支援 3名
CD   1名

管理職
主席
学年支援
CD

学び支援委員
当該学年団
CD

SC
CD（養護教諭）

内容 当該生徒のアセスメント
→生徒支援目標・役割の決
定

SC支援生徒を中心に、

担任へのメールを廃止し、
TEAMSによる共有へ変更



R6 1学期
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第１層 学校風土の見える化
PTA子育て支援講演会 あったかご（欠席者用かご）

生徒アンケート（比較評価しやすいシンプルなもの、安心できる学校か）
別室利用者 アンケート

第２層  情報共有
学び支援会議（1回/週）遅刻欠席状況の週毎確認（ミマモルメシート作成）
職員会議 → 共有の目的（授業での配慮）

第３層 学び支援シート簡易版→生徒理解支援シート（文科省）に変更
対象者の決定→学年会→ＣＳ会議（目的の明確化）
別室体制 別室の利用の手引きの作成 予定カレンダー作成



本日の内容

不登校課題
の現状

課題の

見える化

本校での

試行錯誤

生徒支援
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1層→2層へのつなぎの見える化
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本校でも３層へは対応を考えやすい
→3層対応になってから支援 →２層対象者支援が希薄（気づきを支援に変換） 



【最終版】不登校要因調査報告書240507
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公益社団法人 子どもの発達科学研究所 浜松医科大学 子どものこころの発達研究センター 

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf


調査における不登校の関連要因の分類

• きっかけ要因：動的要因→積極的支援の介入・支援の対象
• 背景要因：静的要因→変化が難しいもの （Gubbels et al., 2019）

• 保護因子：不登校のリスクを軽減しうる要因 （Ulaş & Seçer, 2024）

2024/08/01大阪教育大学附属池田中学校 いけトーク 養護安全 22
https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf
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（３）児童生徒回答からわかる不登校ÿ関連
要因 
不登校でない児童生徒本人（15,191 名）と、
R4 不登校ÿ児童生徒本人（239 名）ÿ 回答

不登校でない児童生徒にĀ「あなたĀ前ÿ学
年ÿ 1 年間、学校や家 で、次ÿようなときに、
つらいと感じたことĀありましたか。」と質
問

R4 不登校ÿ児童生徒にĀ「あなたが最初に学
校に 行きづらい、休みたいと感じ始めたとき、
学校や家で、次ÿようなときに、つらいと感
じたことĀありましたか。」

※違い（オッズ比）ÿ推定Ā、ロジスティック
回帰分析（単回帰分析）による。
ここでÿオッズ比Ā、値が大きいほど、より
R4不登校とÿ関 連ÿ程度が大きい（R4 不登校
児童生徒において、より回答割合が高い）こ
とを示す。
オッズ比ÿマーカーについて、グレーĀ不登
校でな い児童生徒と不登校ÿ児童生徒ÿ回答
に統計的な有意差がないことを示し、青Ā不
登校ÿ児童生徒ÿ方が、有意に回答割合が低
い こと、赤Ā不登校ÿ児童生徒ÿ方が、有意
に回答割合が高いことを示す。 

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf
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https://www.mext.go.jp/content/202
40322-mxt_jidou02-
000028870_02.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf
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【最終版】不登校要因調査報告書 概要版_2404
https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_01.pdf
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【最終版】不登校要因調査報告書 概要版_2404
https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_01.pdf



調査から見える不登校課題の背景
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① 不登校ÿ課題ÿ有無に関わらず、成績に関する回答Ā高い。
不登校ÿ生徒Ā宿題や授業内容がわからないとÿ回答 →学習支援ÿ充実
② いじめ以外ÿ友人関係ÿトラブルを訴える →友人関係が不登校ÿリスク↑

→集団作り、対人スキル学ぶ機会と孤立している生徒ÿ支援
③ 教師ÿ態度や指導方法が要因となっている可能性 学校風土に教師ÿ態度が含まれる

→快適で温かい学校風土 学校ÿ決まり
③ 体調・メンタルヘルスĀ教師が不調を正確にとらえることĀ難しい

→心身ÿ変化に気づく仕組み→デジタルツール
④ 発達特性障がい家庭ÿ困難さが不登校と関連 →支援システムÿ見直し



状態把握のためのデータとは？
調査から見える視点

2024/08/01大阪教育大学附属池田中学校 いけトーク 養護安全 28

① 友人関係・孤立
② 学校の決まりや行事への不適応がないか
③ 教職員との関係
④ 学習状況
⑤ 心身の不調（日々の観察）
⑤-2 保健室利用・遅刻・欠席
⑥ 発達特性・障がい
⑦ 家庭の養育状況（服装・食事等） 



スクリーニング
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シンプル タイムリー 事実



スクリーニング～支援への手順
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日々の観察 確認項目 初期支援

⑤ 心身の不調
（日々の観察）

⑤-2 保健室利用
遅刻 欠席

□友人関係・孤立
□学校の決まりや行事への不適応
□教職員との関係
□学習状況（成績・宿題・様子）
□発達特性・障がい
□家庭の養育状況（服装・食事
等） 

□本人声かけ・相談
□保護者連絡・相談
□保護者確認項目
□支援項目 

あたりまえのことでも確認・対応項
目とすることで、共有事項ができ、
組織としての行動になる



１人１台端末を活用した 
健康観察・教育相談システム一覧
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https://www.mext.go.jp/content/20231120-mxt_jidou02-000032767_03.pdf1人1台端末を活用した健康観察_教育相談システム一覧 令和5年7月

無償 有償
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掲載ページ 年 発行元 名称 URL

5.6 20231004文部科学省 令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要 https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf

7.8.9 20230331文部科学省 【セット】誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策について
COCOLOプラン https://www.mext.go.jp/content/20230418-mxt_jidou02-000028870-cc.pdf

31 20230331文部科学省 1人1台端末を活用した健康観察_教育相談システム一覧 https://www.mext.go.jp/content/20230808-mxt_jidou02-000028870_11.pdf

20230331文部科学省 【別添２】学校風土の把握ツール https://www.mext.go.jp/content/20230801-mxt_jidou02-000028870_8.pdf

20230331文部科学省 緊急対策パッケージ231020保護 https://www.mext.go.jp/content/000258018.pdf

21.22.23.24 20240527文部科学省 【最終版】不登校要因調査報告書240507 https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_02.pdf

25.26 202403文部科学省 【最終版】不登校要因調査報告書 概要版_2404 https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_jidou02-000028870_01.pdf

20231016文部科学省 資料2 いじめ・不登校対策に関する取組 https://www.mext.go.jp/content/20231016-mxt_jidou02-000028870_003.pdf

20231117文部科学省 不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方（別紙） https://www.mext.go.jp/content/20231120-mxt_jidou02-000032767_01.pdf

20231117文部科学省 不登校児童生徒等の学び継続事業（別添１） https://www.mext.go.jp/content/20231120-mxt_jidou02-000032767_02.pdf

20231117文部科学省 不登校児童生徒等の早期発見_早期支援事業（別添２） https://www.mext.go.jp/content/20231120-mxt_jidou02-000032767_03.pdf

20231117文部科学省 コミュニティスクールと地域学校協働活動の一体的推進（別添３） https://www.mext.go.jp/content/20231120-mxt_jidou02-000032767_04.pdf

20231117文部科学省 1人1台端末における相談窓口の周知について（別添４） https://www.mext.go.jp/content/20231120-mxt_jidou02-000032767_05.pdf

200310文部科学省 不登校への対応について https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/futoukou/main.htm
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1層支援→2層支援
へのつなぎの見える化

大阪教育大学附属池田中学校 いけトーク 養護安全 332024/08/01



本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日使用した Padlet やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

話し合いで活用した Padlet 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【以下 感想・意見・提案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【以下 感想・意見・提案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・感想・提案（リフレクションより） 

〈プレゼンターの発表内容について〉 

・日々たくさんの業務や課題がある中で、teams などを活用し、いかにして時間を捻出し、短時間で最大限の情報共

有や支援会議を行うかといった工夫が大変勉強になりました。 ありがとうございました。 

 便利なものがもっとあるのでしょうが、試行錯誤の途上です。情報共有も以前はすべて提示することを考えていま

したが、それぞれの役割で必要な情報は違い、その情報が必要なタイミングも違うことに気が付きました。 

・校内での組織対応について、たくさん参考になりました。本校も週に一度コア会議と言う振り分け会議を行なって

います。ともすれば情報共有で時間をとってしまうのですが、今日の学びから構造化を測っていきたいと思いま

す。 

 こちらもまだ途上です。コア会議という名前がチーム支援の核になっている位置づけを感じます。その工夫を知り

たいです。 

・困難を感じていた３層目のへの支援の実際。 

 3 層支援については、本校では、別室①と別室②の運営が主になります。別室①は校舎とは別棟ですので、校舎も

負担に感じる生徒に勧めています。火金の 9：00-12：00 にしています。別室②は校舎内保健室横の部屋で、火水

木金 9：00-14：00 です。生徒の状況に合わせて、安心して過ごせる場所を提供し、コミュニケーションを広げな

がら自立支援を行います。詳細はメールを頂ければ別途資料提供いたします。 

・第 2層の支援という視点、不登校要因に教師、本人、保護者に相違があるという点。組織的に活用するための見え

る化。を学ぶことができました。ありがとうございました。 

この相違は、興味深く思いました。教師が気づきにくいことがある、教師の態度は学校風土を構成すると感じま

した。また、心身の体調不良は大事なサインであると、養護教諭としての役割を感じました。 

〈グループでの交流について〉 

・支援員の先生のお話を聞くことができたのですが、ケース会議などに参加されたことがないと言うことでした。幼

稚園では、加配教員や、預かり保育担当の教員などいて、直接子どもや保護者に関わっている教員と支援に対する

会議をしっかりと持つことが難しくなっていて、そこが課題だとはっきりと気がつくことができましたので、工夫

していきたいと思いました。 

課題をみつけられて、すごいと思います。それぞれの役割で直接話せなくても、必要なことは情報共有しながらで

きると組織になりますよね。今は、データを共有することがしやすくなったと感じています。 



・グループで分かれたときに、何分まで話すのか、確認できておらず、あと 3分という状況で知ったので、せっかく

ご参加されたのに発言が不十分な状況だったため、終了が遅くなってしまいました。大変申し訳ありませんでし

た。 

こちらの運営の課題です。ご負担おかけし申し訳ありませんでした。 

・声かけは、校種や立場でだいぶ違うので、校種別にグルーピングするか、お題無しでグルーピングもらういいと思

う。 

 そうですね。今後の運営の課題にさせていただきます。よりよい時間にしたいです。 

・様々な学校での取組を共有することができて、勉強になりました。近年、不登校傾向の子の進学先に多い N中学

校・N高等学校ですが、その実情も紹介いただけて、とても良かったです。 

取り組みの共有内容や N 中高等学校の実情、興味深いです。伺いたいです。 

・第 1層や第 3層の生徒への支援の実践は数多く出てきましたが、第 2層生徒への具体的なアプローチを実践されて

いる方はなかなかおらず、難しさを感じました。 

 私もそうでした。今回、2 層支援について考えることができ、よい機会となりました。それぞれ試されたことをぜ

ひ共有させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疑問・質問（Padlet より） 

・週１の学び支援会議のメンバー構成はどのようになっていますか？ 

学び支援担各学年１名の３名＋学び支援コーディネーター１名です。 

会議の内容は、以下の４点です 

①欠席遅刻状況（１週間分）の確認（学年ごと）をし、気になる生徒がいれば、声掛け等の確認 

   ②各学年の全体の様子や気になる生徒について 

   ③検討事項 

   ④職員会議前は、共有すべき生徒の確認（共有シートへの記入） 

 



・「あったかご」「ミマモルメシート」「別室利用の手引き」についてもう少し詳しく知りたいと思いました。 

   ① あったかご 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ミマモルメシート 

  遅刻欠席連絡アプリから、データをダウンロードし、エクセルに、まとめます。 

1週間分をまとめて 1枚のシートにし、シートを毎週増やしています。 

気になる生徒を色付けし、すぐに気になる生徒が会議でみつけやすくしています。 

コーディネーターが作成しますが、継続するためには負担の少ないことを意識していますので、 

  色付けはしますが、あまり丁寧にはしていません。3 学年分を 10分以内で保存までできるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 別室利用の手引き 

  不登校支援別室方針を改訂しながら、持続可能な経営を模索しています。誰かの負担になりすぎず、自分がいる

からできるという形でなく、仕組みとして継続できることを大切にしています。 

  ・いつ在室しているかわからないという意見があり、利用状況を確認できるよう TEAMSで行いましたが、1

学期の半ばで使わなくなりました。データを開くための動作があり、現実的には負担でした。 

 ・職員室ホワイトボードに欠席調べがありますので、そこで兼ねることで、在校状況を確認することにしました。

本来の欠席調べに加えて別室ホワイトボードを作ると、緊急時に混乱したり、動作がふえるので止めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教員向け利用ガイドは、予約表等のURLもいれ、できるだけ、見ればできるよう具体的に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒向け利用ガイド   対象生徒には毎月の別室開室カレンダーも渡しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・授業での配慮を職員会議で共有されていますが、具体的にはどのようなことをされていますか？また、それは誰が

作成されていますか？（担任） 

・授業中の配慮例（例えば、音に敏感であるため、席を○○の位置がよい。他の音に反応し、教員の指示が聞こ

えないことがあるので、視覚表示なども工夫するとよい。他生徒への配慮） 

・エクセルシートに「要配慮一覧」「要支援数計」「分類ルール」「各月毎の報告内容 4月・5月・・・」とシ

ートを作成し、会議時にその当該月シート（色表示）を確認してもらいます。口頭の内容は消えてしまいますが、

シートの確認は、会議に参加してない方も再確認したい方も自分のタイミングで確認できます。時間も事前に準備

することで、時間を限定できます。また、学年全体の特記事項も記載欄を作成しています。学期末は支援生徒の状

況報告も入れました。 

 シートの管理はコーディネーターが行いますが、各学年の生徒の状況や全体の様子は、学年支援担が記入します。 

 ・学び支援関係のマニュアルや予約表等は、リンクまとめに掲載し、見つけやすくなっています。 

・不登校気味の支援としては、解決策を一緒に考える信頼できる人を増やすため、「選択肢を多様にする」ことにト

ライしていますが、池田中は、具体的にどのように、支援の場所、人、コトをされていますか？ 

選択肢を多様にすることは、児童生徒にとって、誰かに相談できる可能性が増えるので素敵な取り組みだと思いま

す。本校では、通常の公立学校より職員数が少なく、やるべきことは多いので、マンパワーとしては、非常に弱いで

す。通常のスタッフに加えて、養護助教諭や大学院生の実習受け入れ等を行いながら、工夫はしています。 

具体的な支援として、現状では、各学年の教員が支援の中心となりながら、より外部機関や個別支援が必要な場合

はコーディネーターも関わります。保健室では、自分の心身の様子について問診票を記入させながら、生徒自身が休

養など自分にとっての必要な方法を考え選択し、行動することを支援するという方針で、丁寧な対応を行います。そ

のため、保健室も相談の選択肢としては大きいと思います。生徒アンケートでは、家族や塾の先生、先輩なども相談

相手として回答していました。 

 生徒が家や学校に安心の場所があるかを確認しながら、必要に応じて、安心の場所や人を、学年と相談しながら、

整えていくようにしています。 

 

不登校課題を抱える生徒支援は、個別の状況に応じて、柔軟に対応することが求められます。その中で関わってい

ると、ついついたくさんのことをしたくなります。昨年度からコーディネーターの役割を担う中で一番学んだこと

は、「持続可能で誰もが関わることができる」方法を探すことです。自分だからできることは継続できないし、誰か

が負担であるという仕組みは続きません。働き方改革のなか、自分や同僚の限られた時間の中で、どう時間や資源を

使うかが求められます。今年は保健室業務をスリム化できたらと思っています。スリム化した分、生徒の支援が丁寧

にできたらいいなとイメージしています。 

今回の交流で、それぞれいろいろやりたいことや、やるべきことを頭の中でイメージされたと思います。私も自分

なりに課題が見つかりました。でも増やすためには何かを減らす。その 1動作は必要か、使う人が見たくなる仕組み

か、などなど、持続可能な仕組みづくりを模索したいと思います。 

ありがとうございました。 

詳細やより興味を持ってくださる場合は、ぜひご連絡をおねがいいたします。また各校の工夫されていることなど

あれば共有させてください。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


